
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「美み羽うちゃんさ。私わたしに何なにか、隠かくしてること、ない？」

　……ゴクリ。

　電でん話わごしの夕ゆ実みちゃんの言こと葉ばに、私わたしはつばを飲のみ込こんだ。

　隠かくしてることって……もしかして、私わたしが「ミミふわ」をやってるってこと？

　それとも、私わたしに「未み来らいが見みえる」力ちからがあるっていうことまで、バレちゃってる……!?

（うっ、ウソでしょ──!?）




　私わたし──如月きさらぎ美み羽うには、人ひとの「よくない未み来らい」が見みえる。

　人ひとの顔かおを見みたとき、その人ひとにこれから起おこる未み来らいのできごとが、映えい像ぞうで見みえてしまうことがあるんだ。

　その映えい像ぞうや力ちからのことを、私わたしは「サキヨミ」って呼よんでる。

　小ちいさいときに起おこったある事じ故こがきっかけで、私わたしはサキヨミを見みるのが怖こわくて、人ひとの顔かおを見みられなくなってしまったの。

　でも、中ちゅう学がくに入はいって出で会あった瀧たき島しま幸ゆき都と君くんも、同おなじ力ちからを持もっていて。

　瀧たき島しま君くんは、その力ちからを使つかって人ひと助だすけをしていた。

　動どう画が配はい信しん者しゃ「雪ゆきうさ」になって、「サキヨミ」で見みた未み来らいを「占うらない」として発はっ信しん。注ちゅう意いを呼よびかけることで、見みえた未み来らいが実じつ現げんしないようにしてるんだ。

　弟おとうとのシュウが大おお怪け我がをしてしまうっていうサキヨミを見みた私わたしに、瀧たき島しま君くんは力ちからを貸かしてくれた。

「ミミふわ」っていうキャラクターを作つくって、私わたしを変へん身しんさせてくれたの。

「ミミふわ」になることで怖こわさがうすれた私わたしは、たくさんのサキヨミを見みることができたんだ。おかげで、最さい後ごにはシュウを助たすけることができた。

　サキヨミの力ちからのことも、雪ゆきうさやミミふわのことも、瀧たき島しま君くんと私わたし、二人ふたりだけの秘ひ密みつ。

　実じつは、ミミふわになっているとき、美び術じゅつ部ぶの親しん睦ぼく会かいをやっていた夕ゆ実みちゃんやレイラ先せん輩ぱい、叶かな井い先せん輩ぱいと、バッタリ会あっちゃったの。

　でも、ミミふわの正しょう体たいが私わたしだってことは、なんとかバレずにすんだ──……はず、だったのに。

「な、何なんのこと？」

　スマホを持もつ手てが震ふるえる。なんだろう。夕ゆ実みちゃん、いったい何なにを言いおうとしてるの……!?

　もし、私わたしがミミふわだってことが夕ゆ実みちゃんにバレてたら、どうなるんだろう。

　ミミふわは、うさ耳みみカチューシャに羽はねの形かたちの仮か面めん、ピンクのワンピースを身みにつけて、テンション高たかくみんなの占うらないをしていくっていうキャラなんだ。決きめ台詞ぜりふは「ふわぽよ」。

　普ふ段だんのおとなしい私わたしからはとても想そう像ぞうできない、真ま逆ぎゃくのキャラクター。

　夕ゆ実みちゃん、変へんに思おもうかな。『あれが美み羽うちゃんの本ほん来らいの姿すがたなの？　それじゃあ普ふ段だんの美み羽うちゃんはウソなの？』なんて言いわれちゃったら、どうしよう。

　隠かくしごとをしていたことだって、きっとよく思おもわないよね。

　同おなじクラスで、同おなじ美び術じゅつ部ぶ。中ちゅう学がくに入はいって、初はじめてできた友とも達だちだったのに。

　私わたしが「ミミふわ」のことを打うち明あけたら、夕ゆ実みちゃんとの関かん係けいは、壊こわれちゃうかもしれない。

　それに、もし夕ゆ実みちゃんがだれかに話はなしてしまって、学がっ校こう中じゅうに広ひろまってしまったら……？

（……いやぁぁぁぁぁっ!!）

　ちょっと想そう像ぞうしただけで、血ちの気けが引ひく。そんなことになったら、恥はずかしくてもう学がっ校こうに行いけないよ！

「うん、あのさ……もしかして、なんだけど」

　夕ゆ実みちゃんが声こえをひそめた。ドキドキと、心しん臓ぞうが波なみ打うつ。

「……美み羽うちゃん、瀧たき島しま君くんと付つき合あってる？」

　………………ふえっ!?

「えっ、ご、ごめん、何なんて？　瀧たき島しま君くんと、私わたしが？」

「うん。付つき合あってるのかなって」

　…………え。

（えええええ─────っ!?）
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　なっ、何なにその予よ想そう外がいの答こたえはっ!!

「つ、つ、付つき合あってないよ!?　なんで!?　なんでそう思おもったの!?」

「見みたの。美み羽うちゃんと瀧たき島しま君くんが、歩ほ道どう橋きょうの上うえで話はなしてるところ」

　歩ほ道どう橋きょう……！

　たしかに今日きょう、私わたしと瀧たき島しま君くんは、シュウを助たすけた後あと、公こう園えんから二人ふたりで歩あるいて帰かえってきた。

　その途と中ちゅう、歩ほ道どう橋きょうの上うえでしばらく話はなして、その……ちょっとした事じ故こで、瀧たき島しま君くんに抱だきつかれちゃったりもしたけど……まさか、あれを夕ゆ実みちゃんに見みられてたの!?

「な、ないない！　あるわけないよ、そんなの！」

　私わたしは思おもわず、ブンブンと首くびをふった。

「見み間ま違ちがいじゃない？　私わたしと瀧たき島しま君くんが付つき合あうとか、ありえないでしょ！　だって、瀧たき島しま君くんだよ？　かっこよくて人にん気き者ものの、あの瀧たき島しま君くん！　私わたしじゃつり合あわないし、そもそも相あい手てにされないよ！」

「そうかな？　そんなことないと思おもうけど……」

「とにかく、絶ぜっ対たいに見み間ま違ちがいだよ！　だ、だって私わたし、今日きょう、一いち日にち家いえにいたし……！」

　とっさについたウソに、きゅっと胸むねがしめつけられる。

　そもそも私わたし、体たい調ちょう不ふ良りょうってことで、親しん睦ぼく会かいをお休やすみしたんだよね。シュウを助たすけるためとはいえ、夕ゆ実みちゃんだけでなく、レイラ先せん輩ぱいたちにもウソをついちゃった。

　ウソをつくって、気き持もちがいいものじゃないけど……瀧たき島しま君くんとの秘ひ密みつを守まもるためだと思おもえば、こうするしかないんだ。イヤだけど、しかたがない……よね。

「──そうだよね。美み羽うちゃんがそんなウソ、つくわけないよね。ごめんね、変へんなこと聞きいて」

　夕ゆ実みちゃんのその言こと葉ばに、ちくりと胸むねが痛いたんだ。ごめんって言いわなきゃいけないのは、ウソをついている私わたしのほうなのに。

「あ、ところでさ、美み羽うちゃん、『ミミふわ』って知しってる？」

　──ドキッ！

「み、ミミふわ？　なに、それ？」

「雪ゆきうさの妹いもうと分ぶんなんだって！　かわいくってさ、もうすごいの！　占うらないで人ひと助だすけをしちゃったんだよ！」

「へ、へえー！　すっ、スゴイね！」

　いきいきとはずむ夕ゆ実みちゃんの声こえとは反はん対たいに、私わたしの声こえはぎこちなく上うわずる。

「あこがれちゃうなぁ。私わたしにはあんなこと、絶ぜっ対たいできないよ。私わたし、ミミふわさんのこと、もっと知しりたいな」

　ぎくり、と体からだがこわばった。もっと、知しりたい？　それって……どういうこと？

　まさかとは思おもうけど……やっぱり夕ゆ実みちゃん、私わたしがミミふわだってこと、感かんづいてる……？

「あのさ、美み羽うちゃん」

「なっ、何なにっ？」

　つーっと、背せ筋すじを冷ひや汗あせが流ながれた。胸むねの鼓こ動どうも、うるさいほど激はげしくなっている。

「えっと…………ううん、なんでもない。それじゃあ、また学がっ校こうでね！」

　夕ゆ実みちゃんがそう言いったとたん、電でん話わはぷつっと切きれてしまった。

（……何なにを言いいかけたんだろう？）

　なんとなくすっきりしない気き持もちで、私わたしはスマホを顔かおの前まえに下おろした。

　すると、ピコンと新しん着ちゃく動どう画がの通つう知ちが出でた。雪ゆきうさ──瀧たき島しま君くんが、新あたらしい動どう画がをアップしたんだ。

　ピンク色いろのワンピースにちょうちょ形がたの仮か面めん、うさ耳みみカチューシャにピンクのカツラ。「ぴょんぴょーん！」という決きめ台詞ぜりふが特とく徴ちょう的てきな、加か工こうされたかわいい声こえ。

　このかわいい女おんなの子この正しょう体たいが、あのクールな瀧たき島しま君くんだなんて、だれも思おもわないだろうな。

　同おなじように、ミミふわのことだって、だれにもバレるはずない、よね……？

「雪ゆきうさ、今日きょうの一ひと言ことです！　自じ分ぶんの気き持もちを大だい事じにしましょう！　それがステキな未み来らいへの近ちか道みちです！」

（この子こがさっきまで会あってた瀧たき島しま君くんだなんて、なんだか、不ふ思し議ぎ……）

　瀧たき島しま君くんと力ちからを合あわせて、サキヨミの力ちからで人ひと助だすけをしていこうって、決きめたばかりだけど。

　私わたし……ちゃんと、やっていけるかな。

　雪ゆきうさの動どう画がを見み終おわったとたん、どっと疲つかれが押おしよせてきて、私わたしはベッドに倒たおれこんだ。

　そしてそのまま、ゆっくりと眠ねむりに落おちていった。
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　ゴールデンウィークも終おわった、五月がつの月げつ曜よう。

　学がっ校こうへ向むかう道みちの途と中ちゅう、いきなり後うしろから肩かたをたたかれた。

「おはよう、如月きさらぎさん」

「おわっ!?」

　びっくりして、変へんな声こえが出でる。ふりかえると、瀧たき島しま君くんがさわやかな笑えみを浮うかべていた。

「お、おはよう、瀧たき島しま君くん！」

「なるほど、如月きさらぎさんはいつもこの時じ間かんなのか。だから、朝あさ会あえないんだな」

　そう言いうと、ひとりで納なっ得とくしたように何なん度どかうなずく。

「えっと……瀧たき島しま君くんは、いつもはもっと早はやいの？」

「ああ。今日きょうは朝あさからちょっと忙いそがしくて、家いえを出でるのがおくれたんだ。ちょうどいい、学がっ校こうに着つくまでの間あいだ、週しゅう末まつに見みたサキヨミについて話はなそう」

「えっ！　朝あさから？」

「ああ。サキヨミ会かい議ぎだ」
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　サキヨミ会かい議ぎ。それは私わたしと瀧たき島しま君くんが、ここ二週しゅう間かんくらいずっとやっている話はなし合あい。

　それぞれが見みたサキヨミを相あい手てに報ほう告こくして、危き険けん度どの高たかいものについては対たい策さくを練ねるの。

　私わたしは相あい変かわらず、人ひとの顔かおを見みないように、うつむいちゃうクセが直なおらない。

　でも、「ミミふわ」になってからは、ちょっとずつだけど、人ひとの顔かおを見みられるようになってきた気きがするんだ。

　だから、これからは瀧たき島しま君くんといっしょに、前まえ向むきな気き持もちでがんばろうって思おもってる。

　ただ、サキヨミって、思おもっていたほど見みえないんだよね。見みえたとしても、そのほとんどは軽かるい内ない容ようばっかり。

　たとえば、のら猫ねこに引ひっかかれるとか。クツずれしちゃうとか。

　楽たのしみにしていた雑ざっ誌しが売うり切きれ、なんていうのもあった。

　どれも災さい難なんではあるけど、絶ぜっ対たいに二人ふたりで阻そ止ししなきゃいけないほどのものじゃない。

　もちろん、本ほん人にんに伝つたえられるときは、さりげなく注ちゅう意いしたりはするけれど、その程てい度ど。

　瀧たき島しま君くんは、「すべてのサキヨミに対たい応おうしていたら、いざ危き険けん度どの高たかいサキヨミを見みたときに動うごけなくなってしまう」って言いうんだ。たしかに、その通とおりだよね。

「金きん曜ようの帰かえりに会かい議ぎした後あとは、こっちは特とくに危き険けんなものは見みなかったよ。如月きさらぎさんは？」

「ええっと、ひとつだけかな。シュウのゲームのセーブデータが消きえちゃうっていうサキヨミ。一いち応おう本ほん人にんに注ちゅう意いはしたから、大だい丈じょう夫ぶだとは思おもうけど」

「なるほど。シュウ君くん、何なにも言いわなかった？」

「え？　どうして？」

「シュウ君くんは、ずっと如月きさらぎさんのそばで生せい活かつしてきたわけだろう。だから、サキヨミの力ちからのことに気きづいてる可か能のう性せいもあるんじゃないかと思おもって」

「シュウが……!?」

「何なにしろ、弟おとうとだからね。ミミふわのときだって、気きづかれてもおかしくなかったんじゃないかって、今いまになって思おもうよ」

「さっ、さすがに、バレてはいないと思おもうけど……」

　サキヨミや、ミミふわのこと。それがシュウにバレたところを想そう像ぞうしたとたん、ぶるぶるっと震ふるえがきた。

　あの日ひ以い来らい、シュウの様よう子すに変かわったところは見みられないし、そんな心しん配ぱいはぜんぜんしてなかったけど……もし知しられたら、なんて言いわれるんだろう。

「まあ、シュウ君くんなら、もし知しったとしても大だい丈じょう夫ぶだろう。如月きさらぎさんが困こまるようなことにはならないよ」

「そ、そうかな……」

「大だい丈じょう夫ぶ。ミミふわの秘ひ密みつは、僕ぼくが全ぜん力りょくで守まもるよ」

　私わたしに顔かおを向むけた瀧たき島しま君くんは、茶ちゃ色いろい瞳ひとみを優やさしく細ほそめた。思おもわず、ドキッとする。

（瀧たき島しま君くんって、本ほん当とうにきれいな顔かおしてるなあ……）

　ぼーっと見みとれてしまった、そのとき。

「おーい、瀧たき島しま！」

　気きづくと、校こう門もんがすぐ目めの前まえだった。通とおりのむこうから手てをふって近ちかづいてくるのは、一年ねんＢ組ぐみの男だん子し。たしか、野や球きゅう部ぶの子こだ。

「おはよう。どうした？」

「頼たのむ！　例れいのあれ、見みせてくれ」

「……またなのか？」

　瀧たき島しま君くんの優やさしい表ひょう情じょうが一いっ転てん、うんざり顔がおになる。例れいのあれ？　なんのことだろう。

「宿しゅく題だいは、自じ分ぶんの力ちからでやるものだ。週しゅう末まつ、何なにしてたんだ？　部ぶ活かつはなかっただろう」

「いや、ちょっと、いろいろと忙いそがしくってな……」

　野や球きゅう部ぶ男だん子しは、へへへと頭あたまをかく。瀧たき島しま君くんはやれやれと言いわんばかりに肩かたをすくめた。

「ごめん、如月きさらぎさん。ちょっと急きゅう用ようができたから、先さきに行いくよ。また部ぶ活かつでね」

「え？　あ、う、うん！」

　瀧たき島しま君くんは野や球きゅう部ぶ男だん子しを引ひきずるようにしながら、昇しょう降こう口ぐちへと向むかっていった。なるほど、例れいのあれって、宿しゅく題だいのことだったんだ。

（瀧たき島しま君くんって、頼たよられてるんだなあ……女じょ子しだけじゃなく、男だん子しからも人にん気きあるんだ）

　思おもってから、ハッとして周しゅう囲いをきょろきょろと見み回まわす。

（だ、だれかに見みられてなかったかな……!?）

　人にん気き者ものの瀧たき島しま君くんと地じ味み女じょ子しの私わたしが二人ふたりで登とう校こうするなんて、ちょっと悪わる目め立だちしすぎる。

　たくさんの生せい徒とたちが、校こう門もんに吸すいこまれていく。幸さいわい、私わたしたちに注ちゅう目もくしている人ひとはいなかったみたい。

　何なにを言いわれるかわからないし、気きをつけないと。

　私わたしはひとりで校こう門もんをくぐり、学がっ校こうの中なかへと入はいった。

　階かい段だんを上あがり、教きょう室しつの前まえに到とう着ちゃくした、そのとき。

　廊ろう下かの先さきに、見み覚おぼえのある輪わっか三みつ編あみを見みつけた。

（あ、夕ゆ実みちゃんだ！）

　ぱっと、心こころがおどった。

　体たい験けん入にゅう部ぶのとき、「いっしょに美び術じゅつ部ぶに行いこう」って夕ゆ実みちゃんが声こえをかけてくれてから、もうすぐ一か月げつ。

　それがきっかけで私わたしは瀧たき島しま君くんと出で会あって、シュウを助たすけることができたんだ。

　だから、夕ゆ実みちゃんは私わたしたちきょうだいの恩おん人じんでもある。

　サキヨミを見みたくないから、友とも達だちを作つくらず「ぼっち」のままでいようと思おもってたけど……夕ゆ実みちゃんと友とも達だちになれたおかげで、今いまは毎まい日にちがすごく楽たのしい。

　あの電でん話わからしばらく経たつけど、夕ゆ実みちゃんは特とくに変かわった様よう子すもなく、私わたしと仲なか良よくしてくれている。それが、すごくうれしいんだ。

「おはよう、夕ゆ実みちゃ……」

「ほんとに、そう思おもってるのか？」

　とつぜん聞きこえてきた声こえに、踏ふみだした足あしがぴたりと止とまった。

　見みると、後うしろ姿すがたを見みせている夕ゆ実みちゃんのむこうに、何なん人にんかの女おんなの子こが立たっている。

「悪わるいと思おもっているのなら、今いまからでも演えん劇げき部ぶに入にゅう部ぶしたらどうなんだ？」

　さっきと同おなじ声こえ。この、男おとこの子こっぽい口く調ちょうは……同おなじクラスの演えん劇げき部ぶ員いん、塩しお野のアカネさんだ。

　地じ味みで暗くらい私わたしとは違ちがって、成せい績せき優ゆう秀しゅう、しかも美び人じんの塩しお野のさんは、クラスの中なかでも目め立だつ存そん在ざい。

　塩しお野のさんは、真ま正しょう面めんからじっと夕ゆ実みちゃんを見みつめていた。あごのラインできれいに切きりそろえられたツヤツヤの黒くろ髪かみが、その顔かおをさらにりりしく見みせている。

「そうよ。それが筋すじを通とおすってことでしょ」

　塩しお野のさんのとなりに立たつ子こが言いった。どうやらこの子こたちは、塩しお野のさんの部ぶ活かつ仲なか間まみたいだ。

　みんな、そろって冷つめたい視し線せんを夕ゆ実みちゃんに向むけている。その様よう子すに、ゾクッと鳥とり肌はだが立たった。

（どういうこと？　夕ゆ実みちゃん、何なにかせめられてる……？）
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「……ごめん。それは、ムリなんだ」

　うつむき気ぎ味みの夕ゆ実みちゃんが、弱よわ々よわしい声こえで言いう。すると、塩しお野のさんがふうっと息いきをついた。

「ウソつき」

　ぼそっとそうつぶやくと、夕ゆ実みちゃんをその場ばに残のこし、苦にがい表ひょう情じょうで教きょう室しつに入はいっていった。

　他ほかの子こたちも、それぞれ自じ分ぶんの教きょう室しつへと戻もどっていく。

「……夕ゆ実みちゃん」

　私わたしの声こえに、立たちつくしたままの夕ゆ実みちゃんがびくっと動うごいた。

「美み羽う、ちゃん？」

　おそるおそるふりかえる夕ゆ実みちゃん。その顔かおは、いつもよりもずっと白しろく見みえた。

「おはよう、夕ゆ実みちゃん。今いまのって……」

「おはよう！　今日きょうはちょっとおそかったんだね。待まってたんだよ！」

　そう言いうと、いつもどおりの笑え顔がおを私わたしに向むけてくれた。少すこしだけほっとしながら、たずねる。

「夕ゆ実みちゃん、今いま、何なにを話はなしてたの？　さっきの、塩しお野のさんだよね」

「え？　ああ、なんでもないよ！　ちょっとした、世せ間けん話ばなしみたいなものだよ」

「でも、なんだか、せめられてるような感かんじに見みえたけど……」

「ないない！　見み間ま違ちがいだよ。あ、もうチャイム鳴なるよ。教きょう室しつ入はいろう？」

　夕ゆ実みちゃんはそう言いって、教きょう室しつに入はいっていった。追おいかけるように、私わたしも後あとに続つづく。

　と、教きょう室しつに足あしを踏ふみ入いれた、その瞬しゅん間かん。

　ざわっと、空くう気きがゆれ動うごいた。同どう時じにこちらへ向むけられる、冷つめたい視し線せんたち。

　大おお勢ぜいのクラスメイトが、私わたしを……ううん、夕ゆ実みちゃんを見みていた。その厳きびしい目めつきが、さっきの塩しお野のさんたちのものと重かさなる。

　窓まどぎわにいた女じょ子したちが、これ見みよがしにコソコソとないしょ話ばなしを始はじめた。その目めは、はっきりと夕ゆ実みちゃんをとらえたままだ。

（何なに、これ……すごく、イヤな感かんじ……）

　夕ゆ実みちゃんは、ぎこちない動うごきで席せきに着ついた。私わたしもだまって、そのすぐ後うしろの席せきに座すわる。

　と、背せ中なかのほうから、大おおきなため息いきが聞きこえた。私わたしの後うしろの席せきは──塩しお野のさん。

「塩しお野のさん、かわいそ」

　廊ろう下か側がわの席せきから、ぼそりとそんな声こえが聞きこえてくる。かちん、と胸むねが凍こおりつくようだった。

（やっぱり、夕ゆ実みちゃんと塩しお野のさんの間あいだで、何なにかがあったんだ……）

　夕ゆ実みちゃんは「なんでもない」って言いってたけど、絶ぜっ対たいにウソだ。

　いったい、何なにがあったんだろう。

　塩しお野のさんに聞きいたら……何なにか、わかるかな。

　でも、私わたしは、ふりかえることができなかった。

　教きょう室しつじゅうに満みちる冷つめたい空くう気きの中なか、体からだまで凍こおりついてしまったようで。

　勇ゆう気きが、出でない。……怖こわいんだ。

　何なにもできないまま固かたまっていると、チャイムが鳴なりひびいた。クラスメイトたちが、あわてて席せきに着つきはじめる。

「ホームルーム始はじめるぞー」

　担たん任にんの勅て使し河原がわら先せん生せいが入はいってきて、教きょう卓たくの前まえに立たった、そのときだった。

　じじじ……。

　ノイズだ……！　この音おとは、「サキヨミ」が始はじまるっていう合あい図ず。

　勅て使し河原がわら先せん生せいの声こえが、だんだんと遠とおくなっていく。やがて教きょう室しつの光こう景けいが暗くらくなると、目めの前まえで映えい像ぞうが流ながれだした。





　──ジャージ姿すがたの勅て使し河原がわら先せん生せい。その顔かおには、じっとりと汗あせがにじんでいる。

「くっそ……なんでだ……？」

　右みぎ手てでお腹なかをさすりながら、近ちかくの白しろい壁かべに左ひだり手てをつく。

「弁べん当とうか……？　ああ、ついてねえ……！」

　そう言いい捨すてると、よろよろと壁かべをつたって歩あるき出だす。──






　映えい像ぞうが終おわると、教きょう卓たくの前まえでしゃべる勅て使し河原がわら先せん生せいの顔かおが見みえた。サキヨミで見みたのと同おなじジャージ姿すがたで、たんたんと出しゅっ席せきを取とっている。

　今いまのサキヨミ……どういうことだろう。

　お腹なかをさすってたけど、怪け我がしたわけじゃなさそうだった。『弁べん当とう』って言いってたから、何なにか悪わるいものを食たべて、お腹なかが痛いたくなっちゃった……ってことかな？

　でも、場ば所しょも時じ間かんもわからない。白しろい壁かべの他ほかには、何なにも見みえなかった。

　場ば所しょもだけど、私わたしのサキヨミは、いつ現げん実じつになるかがわからないんだ。直ちょく後ごのこともあるし、三みっ日か後ご、一週しゅう間かん後ごってこともあった。

　だから、いつ起おこるできごとなのかは、見みえたものから推すい測そくするしかない。

　でも、今いまのはあまりにも見みえなすぎだ。白しろい壁かべってことは、学がっ校こうのどこかなのかな。

「……如月きさらぎ。……如月きさらぎ！」

「あ、は、はいっ！」

　あわてて返へん事じをする。いけないいけない、考かんがえこんじゃった。

　どうしよう。古ふるくなったものを食たべないようにって、先せん生せいに注ちゅう意いしたほうがいいかな。

　でも、いきなりそんなこと言いったら変へんに思おもわれるよね。そもそも先せん生せいとは、まだあんまり話はなしたこともないのに。

（あとで、瀧たき島しま君くんに相そう談だんしてみよう）

　ちなみに彼かれのサキヨミは、私わたしとは違ちがって、必かならず次つぎの日ひに現げん実じつになる。

　だから、瀧たき島しま君くん──雪ゆきうさは、その日ひに見みたサキヨミを、「明日あしたの占うらない」っていう動どう画がとして配はい信しんしているんだ。

　そのとき、勅て使し河原がわら先せん生せいが出しゅっ席せき簿ぼをぱたんと閉とじた。

「今日きょうは、木もく曜ようの遠えん足そくで何なにを作つくるか決きめてもらう」

　──遠えん足そく！

　そうだった、すっかり忘わすれてた。今こん週しゅうの木もく曜よう日び、遠えん足そくでキャンプ場じょうに行いくんだった。

　入にゅう学がくして一か月げつのこの時じ期き、クラスの親しん睦ぼくを深ふかめることを目もく的てきに、毎まい年とし行おこなわれているんだって。

　キャンプ場じょうで、班はんごとにメニューを決きめてバーベキューをするんだ。

　この間あいだ、席せきがえをしたばかり。この新あたらしい班はんのメンバーが、そのまま遠えん足そくの班はんになる、わけなんだけど……。

（うちの班はんのメンバーの女じょ子し、私わたしと夕ゆ実みちゃんと……）

　後うしろの席せきから、小ちいさな咳せきばらいが聞きこえた。思おもわずびくりと肩かたを震ふるわせる。

（……塩しお野のさん……なんだよね……）

「何なににする？」

「焼やきそばがいいなー」

　周まわりでは、楽たのしげに遠えん足そくの計けい画かくを立たてるクラスメイトたちの声こえ。

　教きょう室しつのうわついた空くう気きとはうらはらに、私わたしの胸むねには不ふ安あんが広ひろがりはじめていた。

（ああ、だめだめ。前まえ向むきにがんばるって、決きめたんだから……！）

　大だい丈じょう夫ぶ。きっと、なんとかなる。何なにが起おこったとしても、私わたしがなんとかするんだ。

　夕ゆ実みちゃんのつらい顔かおなんて、見みたくないもの。

　心こころをふるい立たたせるように、私わたしは大おおきく息いきを吸すいこんだ。
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　あの後あと、うちの班はんはお好このみ焼やきを作つくるってことに決きまった。

　話はなし合あいはほとんど塩しお野のさんと男だん子したちだけで進すすんで、夕ゆ実みちゃんと私わたしは置おいてけぼり。

　というか、夕ゆ実みちゃんが何なにかエンリョしてるみたいに、ほとんど口くちを開ひらかなかったんだ。

「美み羽うちゃん、今日きょうも部ぶ活かつ行いくでしょ？」

　放ほう課か後ご。ホームルームが終おわったとたん、夕ゆ実みちゃんがいつものように聞きいてくる。

「あ、うん！　夕ゆ実みちゃんも、行いくよね？」

　美び術じゅつ部ぶの活かつ動どう日びは、火か曜よう日びと金きん曜よう日びの週しゅう二回かい。でも部ぶ長ちょうのレイラ先せん輩ぱいと副ふく部ぶ長ちょうの叶かな井い先せん輩ぱいはほぼ毎まい日にち美び術じゅつ室しつにいるし、私わたしも美び術じゅつ部ぶのみんなといるのが楽たのしいから、活かつ動どう日び以い外がいも部ぶ活かつに行いくのが当あたり前まえになっていた。

　でも、私わたしが毎まい日にち部ぶ活かつに行いく理り由ゆうは、それだけじゃないんだ。「瀧たき島しま君くんといっしょに帰かえってサキヨミ会かい議ぎをするため」っていうのもある。

　瀧たき島しま君くんはとなりのクラスだし、日にっ中ちゅうに話はなしをするのは、かなりむずかしい。

　廊ろう下かからちらっとＢ組ぐみの教きょう室しつをのぞいたことがあるけど、瀧たき島しま君くん、いつもクラスメイトに囲かこまれてるんだ。

　呼よび出だしなんて、もってのほか。そんな目め立だつことしたら、瀧たき島しま君くんのファンから目めをつけられちゃうよ。

　だけど、同おなじ美び術じゅつ部ぶ員いんだから、いっしょに帰かえることは不ふ自し然ぜんじゃない。

　もしだれかに見みられて何なにか言いわれたとしても、「部ぶ活かつが同おなじ」ってことが言いいわけになるもんね。

「うん、もちろん行いくよ」

　夕ゆ実みちゃんが大おおきくうなずく。

「そろそろ、ちゃんとした活かつ動どうが始はじまる頃ころだと思おもうんだ」

「ちゃんとした活かつ動どう？」

「美び術じゅつ部ぶとしての活かつ動どうだよ。今いままでは、イス取とりゲームとかボードゲームばかりだったでしょ」

　そ、そういえば、そうだった……。

「まずは部ぶ員いんみんなが仲なか良よくなるのが大だい事じ」っていうレイラ先せん輩ぱいの発はつ案あんで、みんなで遊あそんでばっかりだったんだ。

　叶かな井い先せん輩ぱいは、最さい初しょこそ「ちゃんとやりましょう」って息いきまいてたけど、そのうちあきらめて、ため息いきをつくだけになっちゃってたな。

　二人ふたりならんで廊ろう下かに出でる。と、近ちかくにいた女じょ子しの一いち団だんが、とつぜんおしゃべりをやめた。だまったまま、じっと私わたしたちに視し線せんを向むけてくる。

　ずん、と胸むねが重おもくなる。いったい、何なんなんだろう……。

　塩しお野のさんや演えん劇げき部ぶの子こたち、それにクラスメイトの冷つめたい視し線せんを思おもい出だす。

（やっぱり、ちゃんと聞きかなきゃ。夕ゆ実みちゃんに、何なにがあったのか）

　夕ゆ実みちゃんは、早はや足あしで歩あるいていった。その後あとを、私わたしは小こ走ばしりで追おいかける。

「夕ゆ実みちゃん。ちょっと、聞ききたいことがあるんだ」

　私わたしの呼よびかけに、夕ゆ実みちゃんの歩あゆみが止とまった。

「……何なに？」

「朝あさも聞きいたけど……やっぱり、塩しお野のさんたちと、何なにかあったんじゃないかなって思おもって」

　夕ゆ実みちゃんは、答こたえなかった。止とめた足あしを階かい段だんにかけ、早はや足あしで上のぼっていく。

「クラスのみんなも、なんだか様よう子すがいつもと違ちがう気きがするの。もし何なにかあったんなら、教おしえてくれないかな。私わたし、頼たよりないかもだけど、力ちからに……」

「──何なにも、ないよ」

　夕ゆ実みちゃんは、踊おどり場ばでくるりとこちらをふりかえった。そうして、ぎこちない笑え顔がおになる。

「大だい丈じょう夫ぶ！　美み羽うちゃんが心しん配ぱいするようなことは、何なにもないから。さ、早はやく行いこう！　瀧たき島しま君くん、もう来きてるんじゃないかな？」

　そう言いいながら、タンタンと階かい段だんを駆かけあがっていってしまった。

　残のこされた私わたしは、ひとり階かい段だんの前まえで立たちつくした。

（また、何なにも聞きけなかったな……）

　思おもわずため息いきが出でた。あの笑え顔がお……夕ゆ実みちゃん、きっとムリしてる。

　いったい、夕ゆ実みちゃんと塩しお野のさんの間あいだに、何なにがあったんだろう。

　今朝けさ、塩しお野のさんは、「悪わるいと思おもってるなら、演えん劇げき部ぶに入にゅう部ぶしたらどうなんだ」って言いってた。

　他ほかの子こも、「それが筋すじを通とおすってこと」って言いってたよね。

　つまり、夕ゆ実みちゃんが演えん劇げき部ぶに入にゅう部ぶしないといけないワケが、何なにかある……ってことなのかな。

　でも、どうして演えん劇げき部ぶなんだろう。

　夕ゆ実みちゃんは、去きょ年ねんここの文ぶん化か祭さいに来きたときから、美び術じゅつ部ぶが気きになってたって言いってた。演えん劇げきが好すきとか、演えん劇げき部ぶに興きょう味みがあるとか、そんな話はなしは聞きいたことがない。

　それに、塩しお野のさんが最さい後ごに言いった、「ウソつき」って言こと葉ばも気きになる。

（夕ゆ実みちゃん、どうして話はなしてくれないのかな……）

　やっぱり、私わたしが頼たよりないから……話はなしてもしょうがないって、思おもってるのかな。

　今朝けさまでの私わたしは、夕ゆ実みちゃんといっしょに、楽たのしい中ちゅう学がっ校こう生せい活かつが送おくれると思おもってた。

　クラスメイトとして、同おなじ美び術じゅつ部ぶ員いんとして、いっしょに楽たのしい思おもい出でを作つくっていけるって、信しんじてうたがわなかった。

　でも、その未み来らいは、絶ぜっ対たいじゃないのかもしれない。

　未み来らいは、変かわる。サキヨミで見みた未み来らいが現げん実じつになるのを阻そ止しできるように、ちょっとした行こう動どうがきっかけで、どんどん変かわっていく。

　だから、私わたしと夕ゆ実みちゃんの友とも達だち関かん係けいも、楽たのしい未み来らいも……約やく束そくされたものじゃ、ない。

　──けど。逆ぎゃくに考かんがえれば、未み来らいはどんなふうにも変かえられるってことだよね。

　未み来らいは、変かわる。変かえられる。だからこそ、がんばりがいがあるんだ。

　これは、夕ゆ実みちゃんともっと仲なか良よくなるための試し練れんなのかも。あきらめるのは、まだ早はやいよね。

　それに私わたしには、瀧たき島しま君くんっていう、力ちから強づよい仲なか間まがいるんだから。

（大だい丈じょう夫ぶ。がんばれば、きっと乗のり越こえられるはず……！）

　私わたしはくっとあごを上あげ、階かい段だんを一歩ぽずつ踏ふみしめていった。
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「あ、来きた来きた！　ミウミウ、ユミりん！　待まってたよー！」

　美び術じゅつ室しつに入はいった私わたしたちを、レイラ先せん輩ぱいが元げん気きな声こえで迎むかえてくれた。ニコニコしながら、黒くろいペンを持もった手てをブンブンとふっている。

　叶かな井い先せん輩ぱいと瀧たき島しま君くんも、そのすぐそばに座すわっていた。

「今いまね、ひー君くんとタッキーの誕たん生じょう日びを聞きいてたの。二人ふたりも教おしえてくれる？」

「え？　誕たん生じょう日び、ですか？」

　夕ゆ実みちゃんが不ふ思し議ぎそうに首くびをかしげる。

「そう！　やっぱり仲なか間まの誕たん生じょう日びはお祝いわいしたいでしょ？　だから聞きいておかなきゃって思おもって！」

　レイラ先せん輩ぱいはそう言いうと、左ひだりの手てのひらを広ひろげてみせた。

　そこには黒くろい文も字じで、「ひー君くん：十月がつ三十日にち　タッキー：四月がつ二日ふつか」と書かかれていた。

　ひー君くんっていうのは叶かな井い先せん輩ぱいの名な前まえ「ヒサシ」からきたあだ名なで、タッキーは瀧たき島しま君くんのこと。

　そっか、瀧たき島しま君くんの誕たん生じょう日び、もう終おわっちゃってるんだ。

　ちなみにさっきの「ミウミウ」と「ユミりん」も、レイラ先せん輩ぱいが私わたしたちにつけたあだ名な。あだ名ななんて初はじめてだからびっくりして最さい初しょはなじめなかったけど、最さい近きんはすっかり慣なれちゃった。

「へえ……！　叶かな井い先せん輩ぱい、さそり座ざなんですね」

　夕ゆ実みちゃんが、目めを輝かがやかせながらつぶやいた。叶かな井い先せん輩ぱいは「ああ」と答こたえながらも、何なにやらチラチラとよそ見みをしている。その目め線せんの先さきは……美び術じゅつ準じゅん備び室しつ？

　すると、叶かな井い先せん輩ぱいを見みていた夕ゆ実みちゃんが、「そういえば」と明あかるい声こえを出だした。

「叶かな井い先せん輩ぱいって、どういう絵えを描かかれるんですか？　見みてみたいなあ」

　夕ゆ実みちゃんは、レイラ先せん輩ぱいに向むかって目めをパチパチさせた。まるで、何なにか合あい図ずするみたいに。

　するとそれを見みたレイラ先せん輩ぱいは、ハッと目めを見み開ひらいた。

「あ、ひー君くんごめん！　始はじめてていいよ」

「本ほん当とうですか？　ありがたい！」

　叶かな井い先せん輩ぱいは勢いきおいよく立たち上あがり、美び術じゅつ準じゅん備び室しつに駆かけこんでいった。

　始はじめる？　何なんのことだろう。

「ユミりん、ありがと。おかげでひー君くんがバクハツせずにすんだよ。ああ見みえて、怒おこるとけっこう怖こわいんだから」

「バクハツ、ですか？」

　夕ゆ実みちゃんが目めを丸まるくする。

「ああ、気きにしないで！　前まえに一いち度どあっただけだから。それより、誕たん生じょう日びだよ！　まず、ユミりんはいつなの？」

「私わたしは、十二月がつ五いつ日かです。美み羽うちゃんは？」

「あ、私わたしは、六月がつ八日ようか……」

「へえ、ふたご座ざなんだ！　ちょっと意い外がいかも。レイラ先せん輩ぱいは、誕たん生じょう日びいつなんですか？」

「あたしは三月がつ十四日かのホワイトデーだよ！　覚おぼえやすいでしょ！」

「すごい！　バレンタインのお返かえしが豪ごう華かになりそうですね」

　そう言いうと、夕ゆ実みちゃんはかわいい笑え顔がおになった。さっきまでの様よう子すとは違ちがって、楽たのしそう。前まえと同おなじ、明あかるくて優やさしい夕ゆ実みちゃんの顔かおだ。少すこし、ほっとする。

　そのとき、叶かな井い先せん輩ぱいが美び術じゅつ準じゅん備び室しつからイーゼルを運はこんできた。そこに置おかれていたのは、芝しば生ふの上うえでこちらを見み上あげる、かわいいポメラニアンの絵えだった。

「す、すごい！　それ、叶かな井い先せん輩ぱいが描かいたんですか!?」

「え？　あ、ああ」

　とつぜん興こう奮ふんぎみの声こえをあげた夕ゆ実みちゃんの勢いきおいに、叶かな井い先せん輩ぱいは目めをぱちくりとさせた。

「うわあ、すごいです……！　水すい彩さいですよね？　この毛けの質しつ感かん、いったいどうやって出だしてるんですか？」

「これは、まあ……独どく学がくで習しゅう得とくしたんだ」

　照てれを隠かくすように、叶かな井い先せん輩ぱいはくいっとメガネを押おし上あげた。

「独どく学がく？　すごい！　私わたしも、動どう物ぶつの絵えが描かきたいなって思おもってたんです。よかったら、私わたしにも教おしえてもらえませんか？」

「もちろん、かまわない」

「ありがとうございます！」

　するとその二人ふたりのやりとりをニヤニヤと見みていたレイラ先せん輩ぱいが、私わたしのほうに向むきなおった。

「ユミりんは決きまったね。あとはミウミウだけだよ」

「え？　何なにがですか？」

「文ぶん化か祭さいで展てん示じする作さく品ひんのことだよ」

　瀧たき島しま君くんが言いった。文ぶん化か祭さい……そうか。今こ年としも当とう然ぜん、文ぶん化か祭さいがあるんだ。
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「如月きさらぎさん、ここに来きなよ」

　言いいながら、瀧たき島しま君くんがイスを引ひいてくれる。私わたしはお礼れいを言いいながらそこに座すわった。

「あのね、美び術じゅつ部ぶは、毎まい年とし文ぶん化か祭さいで作さく品ひんの展てん示じをすることになってるんだ。なんでも好すきに制せい作さくして大だい丈じょう夫ぶ。絵えじゃなくて、工こう作さくでも、なんなら手しゅ芸げいでも。ミウミウ、何なにか得とく意いなことある？」

「え……ええっと……」

　言こと葉ばにつまる。美び術じゅつ部ぶに入はいったのはいいけど、実じつは私わたし、そんなに絵えは得とく意いじゃないんだよね。

「ちなみに僕ぼくは、叶かな井い先せん輩ぱいと同おなじく水すい彩さいで、風ふう景けい画がを描かこうかと思おもってる」

　瀧たき島しま君くんが言いった。風ふう景けい画がかあ。瀧たき島しま君くんの絵えって見みたことないけど、きっと上じょう手ずなんだろうな。

「あたしは、60号ごうのキャンバスに油あぶら絵えを描かこうと思おもってるんだ。中ちゅう学がく生せい活かつ最さい後ごの絵えになると思おもうし、受じゅ験けんの前まえに、大おおきなことやっておきたくて」

　そう言いうと、レイラ先せん輩ぱいは何なにかを想そう像ぞうするように、楽たのしげな視し線せんを宙ちゅうに向むけた。

「何なに描かこうかなあ。自じ由ゆうってむずかしいけど、なんでもアリだからおもしろいよねぇ」

「如月きさらぎさん、絵えを描かくの好すきだろう？」

　瀧たき島しま君くんにとつぜん言いわれ、びくっとする。

「ええっと！　好すきっていうか、きらいではないけど、得とく意いってわけでも、ないというか……」

　思おもわず、しどろもどろになる。誘さそわれたからとはいえ、なんで私わたし、美び術じゅつ部ぶに入はいったんだろう。なんだか、本ほん当とうにここにいていいのかなって思おもっちゃうよ。

　するとレイラ先せん輩ぱいが、太たい陽ようのような笑え顔がおを私わたしに向むけた。

「大だい丈じょう夫ぶ！　時じ間かんはたっぷりあるんだし、ゆっくり考かんがえていけばいいよ！　そもそも、上じょう手ずじゃなくていいんだよ。楽たのしめばいいの！　楽たのしんで作つくったものは、それだけですごい力ちからがあるものなんだから」

　そのあたたかい言こと葉ばに、ほわりと心こころがなごんだ。

（楽たのしむ、かあ……）

　そういえば、席せきがえして夕ゆ実みちゃんといっしょの班はんになったとき、これでいっしょに遠えん足そくが楽たのしめるって、二人ふたりで大おお喜よろこびしたんだよね。

　今こん度どの遠えん足そくは、そのとき思おもいえがいたとおりの、楽たのしいものにしなきゃ。

「あ、そういえば、一年ねん生せいはもうすぐ遠えん足そくがあるんじゃない？」

　私わたしの心こころを読よんだようなレイラ先せん輩ぱいの言こと葉ばに、ドキッとする。

「はい、今こん度どの木もく曜ようですよ」

　瀧たき島しま君くんが答こたえる。

「自し然ぜん公こう園えんのキャンプ場じょうでしょ？　あそこ、いい景け色しきがいっぱいあるんだよねえ。ミウミウも大だい自し然ぜんの中なかで楽たのしめば、何なにか作さく品ひんのインスピレーションが得えられるかもよ？　タッキーも、風ふう景けい画が描かくんだったら、いっぱい写しゃ真しん撮とってくるといいよ」

「なるほど、遠えん足そくにかこつけてモチーフ探さがしをしろってことですね」

　瀧たき島しま君くんの言こと葉ばに、レイラ先せん輩ぱいが口くちをとがらせる。

「べつにそんなつもりで言いったんじゃないけど。あ、でも！　モチーフなら、キャンプ場じょうのすぐそばにいいところがあるよ。その名なも『大だい蛇じゃの滝たき』！」

！」

「だいじゃ？」

「そう。ヘビの神かみ様さまが棲すんでるって言いい伝つたえがあるから、そういう名な前まえなんだって。パワースポットとしても有ゆう名めいなんだよ！　あたしが一年ねん生せいのときはまだ有ゆう名めいになる前まえだったから、行いったことはないんだけど。雑ざっ誌しで見みたら、エメラルドグリーンの滝たきつぼがすっごくきれいだったんだ」

「へえ、そんなところがあるんですね！　ヘビはちょっと、苦にが手てですけど」

　すぐ後うしろで、夕ゆ実みちゃんが言いった。いつの間まにか、そばに来きていたみたい。

　すると、イーゼルの前まえに立たっていた叶かな井い先せん輩ぱいがふりかえった。

「その滝たき、今いまは見みにいけませんよ」

「えええっ!?　ひー君くん、それホント!?」

「ええ。ついこないだ、滝たきつぼで水すい難なん事じ故こがあったんですよ。だから、滝たきつぼを見み下おろせる岩いわ場ば付ふ近きんの遊ゆう歩ほ道どうは封ふう鎖さされて、立たち入いり禁きん止しになっているらしいです。ニュースで見みました」

「そんなあ……」

　夕ゆ実みちゃんが、残ざん念ねんそうにがっくりとうなだれる。

「でもさ、近ちかくに行いくだけでも、何なにかいいことあるかもよ？　何なにしろ、大だい蛇じゃだよ！　神かみ様さまだよ！　きっと願ねがいもかなえてくれるし、御ご利り益やくあるよ～！」

　レイラ先せん輩ぱいが、夕ゆ実みちゃんの背せ中なかをぽんぽんとたたく。

「……そうですよね。きっと、いいことありますよね」

　そう言いって、夕ゆ実みちゃんはほほえんだ。

　その笑え顔がおは──いつもより少すこしだけ、影かげがさしているように見みえた。
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「じゃあ、如月きさらぎさんが今日きょう見みたサキヨミは、勅て使し河原がわら先せん生せいのだけってことだね」

「え？　あ、うん！」

　部ぶ活かつ終おわりの帰かえり道みち。私わたしと瀧たき島しま君くんは、今日きょう二回かい目めのサキヨミ会かい議ぎをしていた。

（夕ゆ実みちゃんのこと、瀧たき島しま君くんに相そう談だんしたいところだけど……）

　私わたしは、まだ何なにも話はなせずにいた。

　今いまのところ、夕ゆ実みちゃんは私わたしに何なにも教おしえてくれないまま。

　それって、話はなしたくない……ってことだよね。

　なのに、私わたしが勝かっ手てに瀧たき島しま君くんに相そう談だんしちゃっていいものなのかなって。そう思おもったんだ。

　まだ、時じ間かんはある。明日あしたまた、夕ゆ実みちゃんと話はなしてみよう。瀧たき島しま君くんに相そう談だんするのは、その後あとでいいのかもしれない。

「そうか。それなら、特とくに対たい策さくを急いそぐものはなさそうだな。僕ぼくのほうもたいしたことなかったし」

「瀧たき島しま君くんは、何なにを見みたの？」

「同おなじクラスの女じょ子しのサキヨミでは、風ふ呂ろ場ばに虫むしが出でて泣なき叫さけんでた。後あとは……」

　なるほど、お風ふ呂ろ場ば……。

　って、ん？

「ちょ、ちょっと待まって！　お風ふ呂ろ!?」

「ああ。って、なんでそこに突つっ込こむ？」

　瀧たき島しま君くんは、きょとんとした顔かおで私わたしを見み返かえした。いやいや、「なんで」じゃないでしょ！

「瀧たき島しま君くん…………見みたの？」

「見みたって……何なにを？」

　瀧たき島しま君くんの言こと葉ばが、ぴたりと止とまる。

　けれど、しばらくすると、その顔かおはみるみるうちに赤あかくなっていった。

「みっ、見みてないっ！　見みるわけないだろ！」

「ほんとに？」

「ほんとだって！」

　瀧たき島しま君くんが、めずらしく大おお声ごえを出だした。かと思おもうと、ハッとしてあわてて咳せきばらいをする。

「あー……会かい議ぎは、ここまでにしよう。如月きさらぎさん、これから何なにか用よう事じある？」

「え？　べつに、何なにもないけど……」

「それじゃあ、これから僕ぼくの家いえに来こないか？　もちろん如月きさらぎさんがよければ、だけど」

「えっ……」

　ボクノイエ……？　ボクノ……ボク…………って、え？　それって、つまり……。

「た、瀧たき島しま君くんの、家いえっ!?」

「そう。ムリにとは、言いわないけど」

　マジメな表ひょう情じょうで言いう瀧たき島しま君くんの前まえで、私わたしは金きん魚ぎょみたいに口くちをパクパクさせた。

　瀧たき島しま君くんの家いえ？　ってつまり、だだだ男だん子しの家いえっ……!?

（ぎゃ─────っ！）

　叫さけびだしたい気き持もちを必ひっ死しに抑おさえながら、私わたしは呼こ吸きゅうを整ととのえた。

「あ、え、えっと、その……っていうか、いきなり、なんで？」

「いろいろと、見みせたいものがあるんだ。学がっ校こうに持もっていくわけにはいかないものだから、どうしても家いえに来きてほしかったんだけど……だめかな」

　瀧たき島しま君くんはそう言いうと、小こ首くびをかしげた。

（どどどうしよう……男だん子しの家いえなんて、一いち度ども行いったことないのに……！）

　ドキドキと、胸むねが激はげしく波なみ打うつ。

　瀧たき島しま君くんの、家いえ。いったい、どんな感かんじなんだろう？

　部へ屋やは？　きれいにしてるのかな？　いったいどんな場ば所しょで、あの動どう画がを作つくってるんだろう。

　もしかして、あの雪ゆきうさテイストそのまんまの、ガーリーなお部へ屋やだったりするのかな……？

　男だん子しの家いえってだけでミステリーゾーンなのに、さらに「瀧たき島しま君くんの部へ屋や」なんて、ぜんぜん想そう像ぞうつかないよ。そこに足あしを踏ふみ入いれるって思おもっただけで、気きが遠とおくなっちゃいそう……！

（でも……気きになるっ!!）

「如月きさらぎさん？　どうする？」

「いっ、行いく！　行いきたい！」

　思おもわず、大おおきな声こえが出でた。瀧たき島しま君くんはびっくりしたように目めを見み開ひらいたけど、すぐに、

「よし。行いこう！」

　そう言いって、うれしそうな笑え顔がおになった。
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　瀧たき島しま君くんのおうちは、住じゅう宅たく街がいの中なかの一いっ戸こ建だてだった。青あおい屋や根ねに白しろい壁かべの、二に階かい建だて。

（あれ？　ここって……前まえ住すんでたところの近ちかくだ）

　マンションに引ひっ越こす前まえ、住すんでいたアパート。その屋や根ねが、数すうブロック先さきに見みえる。

　小しょう学がっ校こうとは反はん対たい方ほう向こうだったから、このあたりに来くることは少すくなかった。

（ええっと……瀧たき島しま君くんって、たしかお姉ねえさんがいるんだよね？）

　ご両りょう親しんは、お仕し事ごとしてるのかな？　きっと、だれかご家か族ぞくがおうちにいるよね？

　ううう……いざ入はいるとなると、すっごく緊きん張ちょうしてくる……！

　そもそも、友とも達だちの家いえに来くることじたい、ほとんど初はじめて。

　昔むかし、ユキちゃんの家いえの庭にわで遊あそんだ記き憶おくはあるけど、小ちいさかったから、あんまり覚おぼえてないんだ。

　ユキちゃんっていうのは、幼よう稚ち園えんの頃ころ、仲なかよしだった友とも達だちのこと。

　シュウが怪け我がをするサキヨミを見みた私わたしが、シュウを守まもるために、代かわりに怪け我がをさせてしまった子こなんだ。

（ユキちゃんの家いえって、どこだったっけ……ぜんぜん、覚おぼえてないや）

「どうぞ」

　玄げん関かんのドアを開あけた瀧たき島しま君くんが、中なかに入はいるようにうながした。私わたしは、おずおずと足あしを踏ふみ入いれる。

「お、おじゃましま～す……」

「緊きん張ちょうすることないよ。だれもいないから」

「えっ！　そ、そうなの!?」

　そっ、そそそれじゃっ瀧たき島しま君くんと、二人ふたりきりっ!?

（ひぃぃぃぃっ!!）

　ぶわっと顔かおが熱あつくなる。二人ふたりきりって、それってちょっと、どうなの!?

　思おもわず足あしが止とまる。玄げん関かんのドアが閉しまり、しんとした空くう気きが私わたしをつつんだ。

「ほら、あがりなよ」

「う、うん……」

　ぎこちない動うごきで、私わたしはもぞもぞとクツをぬぐ。

「……あ。如月きさらぎさん、それ、スリーズ・ミニョンだよね」

「え？　すりーず……？」

　瀧たき島しま君くんが指ゆびさしているのは、私わたしの履はいているスニーカーだった。

　小しょう学がっ校こう時じ代だいに親しん戚せきのおばさんからもらったもので、気きに入いってずっと履はき続つづけているものだ。

「スリーズ・ミニョン。ブランド名めいだよ。そのサクランボがシンボルマーク」

　たしかに、側そく面めんのところにサクランボの刺ししゅうが入いれられている。

「瀧たき島しま君くん、詳くわしいんだね」

「うちの姉あねが一いち時じ期き好すきで、グッズを集あつめてたんだよ。そのスニーカーはたしか限げん定ていもので、あまり出で回まわってないはずだよ」

　そ、そうだったんだ。ぜんぜん、知しらなかった。

　長ながく履はいているせいで、ちょっとくたびれている。きっと瀧たき島しま君くんじゃなければ、これがブランドものだなんて気きづかないだろうな。

「部へ屋やは二階かいなんだ」

　そう言いうと、瀧たき島しま君くんは廊ろう下かの横よこの階かい段だんを上あがりはじめた。

　部へ屋や、って…………いきなり、瀧たき島しま君くんの部へ屋や!?

　い、いいのかな？　なんでかわからないけど、すごくいけないことをしているような気き分ぶん……。

　瀧たき島しま君くんは、階かい段だんを上あがってすぐのところにあるドアを開あけた。

「入はいって」

「お、おおおおじゃまシマス……！」

　緊きん張ちょうのせいで硬かたくなった体からだをキコキコと動うごかし、ゆっくりと部へ屋やに入はいる。

（うわあ……！）

　そこは、想そう像ぞうしていたより、ずっと広ひろい部へ屋やだった。

　ぴかぴかのフローリングに、グレーのラグ。きちんと整ととのえられたベッドに、上うえに何なにも置おかれていない机つくえ。

　まるで雑ざっ誌しに載のっているような、すっきりとしたオシャレな部へ屋やだ。

「すごい……！　きれいな部へ屋やだね！」

「ああ。如月きさらぎさんが来きてくれたときのために、今朝けさ、そうじしたんだ」

　あ、そうか！　だから瀧たき島しま君くん、今日きょうは登とう校こう時じ間かんがおそかったんだ。

「見みてほしいもののひとつめが、これだよ」

　そう言いった瀧たき島しま君くんは、ドア側がわの壁かべを指ゆびさした。そこには、見み覚おぼえのある光こう景けいが広ひろがっていた。

　旗はたで飾かざりつけられた壁かべに、ウサギのイラスト。その手て前まえには、クッションが置おいてある。

「これって、雪ゆきうさの……！」

「そう。ここが、撮さつ影えいスペースになってるんだ」

　他ほかにも、三さん脚きゃくに固こ定ていされたビデオカメラや……これは、照しょう明めいかな？

「ＬＥＤライトだよ。きれいに見みせるために、光ひかりは重じゅう要ようだからね」

「へえ……！」
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　毎まい晩ばん寝ねる前まえに雪ゆきうさの動どう画がを見みることは、もうすっかり私わたしの日にっ課かになっている。画が面めんごしにしか見みたことのない風ふう景けいがすぐ目めの前まえにあるなんて、なんだかちょっと、不ふ思し議ぎな感かんじ。

「衣い装しょうは、ここにしまってあるんだ」

　はずんだ口く調ちょうとともに開あけられたクローゼットの中なかには、あのピンク色いろのワンピース。暗くらい色いろの服ふくばかりの中なかで、すごく目め立だっている。

　いきいきと顔かおを輝かがやかせながら、瀧たき島しま君くんは衣い装しょうを見みる目めを細ほそめた。

（瀧たき島しま君くん……なんだかさっきから、うきうきしてるみたい）

　そう思おもった私わたしは、思おもわず口くちを開ひらいていた。

「瀧たき島しま君くんって、女じょ装そうが好すきなの？」

「はっ!?」

　勢いきおいよくふりかえった瀧たき島しま君くん。その大おおきく見み開ひらかれた目めを見みて、私わたしはあわてて両りょう手てをふった。

「あ、ご、ごめん！　言いい方かたを間ま違ちがえた！　そうじゃなくって……瀧たき島しま君くんは、雪ゆきうさをやることを楽たのしんでるのかなって、思おもって」

「あ、ああ、なるほど。楽たのしんでる……か」

　瀧たき島しま君くんはそう言いうと、小ちいさくうなずいた。

「ある意い味み、そうなのかもしれない。でも、楽たのしんでいるというより、楽たのしそうに見みせたい気き持もちのほうが強つよいかな。僕ぼくが雪ゆきうさをああいうふうに明あかるく演えんじてるのは……前まえに話はなした、『大たい切せつな人ひと』のためなんだ」

（えっ……）

「大たい切せつな人ひと」と聞きいたとたん、ちくんと胸むねに痛いたみが走はしった。同どう時じに、もやっとした感かん覚かくが広ひろがる。

「それって……瀧たき島しま君くんが昔むかし事じ故こにあったときに関かかわってたっていう人ひと……だよね」

「ああ。サキヨミの力ちからは、その人ひととの絆きずなだって、話はなしただろう。僕ぼくはこの力ちからを、やっかいなものとしてではなく、いいものとして前まえ向むきにとらえてるんだ。それを知しってほしいからこそ、雪ゆきうさを明あかるいキャラにしたんだよ」

　そっか……。そうだったんだ。

　雪ゆきうさの明あかるさは、少すこし、不ふ思し議ぎには思おもってた。危き険けんな未み来らいについて注ちゅう意いするための占うらないなら、もっとシリアスな雰ふん囲い気きにしたほうが伝つたわりやすいんじゃないかなって。

　でも、その裏うらには、ちゃんとした理り由ゆう──強つよい思おもいが、あったんだ。

　瀧たき島しま君くんのまっすぐな瞳ひとみを見みているうちに、胸むねのもやもやが大おおきくなっていった。

（なんだろう、この気き持もち。私わたし……さびしい、のかな）

　もしかしたら、へこんでるのかもしれない。瀧たき島しま君くんと私わたしの、あまりの違ちがいに。

　やっぱり、瀧たき島しま君くんはすごい。私わたしも、これからは前まえ向むきにがんばろうって思おもってたけど……瀧たき島しま君くんみたいに、強つよい気き持もちでやっていけるかな。

「まあ、それは別べつとして。たしかに、女じょ装そう……じゃなくて、雪ゆきうさの格かっ好こうをすることは、きらいじゃないよ。普ふ段だんとは全まったく違ちがう自じ分ぶんになるって、なんだかワクワクしないか？　如月きさらぎさんも、ミミふわになったときは楽たのしそうに見みえたけど。心こころの底そこでは、またミミふわになりたいと思おもってるんじゃないか？」

「えっ……えええっ!?　そ、そんなの、ありえないよ！　私わたし、ミミふわを続つづける覚かく悟ごだって、まだできてないんだから！」

「それは、どうして？」

「えっ……」

　いきなりたずねられて、言こと葉ばにつまる。

　どうしてだろう。恥はずかしいから？　ううん、違ちがう。それもあるけど、それよりも……。

「……たぶん、怖こわいんだと思おもう。もしも、ミミふわの正しょう体たいが私わたしだってバレちゃったらどうしようって。瀧たき島しま君くんは、自じ分ぶんが雪ゆきうさだってバレたらどうしようって、考かんがえたことないの？」

「そりゃ、あるよ。でも、雪ゆきうさをやることは、自じ分ぶんにとって大だい事じなことなんだ。さっきも言いったように、目もく的てきがあってやっている。あの人ひとに気きづいてもらう前まえに、他ほかの人ひとに気きづかれるわけにはいかない。だからそのために、秘ひ密みつを守まもり通とおさなきゃいけないんだ」

　覚かく悟ごを決きめたような、凛りんとした声こえ。その言こと葉ばに、改あらためて身みが引ひきしまるようだった。

（そうだよね。私わたしたちの秘ひ密みつは、何なにがなんでも、守まもらなきゃいけないものなんだよね……）

「……あ、もうこんな時じ間かん！　急いそがないと」

　とつぜんそう言いうと、瀧たき島しま君くんはあわてるように部へ屋やを出でていってしまった。

　戻もどってきたときに彼かれが手てにしていたものを見みて、私わたしはあっと息いきをのむ。

「それって、もしかして……！」

「そう。ミミふわの衣い装しょうだ」

　それは、雪ゆきうさのものと似にた、ピンク色いろのワンピースだった。きらきらと光ひかる生き地じのところどころには、白しろいリボンの装そう飾しょくがつけられている。

「昨日きのうできたばっかりなんだ。これを見みせたかったんだよ」

「これも、お姉ねえさんが……？」

「デザインは二人ふたりで相そう談だんしたけど、作つくったのは姉あねだね」

（すごい……！　かわいい！）

　ファンタジー世せ界かいの住じゅう人にんの衣い装しょうみたいで、見みているだけでなんだかワクワクしてくる。

　で、でも、見みるのと着きるのとは、違ちがうよね……。

「ほら、着きがえて」

「──え？」

「記き念ねん撮さつ影えいしよう。僕ぼくも雪ゆきうさになってくるから。ほら」

　瀧たき島しま君くんはそう言いって、ミミふわ用ようの仮か面めんやうさ耳みみカチューシャを渡わたしてくる。

　って、ちょっと待まって。今いま変へんなこと言いわなかった？

「記き念ねん撮さつ影えい？　って、何なに？　写しゃ真しんを撮とるの？　まさか、これを着きて？」

「そうだよ。のぞいたりしないから、着きがえ終おわったら声こえをかけてくれ」

　そう言いうと、瀧たき島しま君くんは雪ゆきうさの衣い装しょう一いっ式しきを手てに、部へ屋やを出でていった。

　…………着きがえるって…………これに？　ここで？

「えっ……」

（えええええ───っ!?）







[image: ]




（ふええ……）

　次つぎの日ひの朝あさ。校こう門もんをくぐった私わたしは、昨日きのうのことを思おもいだして熱あつくなるほおを、さっと押おさえた。

（瀧たき島しま君くん、雪ゆきうさになったとたんにキャラが変かわっちゃって……すっごいくっついてくるんだもんなあ……）

　あの後あと、瀧たき島しま君くんの勢いきおいに負まけて、結けっ局きょく私わたしはあの衣い装しょうを着きるはめになってしまった。

　測はかったわけでもないのに、なぜかサイズはぴったり。ウエストはリボンで調ちょう節せつできるようになってたから、ぜんぜん苦くるしくもなくて。着き心ごこ地ちも、すごくよかった。

「ミミふわ、かわいい！　天てん使し！　ほら、スマホ見みて！」

　そう言いって顔かおをよせてくる瀧たき島しま君くんから必ひっ死しで逃にげようとしたけど、ぐっと肩かたを引ひきよせられて、抵てい抗こうできず。そのまま何なん枚まいも、スマホで写しゃ真しんを撮とられてしまった。

　その中なかの一枚まいを送おくってくれたけど……恥はずかしくって、もう二に度どと見みられない！

　でも、雪ゆきうさになった瀧たき島しま君くん、すっごくきらきらしてたなあ。動どう画がと違ちがって声こえは瀧たき島しま君くんのままなのに、だんだんほんとの女おんなの子こといるような気きがしてきちゃって。

　元もとの格かっ好こうに着きがえるとき、瀧たき島しま君くんがいる前まえで衣い装しょうをぬぎそうになっちゃったんだよね。

　あわてて注ちゅう意いしてくれたからよかったけど、ほんとに危あぶなかったよ……！

「おはよう、美み羽うちゃん」

　昇しょう降こう口ぐちに足あしを踏ふみ入いれたとたん、背はい後ごから優やさしい声こえ。現げん実じつに戻もどった私わたしは、ばっとふりかえる。

「ゆ、夕ゆ実みちゃん！　おはよう！」

　うれしくて、思おもわず顔かおがほころぶ。夕ゆ実みちゃんは、いつもと変かわらない優やさしい顔かおをしていた。

　でも、その後あとの言こと葉ばで、私わたしは固かたまってしまった。

「今日きょうは、瀧たき島しま君くんといっしょじゃなかったの？」

「……え？」

「昨日きのうの朝あさは、いっしょだったんでしょ。美み羽うちゃんと瀧たき島しま君くんが二人ふたりで歩あるいてたって、Ｂ組ぐみでウワサになってるみたいだよ」

（……そんな！）

　あまりのショックに、があんと頭あたまをなぐられたみたいだった。

　昨日きのう、瀧たき島しま君くんといっしょに登とう校こうしていたところ。それを見みられたうえに、ウワサにまでなっていたなんて……！

「美み羽うちゃんさ、部ぶ活かつがない日ひも、瀧たき島しま君くんといっしょに帰かえってるよね。最さい初しょは偶ぐう然ぜんいっしょになっただけ、みたいな感かんじだったけど、今いまじゃもう、当あたり前まえになってるよね」

「えっ……？」

　その声こえの硬かたさに、ぎくりとする。夕ゆ実みちゃん、とつぜん、どうしたの……？

「ねえ、美み羽うちゃん。美み羽うちゃんと瀧たき島しま君くんって、どういう関かん係けいなの？」

「ど、どういう、って……部ぶ活かつがいっしょってだけで、べつに、なんでもないよ」

　泳およぐ目め線せんを必ひっ死しに落おち着つかせながら、なんとかそう答こたえる。

　すると、夕ゆ実みちゃんの顔かおからすうっと表ひょう情じょうが消きえた。

「……そっか。そうだよね。もしなんでもなくなかったとしても、私わたしには言いえないよね」

（…………！）

　言こと葉ばが、出でてこなかった。夕ゆ実みちゃんは、ゆっくりと私わたしから目めをそむける。

　くらり、と一いっ瞬しゅん世せ界かいがゆれたような気きがした。見み慣なれた昇しょう降こう口ぐちの風ふう景けいが色いろあせて、暗くらくなったみたいに感かんじる。

　私わたしがぼう然ぜんとしている間あいだに、夕ゆ実みちゃんは素す早ばやく上うわ履ばきを履はいた。

「瀧たき島しま君くんは、人にん気き者ものだから。いっしょにいると目め立だつし、すぐウワサになっちゃうし、気きをつけたほうがいいよ」

　そうして私わたしを置おいて、廊ろう下かに向むかって歩あるき出だした。けれどもすぐに止とまって、

「あとさ、教きょう室しつでは、あんまり私わたしといっしょにいないほうがいいよ。美み羽うちゃんもまきこまれちゃったら、悪わるいから……」

　ふりかえらずに言いうと、そのままひとりで先さきに行いってしまった。

　私わたしは昇しょう降こう口ぐちに立たったまま、しばらく動うごくことができなかった。
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　その日ひの授じゅ業ぎょうは、ぜんぜん頭あたまに入はいらなかった。

　目めの前まえにある夕ゆ実みちゃんの背せ中なかが、すごく遠とおくに感かんじられて。

　クラスメイトの視し線せんも、相あい変かわらず冷つめたいまま。塩しお野のさんも口くち数かずが少すくないし、教きょう室しつの空くう気きは昨日きのうよりもさらに重おもくなったみたいだった。

　休やすみ時じ間かんのたびに声こえをかけたけど、夕ゆ実みちゃんは私わたしを避さけるようにどこかに行いってしまう。

（放ほう課か後ごになれば、きっと話はなせるよね……？）

　夕ゆ実みちゃん、昨日きのうだって、部ぶ活かつのときは前まえと変かわらない様よう子すに見みえた。

　だから、話はなすチャンスはあるはず。そうすればきっと、また前まえと同おなじ関かん係けいに戻もどれる。

（だけど……）

　今朝けさの昇しょう降こう口ぐちで味あじわった、暗くら闇やみに放ほうり出だされるような感かん覚かくが全ぜん身しんをおそった。

　あのとき、夕ゆ実みちゃんは……どうして急きゅうに、様よう子すが変かわったんだろう。

「おはよう」ってあいさつをしたときは、私わたしの知しってる、優やさしい夕ゆ実みちゃんの顔かおだった。

　でも、瀧たき島しま君くんの話はなしになってから、とつぜん態たい度どが硬かたくなったような気きがする。

　夕ゆ実みちゃんが悩なやんでいるのは、塩しお野のさんたちとのことだとばかり思おもっていたけど……。

　もしかしたら、瀧たき島しま君くんと私わたしのことも、何なにか関かん係けいあるのかな。

『なんでもなくなかったとしても、私わたしには言いえないよね』──夕ゆ実みちゃんは、そう言いった。

　それって、どういうことだろう。

　瀧たき島しま君くんと私わたしのことを言いってたんだよね。瀧たき島しま君くんと私わたしが、なんでもなくなかった…………。

（あっ……）

　まさか、とは、思おもうんだけど。

　夕ゆ実みちゃんが、前まえに電でん話わで聞きいてきたこと……瀧たき島しま君くんと私わたしが、つ、付つき合あってる……っていう、とんでもない誤ご解かい。

　絶ぜっ対たいにないって否ひ定ていしたけど、もしかして夕ゆ実みちゃん、まだそう思おもってるのかな。

　でも、どうしてそれで、夕ゆ実みちゃんの態たい度どが硬かたくなるんだろう……？

　──キーンコーンカーンコーン……

　終しゅう礼れいのチャイムが鳴なった。みんながガタガタと席せきを立たって、帰かえり支じ度たくを始はじめる。

　前まえの席せきに座すわる夕ゆ実みちゃんも、教きょう科か書しょをカバンにしまいはじめた。

「あの、ゆっ、夕ゆ実みちゃん！」

　なんとか話はなさなきゃ、とあわてて声こえをかける。夕ゆ実みちゃんはふりかえらず、横よこ目めでちらりと私わたしを見みると、すぐに顔かおを前まえに戻もどしてしまった。

「何なに？」

「今日きょう、部ぶ活かつ行いくよね？　私わたし、夕ゆ実みちゃんと話はなしがしたくて……」

「ごめん、今日きょうは私わたし、部ぶ活かつには出でないの。用よう事じがあるんだ」

「え？　だって、今日きょう、活かつ動どう日び──」

「レイラ先せん輩ぱいには、もう休やすむって伝つたえたから。美み羽うちゃんは行いくんでしょ？」

　そう言いうと、夕ゆ実みちゃんはカバンを持もって立たち上あがった。

　いけない。これじゃなんにも話はなせないまま、今日きょうが終おわっちゃう！

「ま、待まって！　少すこしだけでも、話はなせない？　私わたし、どうしても夕ゆ実みちゃんの……」

「美み羽うちゃんは、瀧たき島しま君くんを大だい事じにしなよ」

「──え？」

　きょとんとする私わたしに向むきなおった夕ゆ実みちゃんは、口くち元もとに少すこしだけ笑えみを浮うかべていた。くりくりと丸まるく大おおきいはずの瞳ひとみは、くもった眉まゆの下したで細ほそめられている。

「ごめん。もう、行いくね」

　夕ゆ実みちゃんはそう言いうと、流ながれるように教きょう室しつを出でていってしまった。

（そんな……！　どうして……？）

　胸むねが、押おしつぶされるみたいだった。いつの間まにか震ふるえていた両りょう手てを、ぎゅっと組くみ合あわせる。

　ふと視し線せんに気きづいてふりかえると、塩しお野のさんがけわしい目めつきでこっちを見みていた。私わたしの顔かおを見みると、どこか気きまずそうに視し線せんをそらす。

　その顔かおを、見みた瞬しゅん間かん。耳みみ元もとで、ノイズが走はしった。

（あっ……！）

　サキヨミが、始はじまる──！
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（どうして、こんなときに……!?）

　今いますぐ夕ゆ実みちゃんを追おいかけたいのに、目めの前まえは一いっ転てん、幕まくが下おりたように暗くらくなった。





　──「もう一人ひとり入はいるって言いってた子こ、いつになったら来くるの？」

「すみません。それは……」

　ひとりの女じょ子し生せい徒との前まえで頭あたまを下さげる塩しお野のさん。

　その後うしろには、苦にが々にがしい顔かおをした一年ねん生せいの演えん劇げき部ぶ員いんたちがならんでいる。

「今いまさら間ま違ちがいだったなんて言いったって、こっちはその子こ込こみで配はい役やく決きめちゃってるの。もう練れん習しゅうだって始はじめてるって言いうのに」

「すみません！　あの……なんとかもう一人ひとり、連つれてきますから」

「もういいよ。いつになるかわからないし、またウソつかれたら大たい変へんだもん」

　そう言いい捨すて、不ふ機き嫌げんな表ひょう情じょうで去さっていく女じょ子し生せい徒と。──






「……アカネ。今日きょうは部ぶ活かつ、どうするのかしら」

　気きづくと、サキヨミは終おわっていた。

　うちのクラスの、もう一人ひとりの演えん劇げき部ぶ員いん──佐さ藤とうすみれさんが、塩しお野のさんに話はなしかけている。

　佐さ藤とうさんはいつも真ま顔がおをくずさない、ちょっとミステリアスな子こだ。

「ああ、行いくよ。部ぶ長ちょう、話はなせばわかってくれると思おもうし」

　部ぶ長ちょう、という言こと葉ばに、今いまのサキヨミで見みた女じょ子し生せい徒との顔かおがうかんだ。あの人ひとがつけてた制せい服ふくのリボンは、三年ねん生せいの色いろである赤あかだった。

（もしかして、あの人ひとが演えん劇げき部ぶの部ぶ長ちょう……？　じゃあ、『もう一人ひとり入はいる』っていうのは……）

　……夕ゆ実みちゃんのこと、なのかもしれない。

　くわしいことはわからないけど、塩しお野のさんはたぶん、夕ゆ実みちゃんが演えん劇げき部ぶに入はいるって部ぶ長ちょうさんに伝つたえてたんだ。でもそれは「間ま違ちがい」で、夕ゆ実みちゃんは美び術じゅつ部ぶに入はいってしまった。

　部ぶ長ちょうさんは、来くるはずだった夕ゆ実みちゃんをあてにしていたのに、来こないから困こまっている。そしてそのことで、塩しお野のさんをせめている……ってことなのかな。

　だけど、どうして塩しお野のさんは、夕ゆ実みちゃんが演えん劇げき部ぶに入はいるなんて言いったんだろう。

　気きづくと塩しお野のさんは、佐さ藤とうさんといっしょに教きょう室しつを出でて行いくところだった。

（……どうしよう。でもあのサキヨミ、今日きょう起おこることなのかもしれないし……）

　塩しお野のさんに、夕ゆ実みちゃんとの間あいだにあったことを聞きくチャンスかもしれない。

　もしかしたら、夕ゆ実みちゃんと塩しお野のさんたちが仲なか直なおりすることにつながるかも。

　どうする……？　瀧たき島しま君くんだったら、どうするかな。雪ゆきうさの占うらないじゃ、間まに合あわないかも。きっとすぐ、行こう動どうに出でるよね。

（……やってみよう！）

　ひるむ心こころをしかりつけるように、私わたしはぎゅっと拳こぶしをにぎりしめた。

「し、塩しお野の、さんっ！」

　廊ろう下かに飛とびだして、思おもいっきり叫さけぶ。

　塩しお野のさんは、ゆっくりとこちらをふりかえった。

「あっ、あのっ……これから、部ぶ活かつ？」

　口くちを半はん開びらきにして、ぽかんと私わたしを見みる塩しお野のさん。となりの佐さ藤とうさんは、いつもどおりの真ま顔がおで首くびをかしげている。
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　私わたしはいつものクセで、反はん射しゃ的てきに視し線せんをそらしてしまった。二人ふたりとも、返へん事じをしないままだ。

「ええっと、その、ちょっと、話はなしをしたいんだけど……」

「……如月きさらぎさんって、大おおきな声こえ出だせるんだ」

　塩しお野のさんの声こえだった。何なにかにおどろいてたようには見みえたけど、まさかのそこ!?

「話はなしって、何なんだ？」

　思おもいがけなく優やさしいその声こえに、私わたしは顔かおを上あげた。

　塩しお野のさんは体からだをこちらに向むけ、まっすぐに私わたしを見みていた。

「あの……演えん劇げき部ぶのこと、というか、夕ゆ実みちゃ……沢さわ辺べさんのこと、というか……」

「沢さわ辺べさん」という言こと葉ばを聞きいたとたん、塩しお野のさんの表ひょう情じょうがはっきりとくもった。

「……アカネに、頼たのみにきたのかしら？　沢さわ辺べさんを、せめないでって」

　赤あかいフレームのメガネを指ゆびで押おし上あげながら、佐さ藤とうさんが言いった。

「そうじゃないよ！　たしかに、夕ゆ実みちゃんは苦くるしんでると思おもう。けど……」

「……悪わるいけど、そのことは話はなしたくないんだ」

　塩しお野のさんは、ぎこちなく私わたしから目めをそらした。

「すみれ、行いこう。おそくなる」

　そう言いうと、二人ふたりともくるりと背せを向むけて歩あるき出だす。

「ま、待まって！　せめて、夕ゆ実みちゃんと何なにがあったのかだけでも、教おしえてくれない……!?」

　私わたしの必ひっ死しの声こえに、塩しお野のさんはぴくりと足あしを止とめた。

「──悪わるい。もう、行いかないと」

　そう言いうとそのまま階かい段だんのほうに折おれ、二人ふたりとも姿すがたが見みえなくなってしまった。

（ああ……ダメ、だった……）

　廊ろう下かにひとり残のこされた私わたしは、ようやく体からだが震ふるえていることに気きづいた。

　とたんに、なさけなくなる。夕ゆ実みちゃんのほうが、もっとつらい思おもいをしているはずなのに。

　昨日きのうは瀧たき島しま君くんと帰かえるんじゃなくて、夕ゆ実みちゃんの話はなしを聞きくべきだった。

　つらいとき、苦くるしいとき。友とも達だちってきっと、そんなときに必ひつ要ような存そん在ざいなんだ。

（私わたし……夕ゆ実みちゃんの友とも達だち、失しっ格かくだ）

　制せい服ふくのスカートをぎゅっとつかんだ、そのとき。

「如月きさらぎさん」

　ハッと顔かおを上あげる。そこには、すがりつきたくなるほど優やさしい顔かおの、瀧たき島しま君くんの姿すがたがあった。

「瀧たき島しま、君くん……」

「おそかったから迎むかえに来きたんだ。沢さわ辺べさん、今日きょうは部ぶ活かつ休やすみなんだってね」

「う、うん……」

　ぎこちなく答こたえながら、私わたしは迷まよっていた。

　やっぱり、夕ゆ実みちゃんのこと……瀧たき島しま君くんに、相そう談だんしてみよう。

　瀧たき島しま君くんといっしょに考かんがえれば、きっといい解かい決けつ方ほう法ほうを見みつけられる。

　夕ゆ実みちゃんのためにも、もう迷まよってる場ば合あいじゃないよね。

「あのね、瀧たき島しまく──」

　そのとき。

　何なん人にんかの女じょ子しが、ゆっくりと横よこを通とおり過すぎていった。Ｂ組ぐみの子こたちだ。

　すれ違ちがいざまに、刺さすように私わたしの顔かおをにらみつけていくのがわかった。瞬しゅん間かん、その厳きびしい表ひょう情じょうに身みがちぢむ。

（そっか……私わたしと瀧たき島しま君くんのこと、Ｂ組ぐみでウワサになってるんだっけ……）

　違ちがう、のに。私わたし、瀧たき島しま君くんとはなんでもないし、何なにも悪わるいこと、してないのに……。

　瀧たき島しま君くんといっしょにいるだけで、こんなふうに見みられることになるなんて、考かんがえもしなかった。

　そう、思おもったとき。

　ざわっと、胸むねがさわいだ。続つづけて、今朝けさの夕ゆ実みちゃんの硬かたい表ひょう情じょうが頭あたまに浮うかぶ。

（もしかして、だけど……）

　夕ゆ実みちゃんも、Ｂ組ぐみの子こたちと同おなじだとしたら？

　今いまの子こたちと同おなじように、夕ゆ実みちゃんも、瀧たき島しま君くんと私わたしがいっしょにいることをよく思おもっていないんだとしたら。

　もしかして、夕ゆ実みちゃんは──……。

「如月きさらぎさん？　どうした？」

　瀧たき島しま君くんが、私わたしの顔かおをのぞきこむように首くびをかしげた。

　顔かおの近ちかさにドキッとするけれど、私わたしはすぐに、瀧たき島しま君くんから離はなれるように後あとずさった。

「如月きさらぎさん……？」

　瀧たき島しま君くんの顔かおに、困こん惑わくの色いろが広ひろがる。

　どうして……どうして今いままで、考かんがえつかなかったんだろう。

　そうであっても、ぜんぜんおかしくないはずなのに。

（夕ゆ実みちゃんは……瀧たき島しま君くんのことが、好すきなの……？）
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　ドキドキが、おさまらない。それどころか、どんどん激はげしくなっていく。

　きっと、そうだ。それならぜんぶ、説せつ明めいがつく。

　瀧たき島しま君くんと付つき合あってないって言いいながら、毎まい日にちいっしょに帰かえったりして、私わたしが瀧たき島しま君くんをひとりじめしてるから……そのことが、夕ゆ実みちゃんを苦くるしめてたんだ。

（なんで、気きづけなかったんだろう──……）

　あんなにいっしょにいたのに、私わたし、夕ゆ実みちゃんのこと、ぜんぜんわかってなかった。

　夕ゆ実みちゃんはきっと、私わたしにがっかりしたんだ。自じ分ぶんの気き持もちに気きづいてくれない私わたしのことを、友とも達だちだなんてとても思おもえないよね。

（──やり直なおしたい。今いまからでも、ちゃんと夕ゆ実みちゃんの友とも達だちになりたい……！）

　そのためには、夕ゆ実みちゃんを──夕ゆ実みちゃんの恋こいを……応おう援えん、しなきゃ。

　そう思おもったとたん、ズキッと胸むねに痛いたみが走はしった。

「もしかして……何なにか、見みたのか？　それで気き分ぶんが悪わるいとか……」

「──ごめん」

　私わたしは瀧たき島しま君くんの言こと葉ばをさえぎるように言いった。

　視し線せんが、白しろい廊ろう下かに落おちる。瀧たき島しま君くんの顔かおを、まっすぐ見みることができない。

「……今日きょうは私わたしも部ぶ活かつ休やすむって、レイラ先せん輩ぱいに伝つたえてもらえるかな」

「何なにか、あったんだな」

　瀧たき島しま君くんの声こえが、硬かたく厳きびしくなる。──苦くるしい。

　そうだよって言いいたい気き持もちと、違ちがうって言いわなきゃって気き持もちが、心こころの中なかでせめぎあってる。

「話はなしてくれ。力ちからになりたい」

　瀧たき島しま君くんの足あしが、一歩ぽ近ちかづいてくる。私わたしはあわてて背せを向むけた。

「もう、帰かえらないと」

「──待まて」

　手て首くびをつかまれた。体からだが、びくりと震ふるえる。

「何なにを、隠かくしてる？」

　瀧たき島しま君くんの優やさしさが、あたたかい手てから伝つたわってくるようで、たまらなかった。

　ぜんぶ、話はなしてしまいたい。でも、それはできないんだ。

　私わたしは「夕ゆ実みちゃんの友とも達だち」として、正ただしい行こう動どうを選えらびとらないといけない。




「瀧たき島しま君くん。……もう、いっしょに帰かえるの──やめよう」




　手て首くびをつかむ瀧たき島しま君くんの手てから、一いっ瞬しゅん力ちからがぬけたのがわかった。

「それは……そうしなければいけない理り由ゆうが、何なにかあるのか？」

　ゆっくりとした、静しずかな口く調ちょう。その裏うらに見みえ隠かくれする優やさしさが、逆ぎゃくにつらい。

　理り由ゆうなんて……夕ゆ実みちゃんが瀧たき島しま君くんを好すきかもしれないから、なんて、言いえるわけない……！

「……へっ、変へんなふうに思おもわれたら、イヤなの」

　必ひっ死しで、言こと葉ばをしぼり出だす。

「変へんって……」

「Ｂ組ぐみで、ウワサになってるんだって。私わたしたちが、二人ふたりで歩あるいてたって……」

「ウワサに？」

　瀧たき島しま君くんの声こえには、おどろきの色いろが感かんじられた。私わたしは両りょう手てに力ちからを入いれ、ぐっとにぎりこむ。

「だから、私わたし……とにかく、困こまるの！」

　勢いきおいよく言いい放はなつと同どう時じに、ばっと手て首くびを引ひきぬいた。そのまま、ふりかえらずに走はしりだす。

（瀧たき島しま君くん……ごめん。本ほん当とうに、ごめんね……！）
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　階かい段だんを下おりて、学がっ校こうを出でて。校こう門もんをぬけても、瀧たき島しま君くんは追おいかけてこなかった。

　機き械かいみたいに足あしを動うごかしながら、私わたしは学がっ校こうを離はなれた。

　道みち端ばたの電でん柱ちゅうに手てをついて、みだれた息いきを整ととのえる。

　夕ゆ実みちゃんが瀧たき島しま君くんのことを好すきだからって、私わたしと瀧たき島しま君くんの関かん係けいが切きれるわけじゃない。同おなじ美び術じゅつ部ぶの仲なか間まなんだし、いっしょにいたってべつに不ふ自し然ぜんじゃないかもしれない。

　だけど、もし二人ふたりが付つき合あうことになったら？

　そうなったら、もう瀧たき島しま君くんと二人ふたりで帰かえるなんてこと、できなくなる。

　サキヨミ会かい議ぎは、どうなるんだろう。電でん話わでする？

　でも、二人ふたりでコソコソとそんなことを続つづけてたら、いつかきっと夕ゆ実みちゃんに知しられることになる。そのときに、なんて説せつ明めいする？

　サキヨミの秘ひ密みつを絶ぜっ対たい守まもらなきゃいけないのなら、言いいわけできない。

　つまり……こうするほかに、方ほう法ほうがなかったんだ。

　友とも達だちの恋こいは、応おう援えんする。絶ぜっ対たい、ジャマしちゃだめ。

　それが、友とも達だちとしての正ただしい行こう動どう……なんだから。

（……これで、よかった。よかったんだよ）

　重おもい足あしを引ひきずるようにして、私わたしはひとりの帰かえり道みちを歩あゆんだ。
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　次つぎの日ひの六時じ間かん目めは、遠えん足そくの前ぜん日じつ準じゅん備びの買かい出だしにあてられた。

　班はんごとに必ひつ要ような食しょく材ざいを買かって、それぞれが分ぶん担たんして家いえに持もって帰かえり、明日あしたの遠えん足そくに持もってくる、ということなんだけど……。

　うちの班はんの買かい出だしは、ひどいものだった。

　塩しお野のさんは佐さ藤とうさんの班はんのほうに行いっちゃったし、夕ゆ実みちゃんも完かん全ぜんに私わたしを避さけたまま。

（ええっと、卵たまごと、チーズと……）

　私わたしは割わり当あてられた食しょく材ざいメモを見みながら、ひとりでスーパーの棚たなの間あいだを歩あるき回まわる。

　すぐ近ちかくでは、他ほかの班はんの子こたちが笑わらい合あっている。その楽たのしそうな声こえを聞きいていると、きゅっとノドのあたりが苦くるしくなる。

　ひとりでいることなんて、ずっと慣なれっこだったはずなのに。

　となりに、夕ゆ実みちゃんがいない。それだけで、涙なみだが出でそうになってくる。

　瀧たき島しま君くんとも、あれから一ひと言ことも話はなしていない。連れん絡らくも来こない。

（瀧たき島しま君くん、怒おこってる、かな……）

　きっと、そう。でも、しかたがない。ろくに話はなしもしないまま、逃にげてきちゃったんだもん。

　体からだも心こころも、ずしりと重おもい。楽たのしいはずの買かい出だしは、つらい思おもい出でとして終おわりそうだ。

　このまま遠えん足そくも、楽たのしめないまま終おわっちゃうのかな……。

「塩しお野のさん、待まって！」

　レジに向むかおうとしたとき。聞きき覚おぼえのある声こえに、私わたしは足あしを止とめた。

　見みると、入いり口ぐちのすぐそばに塩しお野のさんが立たっていた。そこに向むかって駆かけよったのは、買かい物もの袋ぶくろを手てにした──夕ゆ実みちゃんだ。

「昨日きのう、塩しお野のさんの部ぶ活かつが終おわるの、待まってたの。でも、親おやに呼よばれて、帰かえらなきゃいけなくなっちゃって」

　言いいながら、夕ゆ実みちゃんは出で入いりするお客きゃくさんを気きにして、脇わきへとよけた。

「待まって、どうするつもりだったんだ？」

　塩しお野のさんの声こえは、静しずかだった。夕ゆ実みちゃんは身みを乗のり出だすようにして続つづける。

「演えん劇げき部ぶのこと、話はなしたかったの。あの……昨日きのう、部ぶ活かつで先せん輩ぱいに怒おこられたって聞きいたけど、本ほん当とう？」

　その言こと葉ばに、ハッと息いきをのむ。

（……もしかして、私わたしが昨日きのう見みた、あのサキヨミのこと？　あれが、実じつ現げんしちゃったの？）

「それをあたしが話はなす必ひつ要よう、あるのかな」

「……やっぱり、そうなんだね。ごめんなさい」

「また、謝あやまった。謝あやまるんじゃなく、行こう動どうで示しめしてほしいって、言いったよな」

「ご、ごめん。私わたし、塩しお野のさんに、本ほん当とうに悪わるいことしたって思おもってる。だから、考かんがえたの。演えん劇げき部ぶに入はいることはできないけど、何なにか手て伝つだえることないかなって、思おもって」

「手て伝つだう？」

「そう。部ぶ員いんじゃなくても、お手て伝つだいをしてる先せん輩ぱいがいるって聞きいたの。だから私わたしも……」

「入にゅう部ぶしてくれないと、意い味みがないんだ！」

　塩しお野のさんの強つよい語ご調ちょうに、夕ゆ実みちゃんの肩かたがびくっとはねた。

「…………ごめんなさい、塩しお野のさん」

　その声こえは、少すこし震ふるえていた。塩しお野のさんはしばらく夕ゆ実みちゃんを見みていたけれど、自じ動どうドアが開あいた瞬しゅん間かん、くるりと身みをひるがえして外そとへ出でていった。

　夕ゆ実みちゃんは、買かい物もの袋ぶくろを提さげたままうなだれていた。

　そのさびしそうな背せ中なかに、昔むかしの自じ分ぶんの姿すがたが重かさなるようで、胸むねが重おも苦くるしくなる。

（声こえをかけなきゃ……友とも達だち、なんだから）

　そう、思おもった瞬しゅん間かん。

　心しん臓ぞうが、ドクドクとさわぎはじめた。

（……なんで？）

　もしかして……私わたし、夕ゆ実みちゃんに話はなしかけるのが、怖こわいの……？

　カゴを持もつ手てが、震ふるえてる。

　今日きょうも昨日きのうと同おなじように、私わたしは夕ゆ実みちゃんに何なん度ども話はなしかけた。でも、ぜんぶ空からぶり。

　夕ゆ実みちゃんの態たい度どは、まるで私わたしなんかいらない、って言いってるようで。

　それを見みるたびに、胸むねがひきさかれるようだった。

（私わたし……夕ゆ実みちゃんに拒きょ絶ぜつされて、自じ分ぶんが傷きずつくのが、怖こわいんだ……）

　なんて……なんて、なさけないんだろう。

　そのとき、カートを押おしたお客きゃくさんが前まえからやって来きた。それを避さけようとした私わたしは、近ちかくの金きん属ぞく製せいのワゴンにカゴをぶつけ、ハデな音おとを立たててしまった。

　その音おとに、夕ゆ実みちゃんがふりかえる。あっと口くちが開ひらいたものの、私わたしは声こえを出だすことができない。

　夕ゆ実みちゃんは、ぎゅっと口くちを結むすんだ。かと思おもうとそのまま顔かおをそむけ、出でていってしまった。

　──ズキン

　胸むねが、痛いたい。つらい。苦くるしい──……。

　私わたしはしばらく、その場ばから動うごくことができなかった。
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　夜よる。私わたしは自じ分ぶんの部へ屋やでベッドに寝ね転ころがり、スマホをながめていた。

　画が面めんに映うつされているのは、「雪ゆきうさの未み来らいチャンネル」。

「今日きょうも未み来らいへひとっとび！　雪ゆきうさでーす！　ぴょんぴょーん！」

　いつもと変かわらない、元げん気きな雪ゆきうさのあいさつがひびく。

　おとといは瀧たき島しま君くんの家いえに行いって、部へ屋やを見みせてもらって。二人ふたりで衣い装しょうを着きて写しゃ真しんを撮とって……。

　たった二日ふつか前まえのできごとなのに、なんだかウソみたいに遠とおくに感かんじられる。

「初はじめての場ば所しょにお出でかけする人ひとは、ひとりで人ひと気けのないところに行いかないようにね！」

　雪ゆきうさのかわいいしぐさも、元げん気きな声こえも。上うわすべりするように、頭あたまに入はいってこない。

　私わたし、中ちゅう学がくに入はいってから、いろんなことがうまくいってるって思おもってた。

　夕ゆ実みちゃんに、瀧たき島しま君くん。レイラ先せん輩ぱいに、叶かな井い先せん輩ぱい。

　みんな、とっても優やさしくて。ろくに顔かおもあげられない私わたしのことを、仲なか間まに迎むかえ入いれてくれて、本ほん当とうにうれしかった。この人ひとたちと、もっと仲なか良よくなりたいって思おもった。

　そうすることで、だんだんと変かわれる気きがしてた。自じ分ぶんのことを、好すきになれると思おもった。

　でも、また前まえと同おなじ、弱よわい自じ分ぶんに戻もどっているような気きがする。

　傷きずつくぐらいなら、何なにもしないほうがいい。そう思おもって、ぜんぶのことから逃にげ出だそうとしているみたい。

（私わたし……どうすればいいの……？）

　そのとき、雪ゆきうさの声こえが耳みみに飛とびこんできた。

「今日きょうの一ひと言こと！　だれかとうまくいかないことって、ありますよね。そんなときは、まずは自じ分ぶんの気き持もちと向むき合あってみましょう！　自じ分ぶんの気き持もちを整せい理りすることで、解かい決けつするヒントが見みつけられるかもしれません！」
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（自じ分ぶんの、気き持もちかぁ……）

　私わたし……夕ゆ実みちゃんや瀧たき島しま君くんのこと、どう思おもってるんだろう。

　夕ゆ実みちゃんは、ずっと仲なか良よくしたい、私わたしの大だい事じな友とも達だち。でも、瀧たき島しま君くんと私わたしの関かん係けいを誤ご解かいしてる。

　それが誤ご解かいだって夕ゆ実みちゃんに説せつ明めいするためには、サキヨミの力ちからのことや、ミミふわのことを打うち明あけないとだよね。そうすると、瀧たき島しま君くんにも力ちからがあることや、雪ゆきうさをやっているってことも話はなさないといけなくなっちゃう。

　でも、これは「二人ふたりだけの秘ひ密みつ」だって、瀧たき島しま君くんと約やく束そくした。

　瀧たき島しま君くんの──雪ゆきうさの目もく的てきを果はたすためにも、秘ひ密みつは守まもり通とおさなきゃいけない。

　だから、この約やく束そくは破やぶれない。夕ゆ実みちゃんには、絶ぜっ対たいに言いえないんだ。

　じゃあ、瀧たき島しま君くんはどうだろう。

　瀧たき島しま君くんは……夕ゆ実みちゃんと同おなじくらい、そばにいてほしい人ひと。なくてはならない人ひとだ。

　それなのに、「変へんに思おもわれたらイヤ」とか「困こまる」とか、すごくひどいことを言いってしまった。

　ぜんぶ、私わたしの本ほん心しんじゃない。ウソだ。でもこれは、夕ゆ実みちゃんのことを思おもってついたウソ。

　瀧たき島しま君くんにちゃんと謝あやまって、そのことを伝つたえたい。

　けど、そうするには、「夕ゆ実みちゃんが瀧たき島しま君くんを好すきかもしれない」ってことを話はなさなきゃいけない。そんな勝かっ手てなこと、したくない。

（……あれ？）

　ってことは私わたし、結けっ局きょく、なんにもできないってこと……？

「そんなぁ……」

　ぼふっと、頭あたまを枕まくらに押おしつける。これじゃあ解かい決けつのヒントを見みつけるどころか、ますます悩なやみが深ふかくなっただけだよ。

　でも……問もん題だいは、これだけじゃないんだ。心こころの底そこにはまだ、一いち番ばん大おおきな悩なやみがある。

（夕ゆ実みちゃん……本ほん当とうに瀧たき島しま君くんのこと、好すき、なのかな）

　ずきん、と胸むねに痛いたみが走はしる。

　もし、夕ゆ実みちゃんが瀧たき島しま君くんのことを好すきだったら……最さい初しょにそう思おもったとき、ムリやり胸むねに押おしこめた気き持もちが、むくむくと大おおきくなっていく。

　瀧たき島しま君くんは、いつも私わたしを助たすけてくれる、優やさしい人ひと。いっしょにいると、すごく心こころ強づよい存そん在ざい。

　まだ出で会あってからひと月つきちょっとなのに、なんだかずっと昔むかしからいっしょにいたような、不ふ思し議ぎな安あん心しん感かんがある。

　もっと瀧たき島しま君くんのそばにいたいし、もっともっと彼かれのことを知しりたい。

　相あい合あい傘がさの帰かえり道みちや、歩ほ道どう橋きょうで鍵かぎと錠じょうを分わけ合あったこと。瀧たき島しま君くんの部へ屋やで衣い装しょうに着きがえて、写しゃ真しんを撮とったこと。

　瀧たき島しま君くんと過すごした時じ間かんのすべてが、私わたしにとって、すごく大だい事じな思おもい出でで。

　これからもきっと、いろんな思おもい出でを作つくっていけるんだろうなって信しんじてた。

　でも……それももう、ムリなのかもしれない。

（そもそも、瀧たき島しま君くんには……「大たい切せつな人ひと」が、いるんだし）

　胸むねの中なかで、何なにかがもやっと燃もえるようにうずまく。

　瀧たき島しま君くんの「大たい切せつな人ひと」のことは、今いままであんまり考かんがえたくなくて、避さけてきた。

　でも、もしその人ひとが女おんなの人ひとで、瀧たき島しま君くんがその人ひとのことを、「好すき」……だとしたら……どうする？

　──ズキッ……！

　瞬しゅん間かん、胸むねが刺さされたように痛いたんだ。

（私わたし……瀧たき島しま君くんを、だれにも取とられたくないよ……）

　心こころの中なかでそうつぶやいてから、私わたしはハッとして首くびをふった。

　取とられたくない、って、何なに？　瀧たき島しま君くんは、私わたしのものじゃないのに。

　あああっ、もう、私わたしって、ほんと自じ分ぶん勝かっ手て！　つくづく、イヤになる。

　こんなんじゃ、夕ゆ実みちゃんに愛あい想そをつかされても、しかたがないよ。

　ふうっとため息いきをつく。手て元もとのスマホを見みると、いつの間まにか雪ゆきうさの動どう画がは終おわっていた。

（……あっ）

　画が面めん上じょう部ぶの通つう知ち欄らんに、新しん着ちゃくメッセージの印しるし。あわててチャットアプリを開ひらくと、一時じ間かん以い上じょう前まえに、一通つうのメッセージが届とどいていた。

　そこに表ひょう示じされた名な前まえを見みて、私わたしは一いっ瞬しゅん、息いきをするのを忘わすれた。




『瀧たき島しま幸ゆき都と：もしよければ、電でん話わで話はなせるかな』




　がばっと勢いきおいよく飛とびおきる。──話はなしたい。今いますぐ、瀧たき島しま君くんの声こえが聞ききたい！




『如月きさらぎ美み羽う：変へん身しんできなくてごめん。大だい丈じょう夫ぶだよ』




　送おくってから、「返へん信しん」の漢かん字じを間ま違ちがえたことに気きづいた。あわてて「今いまのは『返へん信しん』の間ま違ちがい」と打うち直なおして送おくったけど、なかなか返へん事じは送おくられてこなかった。

（……もう、寝ねちゃったかな……）

　スマホを持もつ手てが、だらんと布ふ団とんに落おちた。

　もう、私わたしも寝ねよう。そう思おもったとき、ぽんっと新あたらしいメッセージが表ひょう示じされた。




『瀧たき島しま幸ゆき都と：いや、もう大だい丈じょう夫ぶ。おやすみ』




　私わたしはその文も字じを見みたまま、石いしみたいに固かたまるしかなかった。

（これって……もう話はなす必ひつ要ようはない、ってこと、だよね……）

　手てが、震ふるえた。いつもならうれしい「おやすみ」の四文も字じが、すごく冷つめたく見みえて。

　涙なみだが落おちそうになるのを、ぐっとこらえる。

　しょうがない。これは、私わたしの行こう動どうが招まねいた結けっ果か。

　私わたしのほうからひどいことを言いって、瀧たき島しま君くんを……突つき放はなしたんだから。




『如月きさらぎ美み羽う：ごめんね。おやすみなさい』




　瀧たき島しま君くんにそう送おくると、私わたしは机つくえにスマホを置おいた。

　そうして、机つくえの引ひき出だしをそっと開あける。

　そこにしまわれているのは、幼よう稚ち園えん時じ代だいの友とも達だちのユキちゃんからもらった、プラ板ばんのお守まもり。

　瀧たき島しま君くんには、前まえにユキちゃんの話はなしをしたことがある。

　そのとき瀧たき島しま君くん、「その子こは如月きさらぎさんのことを、うらんだりはしていないと思おもうよ」って、言いってくれたの。

　あの事じ故このことは、心こころの中なかで大おおきなしこりになっていたから、その言こと葉ばを聞きいたときは本ほん当とうにうれしかった。

　ユキちゃんがどう思おもっているかはわからないけど、瀧たき島しま君くんがそう言いってくれたことで、なんだか救すくわれた気きがしたんだ。

　このプラ板ばんは、ずっと「つらい思おもい出で」のしるしだったけど……それ以い来らい、こうやってたまに取とり出だして、力ちからを分わけてもらってる。

　このプラ板ばんを見みていると、もう片かた方ほうを持もっているユキちゃんが、「がんばれ」って言いってくれている気きがして。すごく、勇ゆう気きをもらえるんだ。

　ふと思おもい立たって、私わたしは同おなじ引ひき出だしの中なかにしまってあった金きん色いろの鍵かぎを取とり出だす。

　これは、南なん京きん錠じょうの鍵かぎ。初はじめて瀧たき島しま君くんと力ちからを合あわせて人ひと助だすけをした記き念ねんに、二人ふたりで分わけ合あったもの。南なん京きん錠じょうは、瀧たき島しま君くんが持もってるんだ。

　私わたしはそれを、プラ板ばんのチェーンに通とおす。すると、元もと々もと頼たのもしかったお守まもりが、瀧たき島しま君くんの力ちからでさらにパワーアップしたように感かんじる。

　時と計けいを見み上あげると、十時じ過すぎ。明日あしたの遠えん足そくにそなえて、もう寝ねなきゃ。

　明日あしたは、夕ゆ実みちゃんと仲なか直なおりしたい。瀧たき島しま君くんとも、元もとの関かん係けいに戻もどりたい。

　自じ分ぶんの気き持もちを見みつめてわかったことは、私わたしは二人ふたりともすごく大だい事じで、大だい好すきだってこと。

　なんとかして、この気き持もちを二人ふたりに伝つたえたい。

　このまま終おわっちゃったら、絶ぜっ対たいに後こう悔かいするから。

（……お願ねがい。力ちからを貸かして、ユキちゃん。……瀧たき島しま君くん）

　私わたしはプラ板ばんと鍵かぎのお守まもりを手てに乗のせて、祈いのるようにぎゅっとにぎりしめた。
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　遠えん足そく当とう日じつ。空そらには雲くもひとつなく、暑あついくらいの陽よう気きだった。まさしく、遠えん足そく日和びより。

　学がっ校こうからバスに乗のって、キャンプ場じょうのある自し然ぜん公こう園えんまで移い動どうする。座ざ席せきはあらかじめくじ引びきで決きめられていたんだけど、夕ゆ実みちゃんとは離はなれてしまって、一ひと言こともしゃべれなかった。

　キャンプ場じょうに着ついた後あとは、班はんごとに集あつまって自し然ぜん観かん察さつをすることになっていた。

　でも、うちの班はんは、最さい初しょからバラバラ。

　塩しお野のさんは相あい変かわらず佐さ藤とうさんたちといっしょだし、夕ゆ実みちゃんはだれともしゃべらなくていいように、ひとり離はなれたところにいた。

　最さい初しょは、追おいかけてそばにいようとしたんだけど……夕ゆ実みちゃんは、まるで「来こないで」って言いうように、硬かたい表ひょう情じょうでじっと私わたしを見みつめてくる。

　その大おおきな目めで見みられると、足あしがすくんでしまって。それ以い上じょう、近ちかづけなくなってしまった。

　でも、時じ間かんはまだまだある。

　一いち番ばんのチャンスは、お好このみ焼やき作づくりのときだと思おもってる。班はんのみんなで、いっしょに作さ業ぎょうしなきゃいけないんだ。

　だから、そのときをねらって、なんとか夕ゆ実みちゃんと……できれば塩しお野のさんとも、きちんと話はなせればなって思おもう。

　仲なか直なおりして、いっしょにお好このみ焼やきを食たべて。その後あとの自じ由ゆう時じ間かんを楽たのしく過すごせたら、最さい高こうなんだけどな。

　夕ゆ実みちゃんと仲なか直なおりできれば、瀧たき島しま君くんについての誤ご解かいも、なんとか解とけるかもしれない。

　そうしたら、瀧たき島しま君くんにも事じ情じょうを説せつ明めいして、元もとの関かん係けいに戻もどれるかも。

　うん、大だい丈じょう夫ぶ！　きっとできる。勇ゆう気きを出ださなきゃ！

　私わたしは、ポケットに入いれたプラ板ばんと鍵かぎのお守まもりを、ジャージの上うえからそっとにぎった。
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　お昼ひる。自し然ぜん観かん察さつを終おえた私わたしたちは、さっそく屋や根ねのついたバーベキューハウスでお好このみ焼やきの準じゅん備びを始はじめた。

　心しん配ぱいしていたけれど、塩しお野のさんは思おもいのほか楽たのしそうだった。用よう具ぐや具ぐ材ざいをならべながら、てきぱきと男だん子したちに指し示じを出だしていく。

　こんなふうに学がっ校こうのみんなと外そとで料りょう理りをするのは、私わたしにとっても初はじめての体たい験けん。

　手てを動うごかすうちに、緊きん張ちょうがだんだんと楽たのしさに変かわっていくみたいだった。

「ゆ、夕ゆ実みちゃん！　豚ぶた肉にく切きったんだけど、これくらいの大おおきさで大だい丈じょう夫ぶかな？」

　私わたしの向むかい側がわでだまってネギをきざんでいる夕ゆ実みちゃんに、思おもい切きって声こえをかける。

　けれど、返へん事じをしたのは塩しお野のさんだった。

「それ、ちょっと大おおきいな。もう少すこし小ちいさく切きってくれないか」

「あ、はい！　ご、ごめんなさい……」

　私わたしは言いわれた通とおり、一いち度ど切きった豚ぶた肉にくをもう半はん分ぶんに切きりはじめる。

　そのとき、塩しお野のさんがキャベツの葉はを重かさねてまな板いたに置おいた。そうして、トントンと細こまかくきざみ出だす。それを見みたひとりの男だん子しが、感かん嘆たんの声こえをあげた。

「塩しお野の、うまいな。プロっぽい」

「まあな」

　そのとき、夕ゆ実みちゃんの手てが止とまった。

「あ、キャベツは、もう少すこし大おおきく切きらないと……」

　けれど、塩しお野のさんの手ては止とまらなかった。

　聞きこえなかった、わけじゃないと思おもう。まさかとは思おもうけど、無む視ししてる……のかな。

　夕ゆ実みちゃんはもう、それ以い上じょう何なにも言いわなかった。

　その後ご、塩しお野のさんの指し示じのおかげか、具ぐ材ざいの準じゅん備びは順じゅん調ちょうに進すすんでいったのだけど……。

　問もん題だいが起おきたのは、男だん子しのひとりがボウルで生き地じを混まぜているときだった。

「なんかこれ、すごく水みずっぽくないか？」

　見みると、ボウルの中なかの生き地じは、たしかにべしゃべしゃ。

　そばにいた夕ゆ実みちゃんが、それを見みてぼそりとつぶやく。

「キャベツの水すい分ぶんかな……」

　その小ちいさな声こえを、塩しお野のさんは聞きき逃のがさなかった。

「それ、あたしが悪わるいって言いいたいのか？」

　夕ゆ実みちゃんは、あわてて首くびをふる。

「そんなつもりじゃ……」

　その後あとに、ごめんなさい、という言こと葉ばは続つづかなかった。夕ゆ実みちゃんは、申もうし訳わけなさそうにうつむいただけ。

　それを見みて私わたしは、昨日きのう、塩しお野のさんが「謝あやまるな」って言いってたことを思おもい出だす。

「これじゃ、もんじゃ焼やきだな」

「いや、もんじゃにもならなくね？」

　くちぐちに言いう男だん子したちに向むかって、塩しお野のさんはいらだちの声こえを上あげた。

「水すい分ぶんが多おおいってことは、粉こなを足たせばいいんだ。小こ麦むぎ粉ことってくれるか？」

「さっき、こっちもお好このみ焼やきやりたいからちょうだいって言いわれて、あっちの班はんにあげちゃったけど」

「え、なんで!?」

「もういらないと思おもったんだよ」

「そんな……！」

　塩しお野のさんの大おお声ごえに、周まわりの班はんの子こたちがこっちをふりかえった。

（あああ、どうしよう……！）

　班はんの空くう気きが、一いっ気きに重おもくなる。これじゃ、夕ゆ実みちゃんや塩しお野のさんと、きちんと話はなすどころじゃないよ。

　私わたしは夕ゆ実みちゃんをちらりと見みた。夕ゆ実みちゃんは、テーブルにならんだ食しょく材ざいを順じゅん番ばんに見みている。

　やがてその中なかから卵たまごをひとつ取とると、そばにあった容よう器きで溶ときはじめた。

「あの……その生き地じ、焼やいてみてもいいかな」

　生き地じのボウルを指ゆびさして言いった夕ゆ実みちゃんに、私わたしはあわてて「うん」と答こたえた。男だん子したちも、顔かおを見み合あわせてうなずく。

　すると夕ゆ実みちゃんは、卵たまごをそのまま鉄てっ板ぱんに流ながし入いれた。

　だまったままの塩しお野のさんが、けげんそうに眉まゆをひそめる。

　卵たまごが固かたまりはじめると、夕ゆ実みちゃんはそこに生き地じを流ながし入いれた。すると生き地じは卵たまごの上うえに乗のるように、きれいに広ひろがった。

　しばらく焼やいてから、夕ゆ実みちゃんは両りょう側がわからヘラを入いれた。すると、ゆるい生き地じが少すこし周まわりに広ひろがったけれども、卵たまごが固かたまったおかげできれいにひっくり返かえすことができた。

　おお、と男だん子しから感かん嘆たんの声こえが上あがる。夕ゆ実みちゃんはヘラを器き用ように使つかい、やわらかい生き地じが広ひろがるのをおさえている。

「沢さわ辺べさん、やるな」

　ほんと。夕ゆ実みちゃん、すごい……！

「夕ゆ実みちゃんって、料りょう理り上じょう手ずなんだね！」

「えっ？　そ、そんなことないよ」

　そう言いうと、夕ゆ実みちゃんは視し線せんこそ鉄てっ板ぱんから離はなさなかったけれど、うれしそうに笑わらってくれた。

　その笑え顔がおが、すごくなつかしく感かんじられた。同どう時じに、心こころがぱっとあたたかくなる。

「ううん、すごいよ。私わたし、家いえで包ほう丁ちょうを持もったことすらないもん」

　そう言いってもう一いち度ど夕ゆ実みちゃんの顔かおを見みる。すると、その表ひょう情じょうは、また元もとの硬かたいものに戻もどってしまっていた。

　ふと鋭するどい視し線せんを感かんじて、ふりかえると……塩しお野のさんの、フキゲンそうな表ひょう情じょう。

「……貸かして。あとは、あたしがやる」

「えっ、でも……」

　塩しお野のさんは、なかば強ごう引いんに夕ゆ実みちゃんからヘラを受うけ取とった。夕ゆ実みちゃんは何なにか言いいたそうにしたけれど、結けっ局きょく何なにも言いえないまま、その場ばを塩しお野のさんにゆずる。

　……そんな。せっかく夕ゆ実みちゃんが、班はんのピンチを救すくってくれたのに。

　そのことが、ますます塩しお野のさんとの仲なかをこじらせることになっちゃってる……!?

　ああ、どうしよう。どうにかしなきゃ……！

　オロオロと二人ふたりの顔かおを交こう互ごに見みた、そのとき。

　じじ……じじじ……。

（えっ……!?　何なに、これ……!?）

　ノイズが、二に重じゅうに聞きこえる。こんなの、初はじめてだ。

　とまどっている間あいだに、視し界かいがさっと切きりかわった。





　──「こんなことになるなんて、思おもわなかったんだ」

　そう言いう塩しお野のさんの顔かおは、涙なみだでぬれていた。塩しお野のさんはそれをぬぐうこともせずに、ぐっとうなだれる。周しゅう囲いにいるクラスメイトたちも、悲ひ痛つうな面おも持もちで塩しお野のさんを見みつめている。

「まさか、沢さわ辺べさんが……」──

　──木きを背せにして座すわりこむ、青あおざめた顔かおの夕ゆ実みちゃん。唇くちびるを震ふるわせながら、うつろな目めつきで、力ちからなく投なげ出だされた自じ身しんの足あし先さきを見みている。そこにあるのは、カラフルな……ヒモ？──
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（……今いまのは……塩しお野のさんと、夕ゆ実みちゃんのサキヨミ……!?）

　二つのサキヨミは、ほとんど一いっ瞬しゅんで終おわってしまった。映えい像ぞうの一いち部ぶを切きり取とって次つぎ々つぎと映うつし出だす、映えい画がの予よ告こく編へんみたいに。

　だからなのか、細こまかいところまではっきりとは見みえなかった。目めが、追おいつかなかったんだ。

　でも、たしかなことはある。二人ふたりとも、ジャージ姿すがただった。

　……ということは、今いま見みたのは、今日きょうこれから起おこるできごと……!?

（どうしよう──!!）

　ざあっと、鳥とり肌はだが立たつ。そんな。まさか、よりによって、遠えん足そくの日ひに……！

　仲なか直なおりのチャンスだと思おもっていたのに。楽たのしい一いち日にちにしたいと思おもっていたのに。

　なのに、今いまの不ふ吉きつなサキヨミは、いったい何なに……!?

（あああっ、もう一いち度ど、思おもい出ださなきゃ！　何なにが見みえたんだっけ……!?）

　最さい初しょに見みえたのは、塩しお野のさん。泣なきながら、「まさか、沢さわ辺べさんが……」って言いっていた。

　夕ゆ実みちゃんも顔かおが真まっ青さおだったし、何なにかにおびえているようにも見みえた。

　ということは、夕ゆ実みちゃんの身みに、何なにか危き険けんなことが起おこる、っていうこと……!?

　塩しお野のさんのサキヨミは、きっと「夕ゆ実みちゃんに何なにか起おこった後あと」のことなんだ。

「こんなことになるなんて、思おもわなかった」……そう言いってたよね。塩しお野のさんが泣ないてしまうほどの「こんなこと」って、いったい何なんなんだろう。

　夕ゆ実みちゃんの身みに何なにも起おこらなければ、塩しお野のさんのサキヨミは実じつ現げんしない、ってことになるのかな。

（こういうとき、瀧たき島しま君くんだったら、どう考かんがえるんだろう……）

　Ｂ組ぐみのほうに、自し然ぜんと目めが向むいた。一いち番ばん端はしのテーブルで焼やきそばを作つくっているのが、瀧たき島しま君くんの班はんだ。

　瀧たき島しま君くんはもう食たべ終おえたのか、空からの紙かみ皿ざらを片かた付づけて立たち上あがるところだった。

　その瞬しゅん間かん、目めが合あった。ハッと、身みがこわばる。おとといのやりとりや、昨日きのうのメッセージが頭あたまをよぎった。

　けれども瀧たき島しま君くんの目めは、すぐに私わたしからそらされた。顔かおをそむけ、どこかに向むかって歩あるいていく。

　そのうち他ほかの生せい徒とたちの姿すがたに隠かくれて、見みえなくなってしまった。

（……ばかみたい）

　私わたしは、ふっと息いきをついた。今いまさら瀧たき島しま君くんを頼たよろうなんて、都つ合ごうがよすぎる。

　きっと瀧たき島しま君くんも、そんな私わたしの甘あまったれた気き持もちに気きづいたんだ。

　胸むねが、押おしつぶされるようだった。息いきが苦くるしい。

　でも……ひとりで、やらなきゃ。

　夕ゆ実みちゃんと仲なか直なおりするって、決きめたんだから。

　夕ゆ実みちゃんの、本ほん当とうの友とも達だちになるために。

　自じ分ぶんだけの力ちからで、夕ゆ実みちゃんを、助たすけるんだ──！
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　塩しお野のさんが切きり分わけたお好このみ焼やきは、表ひょう面めんが焦こげてしまって、ところどころ黒くろくなっていた。

　男だん子したちはそれくらい気きにならないみたいで、いろいろな具ぐを楽たのしんで食たべている。

　でも、塩しお野のさんと夕ゆ実みちゃんは、硬かたい表ひょう情じょうで口くちをもぐもぐさせるだけだった。

　サキヨミのこともあって、私わたしは味あじもわからないくらいだったけど……どうしても、この雰ふん囲い気きをなんとかしたかった。

「お、おいしいね！　やっぱり、みんなで作つくると楽たのし……」

「いいよ、気きをつかってくれなくて」

　塩しお野のさんの言こと葉ばに、夕ゆ実みちゃんが静しずかに口くちを開ひらく。

「……塩しお野のさん。美み羽うちゃんは……」

「わかってる。関かん係けいないって言いうんだろ」

　塩しお野のさんは、残のこりのお好このみ焼やきを一いっ気きに口くちに放ほうりこんだ。

　そうして立たち上あがると、夕ゆ実みちゃんをちらりと見みた。その冷さめた表ひょう情じょうに、ぎくりとする。

「塩しお野のさん、どこ行いくの？」

　思おもわず聞きいた私わたしをフキゲンそうにふりかえると、

「……トイレ」

　そう言いって、すたすたと歩あるいていってしまった。

　残のこされた夕ゆ実みちゃんと私わたしは、無む言ごんで後あと片かた付づけをした。

（どうしよう……とりあえず夕ゆ実みちゃんのそばにいれば、何なにか危あぶないことが起おこりそうになっても、守まもることができるかな）

　時じ間かんは、場ば所しょは？　せめてもう少すこし長ながい時じ間かんサキヨミを見みられていたら、わかったかもしれないのに。

　ヒントになりそうなものといったら、夕ゆ実みちゃんの足あし元もとにあった、カラフルなヒモみたいなものだけだ。

　赤あかと黒くろの、まだら模も様ようみたいな……なんだろう、ロープ？　でも、あんな色いろ、ある？

　元もと々もと黒くろかったものに、赤あかいペンキがかかったとか？　いや、ペンキじゃなくて……血ち？

　さっと、血ちの気けが引ひくのを感かんじた。

　もしあれが、血ちだったとしたら……夕ゆ実みちゃんが、怪け我がをするってこと──!?

（ど、どうしよう！　あんなにたくさんの血ちが出でるなんて、よっぽどのことなんじゃ……!?）

　じんわり汗あせばんでいる体からだが、ゾクッと冷つめたくなる。イヤだ。絶ぜっ対たいに、助たすけなきゃ……！

　私わたしは夕ゆ実みちゃんをしっかりと見みながら、なるべくそのそばを離はなれないようにした。夕ゆ実みちゃんは一度どだけちらっと私わたしを見みたけれど、てきぱきと動うごかす手てを止とめようとはしなかった。

　やがて夕ゆ実みちゃんは、急いそぎ足あしでバーベキューハウスを出でていった。私わたしはあわててそれを追おう。

「──美み羽うちゃんも、トイレ？」

　夕ゆ実みちゃんがふりかえった。その眉み間けんには、シワ。

「あ、うん、そうなの！　いっしょに行いく？」

「いいよ。美み羽うちゃん、先さきに行いって」

「えっ？　でも、夕ゆ実みちゃんは……」

「私わたし、後あとにするね」

　そう言いうと、元もとの場ば所しょに戻もどろうときびすを返かえす夕ゆ実みちゃん。

「ま、待まって！　私わたしも、戻もどる！」

「美み羽うちゃん、大だい丈じょう夫ぶだよ。私わたしがひとりにならないように、気きをつかってくれてるんだよね」

「えっ……あ、えっと、その……」

　言こと葉ばが続つづかない。夕ゆ実みちゃんを守まもるためにしていることだなんて、言いえない。

　すると夕ゆ実みちゃんは、じっと私わたしの足あし下もとを見みつめた。私わたしもつられて目めを落おとす。

　そこに見みえるのは、青あお々あおとした芝しば生ふと、くたびれた私わたしのスニーカー。

「……あのさ、美み羽うちゃん。私わたし、後こう悔かいしてたんだ。美み羽うちゃんを、美び術じゅつ部ぶに誘さそったこと」

「え？　ど、どうして……？」

「私わたし、美み羽うちゃんのこと、『私わたしと似にてる』って言いったよね」

　あ……そうだ。そうだった。

　さびしそうで、私わたしと似にてるかもって。

　初はじめて声こえをかけてくれたとき、夕ゆ実みちゃんはそう言いったんだ。

　すると夕ゆ実みちゃんは、軽かるく笑わらうように、ふっと息いきをついた。

「ごめん。ぜんぜん、似にてないや。だって、私わたしは……だれからも、必ひつ要ようとされないもん」

（必ひつ要ようと、されない……？）

　──何なに、それ。

「わっ、私わたしはっ……！　夕ゆ実みちゃんが、必ひつ要ようだよ！」
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　考かんがえるより先さきに、言こと葉ばが出でていた。夕ゆ実みちゃんが、ハッと顔かおを上あげる。

「だって、夕ゆ実みちゃんは、私わたしの……大だい事じな、友とも達だちだから！」

（……言いえた……！）

　心こころの中なかから素す直なおに飛とびだした、私わたしの本ほん当とうの気き持もち。

　この思おもいが夕ゆ実みちゃんに届とどけば、今いまの状じょう況きょうを変かえられるかもしれない。

（お願ねがい、届とどいて……！）

　夕ゆ実みちゃんは、私わたしをじっと見みつめた。そのまつげが、かすかに震ふるえている。

「──大だい事じな友とも達だちに、隠かくしごと、するかな」

（えっ……）

　一いっ瞬しゅん、体からだに寒さむ気けが走はしる。夕ゆ実みちゃんの声こえは、すごく静しずかだった。

「私わたしだったら、しない。大だい事じなことはちゃんと言いうし、つらいことは、相そう談だんする」

　ずきり、と胸むねが鳴なった。

　隠かくしごとって……それ、やっぱり、瀧たき島しま君くんのことを言いってるの？

「夕ゆ実みちゃん、待まって。瀧たき島しま君くんのことなら、本ほん当とうに私わたし……」

「ううん、そうじゃないの」

　私わたしの言こと葉ばをさえぎった夕ゆ実みちゃんは、ゆっくりと目めを伏ふせた。

「もう、いいんだ。ごめんね」

　そう言いうと、止とめる間まもなく、背せを向むけて去さっていってしまった。

（……夕ゆ実みちゃん！）

　名な前まえを呼よびたいのに、声こえが出でなかった。追おいかけたいのに、足あしも動うごかない。

　──気き持もち……届とどかなかった。

　私わたしはほとんど無む意い識しきに、ジャージのポケットに手てを入いれていた。

　お守まもりを取とり出だして、じっと見みつめる。もう半はん分ぶんの絵えを想そう像ぞうしながら、描えがかれた黒くろいふちどりを、親おや指ゆびでそっとなでた。

（私わたし、どうすればいいの……？）

　そのとき、金きん色いろの鍵かぎが太たい陽ようの光ひかりを反はん射しゃし、きらりと光ひかった。

　それはまるで、「あきらめるな」って言いっているようで。

（そうだ。あきらめたら、そこで何なにもかも終おわっちゃう。今いま、自じ分ぶんにできることをやらなきゃ。そうしないと、絶ぜっ対たいに後こう悔かいする……！）

　そのとき、勅て使し河原がわら先せん生せいの声こえがひびいた。

「今いまから自じ由ゆう時じ間かんだが、あまり遠とおくには行いくなよ！　川かわも深ふかいところがあるから、気きをつけるように」

　そう叫さけぶ先せん生せいの姿すがたをとらえた、視し界かいの端はし。

　そこに、塩しお野のさんがいた。心こころなしか、表ひょう情じょうが沈しずんでいるように見みえる。

　彼かの女じょの周まわりに立たつ女じょ子したちは、同おなじ方ほう向こうに顔かおを向むけ、鋭するどい視し線せんを投なげていた。

　その先さきにいるのは……班はんの場ば所しょに戻もどっている、夕ゆ実みちゃんだ。

　ハッとして、夕ゆ実みちゃんに近ちかづこうとする。その瞬しゅん間かん、自じ由ゆう時じ間かんの始はじまりにわきたつ生せい徒とたちが、私わたしと夕ゆ実みちゃんの間あいだになだれこんできた。

「どうする？　遊ゆう歩ほ道どう歩あるいて、滝たきのほうまで行いってみる？」

「あそこ、立たち入いり禁きん止しなんでしょ？　それに遊ゆう歩ほ道どうっていっても、傾けい斜しゃキツいみたいだよ」

「じゃ、行いっても意い味みないか。やめとこ」

（ちょっ……！　み、見みえない……！　お願ねがい、通とおして！）

　なんとかその波なみをくぐって班はんの場ば所しょにたどりついたとき、もう夕ゆ実みちゃんの姿すがたはなかった。

　あわててあたりを見み回まわす。いない。どこにもいない。

「ゆ、夕ゆ実みちゃ……沢さわ辺べさんは!?」

　同おなじ班はんの男だん子しに聞きく。すると彼かれは、おどろいたように目めを丸まるくした。

「如月きさらぎさん……そんな大おおきな声こえ、出だせるの？」

　ま、またそれ!?

「あれじゃないか、ほら」

　となりにいた男だん子しが、バーベキューハウスの背はい後ごに広ひろがる林はやしのほうを指ゆびさした。

　その木き々ぎの間あいだに、夕ゆ実みちゃんと塩しお野のさんたちの小ちいさな後うしろ姿すがたを見みつけた。

　どうやら、林はやしの奥おくに向むかって移い動どうしているみたい。

　私わたしは、バスで時じ間かんをもてあましたときに見みていた、キャンプ場じょうの地ち図ずを思おもい浮うかべた。

　たしか、あっちにあるのって……遊ゆう歩ほ道どう？

　そのとき、ハッとした。いやな予よ感かんが、胸むねに満みちる。

（追おいかけなきゃ！）

　私わたしはもつれそうになる足あしをなんとか前まえに踏ふみだし、夕ゆ実みちゃんたちのほうへと駆かけだした。
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　林はやしのむこうに延のびる遊ゆう歩ほ道どうは、自し然ぜん公こう園えんのハイキングコースになっている。コースは何なん種しゅ類るいかあって途と中ちゅうで道みちが分わかれているのだけど、一いち番ばん長ながいコースのひとつが、大だい蛇じゃの滝たきのそばを通とおるものだった。

　レイラ先せん輩ぱいや叶かな井い先せん輩ぱいが言いっていたことを思おもい出だす。

　ヘビの神かみ様さまが棲すむという、エメラルドグリーンの滝たきつぼがきれいなパワースポット。けれども水すい難なん事じ故こがあったから、滝たきの見みえる岩いわ場ば付ふ近きんの遊ゆう歩ほ道どうは封ふう鎖さされている。

（……まさか、とは思おもうけど……）

　いやな予よ感かんは、おさまることがない。

（塩しお野のさんたち……大だい蛇じゃの滝たきに行いこうとしてたり、しないよね……）

　夕ゆ実みちゃんと塩しお野のさんたちの今いまの関かん係けいは、最さい悪あくと言いってもいいくらいだと思おもう。

　そんな中なかで、立たち入いり禁きん止しになっている危き険けんな場ば所しょに近ちかづいたりしたら……悪わるいことが起おこる予よ感かんしかしない。

　現げんに私わたしは、ちゃんとした内ない容ようがわからないにしろ、夕ゆ実みちゃんのサキヨミを見みてるんだから。

（絶ぜっ対たいに、夕ゆ実みちゃんを守まもらなきゃ……！）

　そのとき、急きゅうに横よこから声こえをかけられた。

「如月きさらぎ、何なにを急いそいでるんだ？」

　勅て使し河原がわら先せん生せいだった。学がっ校こうにいるときと同おなじジャージを着きている。

「えっ……あ、あの、えっと……」

　先せん生せいは、どこか物もの珍めずらしげな様よう子すでこっちに近ちかづいてくる。私わたしがあせっている姿すがたが、はたから見みても目め立だったのかもしれない。

「沢さわ辺べはどうしたんだ？　いつもいっしょにいるだろう」

「え、えーっと……夕ゆ実みちゃんとは、ちょっと、待まち合あわせしてるんです」

「待まち合あわせ？　どこでだ？」

「……その……むこう、の、ほうで……」

　ちらりと林はやしのほうを見みる。そのとき、ちょうど夕ゆ実みちゃんたちの姿すがたが、炊すい事じ場ばの陰かげに隠かくれて見みえなくなってしまった。

（あああ、早はやくしないと、見み失うしなっちゃう……！）

　勅て使し河原がわら先せん生せいは、だれもいない林はやしのほうを見みた。そうして私わたしに向むきなおると、

「くれぐれも、遠とおくまでは行いくなよ。怪け我がしないように、気きをつけろ」

「は、はい」

　私わたしの返へん事じを聞きくと、先せん生せいはくるりと向むきを変かえて歩あるいていった。今いまだ。

　先せん生せいの目めに入はいらないうちに、私わたしは林はやしへと走はしった。
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　遊ゆう歩ほ道どうに着ついたときにはもう、夕ゆ実みちゃんたちの姿すがたはなかった。

　道みちは弧こを描えがく山やまの斜しゃ面めんぞいに曲まがっていて、どっちのほうを見みても、先さきが見みえなくなっている。私わたし以い外がいには、だれの姿すがたもない。

　しばらく考かんがえた後あと、私わたしは最さい初しょのカンを頼たよりに、滝たきのほうへと進すすみはじめた。

　ぐんぐん上あがっている気き温おんのせいで、額ひたいにじわりと汗あせがにじむ。

　小こ走ばしりで先さきへと進すすみながら、私わたしはさっきの夕ゆ実みちゃんの言こと葉ばについて考かんがえていた。

　気きになるのは、「必ひつ要ようとされない」っていう言こと葉ば。

　私わたし、小しょう学がっ校こう時じ代だいの夕ゆ実みちゃんは、きっとたくさんの友とも達だちに囲かこまれていたんだと思おもってた。

　夕ゆ実みちゃんは、周まわりにすごく気きをつかう、優やさしい子こだ。

　いつもみんなのことを見みていて、その場ばが丸まるくおさまるように、時ときには自じ分ぶんをおさえてふるまって……そんな優やさしい性せい格かくが、顔かおにもしぐさにも、すごく表あらわれてるんだ。

　そういえば、最さい初しょに声こえをかけてくれたとき、「クラスになじめなくって」なんて言いってたっけ。

　昔むかしの夕ゆ実みちゃんのこと、何なにも知しらないけど……「必ひつ要ようとされない」なんて思おもってしまうようなできごとが、何なにかあったのかな。

　それに、私わたしのしている「隠かくしごと」のこと。

　瀧たき島しま君くんのことだと思おもってたけど、夕ゆ実みちゃんさっき、「そうじゃない」って言いってたよね。

　じゃあいったい、何なんのことを言いってるんだろう。

（もしかしたら、だけど……やっぱり夕ゆ実みちゃん、ミミふわのこと……）

　そのとき、足あしの下したでパキッと音おとがした。何なにかを踏ふんだ感かん触しょく。

　足あしを上あげると、そこには折おれた木きの枝えだと……生おい茂しげった、草くさ。

（えっ……ここ、どこ？）

　さっきまで、たしかに土つちの道みちを歩あるいていたはずなのに。

　あわててふりかえる。重かさなり合あう木き々ぎの間あいだを埋うめるように、下した草くさが広ひろがっていた。どれだけ見みわたしても、遊ゆう歩ほ道どうは見みつからない。

　冷つめたい汗あせが、たらりと背せ筋すじをつたった。

　まさか、考かんがえ事ごとをしていて、いつの間まにか道みちをはずれていたの……？

　これじゃあ、夕ゆ実みちゃんを守まもるどころじゃない。早はやく戻もどらなきゃ！

　あせった気き持もちで足あしを踏ふみだし、来きたほうへと急いそぐ。

　けれども、進すすんでも進すすんでも、道みちは見みえてこない。ぐるぐると辺あたりを見み回まわしているうちに、さっきまで自じ分ぶんがどっちを向むいていたのかさえ、わからなくなってきた。

（どうしよう……！）

　周まわりを取とり囲かこむように生はえる、背せの高たかい木き々ぎ。その新しん緑りょくの葉はが、屋や根ねのように太たい陽ようの光ひかりをさえぎっている。

　涼すずしさを感かんじるほどに、暗くらい。さっきまで感かんじていた暑あつさが、ウソのようだ。

　自じ分ぶんの呼こ吸きゅうや心しん臓ぞうの鼓こ動どう以い外がいは、葉はずれの音おとくらいしか聞きこえない。

　私わたし……ここでこのまま、迷まい子ごになっちゃうの……？

　山やまの中なかで迷まい子ご、ってことは……遭そう難なん!?

　瞬しゅん時じに、「遠えん足そくの中ちゅう学がく生せい、キャンプ場じょうで行方ゆくえ不ふ明めい」というタイトルのニュース画が面めんが頭あたまにうかんだ。入にゅう学がく式しきに撮とった、私わたしのぼんやりとした顔かお写じゃ真しんとともに。

　……いや。いやいやいや！　あきらめるのは早はやいよ。

　だって、まだそんなに長ながい時じ間かん、歩あるいてない。遊ゆう歩ほ道どうは、きっとすぐそばにあるはずなんだ。

　だから、大おお声ごえを出だせば、だれかに届とどくはず！

　そうして、大おおきく息いきを吸すいこんだとき。頭あたまの中なかに、さっき聞きいた会かい話わが流ながれだした。

『あそこ、立たち入いり禁きん止しなんでしょ？』

『行いっても意い味みないか。やめとこ』

　……そうか。

　ただでさえ平へい日じつで、私わたしたち生せい徒と以い外がい、お客きゃくさんのいないキャンプ場じょう。

　そのうえ、滝たきを見みることのできない遊ゆう歩ほ道どうを歩あるく人ひとなんて……いない。

　ざわっと鳥とり肌はだが立たって、体からだが石いしのように固かたまる。

　心しん臓ぞうの音おとがどんどん大おおきくなるにつれて、力ちからがぬけていくようだった。

　こんな……こんなところで、立たち止どまっている場ば合あいじゃないのに。

　夕ゆ実みちゃんを、助たすけたい。助たすけなきゃ、いけないのに……！

　逆ぎゃくに助たすけが必ひつ要ような状じょう態たいになっちゃうなんて、ほんと、なさけなさすぎて笑わらえない。

　私わたしは震ふるえる手てで、ポケットの中なかにあるお守まもりを取とり出だした。

（私わたしに、勇ゆう気きをください。お願ねがい、ユキちゃん──……瀧たき島しま君くん……！）

　ぎゅっと目めをつぶり、祈いのるように心こころの中なかで叫さけんだ。

　──そのとき。

　遠とおくで、人ひとの声こえがした。

「……さん！　如月きさらぎさん！」

　ハッとして目めを開あける。この声こえ、これは……。

（瀧たき島しま君くん……!?）

「如月きさらぎさん！　どこだ！」

「た、瀧たき島しま君くん！　ここだよ！」

　ありったけの大おお声ごえで答こたえる。

　どうして、瀧たき島しま君くんがここに？　まさか……助たすけにきてくれたの……!?

　瀧たき島しま君くんの声こえは、だんだんと大おおきくなってきていた。私わたしは少すこしでも近ちかづこうと、声こえのするほうへ足あしを一歩ぽずつ踏ふみだしていく。

　瀧たき島しま君くんが、すぐそこにいる。それだけで、どうしてこんなにうれしいんだろう。どうしてこんなにも、心こころ強づよいんだろう。

「瀧たき島しま君くんっ！」

　にじむ視し界かいをまばたきでリセットして、私わたしは彼かれの名な前まえを呼よぶ。

「──如月きさらぎさん！」

　はっきりとした、力ちから強づよい呼よびかけ。同どう時じに、木こ陰かげから瀧たき島しま君くんが姿すがたを現あらわした。

「瀧たき島しま君くん……！」
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　思おもわず手てを伸のばす。と、近ちかづいてきた瀧たき島しま君くんはその手てを勢いきおいよくつかみ、私わたしを引ひっぱるようにして歩あるき出だした。

「た、瀧たき島しま君くん！　あ、あのっ、ありがとう！　でも、どうしてここに……」

「話はなしは、遊ゆう歩ほ道どうに戻もどってからだ」

　瀧たき島しま君くんはふりかえらずにそう言いった。

　つないだ手てから、瀧たき島しま君くんの熱あつい体たい温おんが伝つたわってくる。

（瀧たき島しま君くん、私わたしのこと、捜さがしてくれてたのかな……）

　ホッとしたのと、うれしいのとで、胸むねはドキドキ、はずみっぱなしだった。

　瀧たき島しま君くんは、迷まよいのない足あし取どりでずんずん進すすんでいく。周まわりの景け色しきはほとんど変かわらないように見みえるのに、いつの間まにか私わたしたちは、遊ゆう歩ほ道どうにつきあたっていた。

「……よかった。見み失うしなったときは、心しん臓ぞうが止とまるかと思おもったよ」

　そう言いって手てを離はなすと、瀧たき島しま君くんはふーっと大おおきく息いきをついた。

「見み失うしなったって……瀧たき島しま君くん、もしかして、私わたしの後あとをつけてきてたの？」

「ああ。如月きさらぎさんのこと、気きになってずっと見みてたんだよ。ここ最さい近きん、様よう子すがおかしかったからね。表ひょう情じょうが暗くらいし、僕ぼくに対たいする態たい度ども急きゅうに変かわったし」

　瀧たき島しま君くんは、ちらりと私わたしを見みた。

　あ……そうだ。私わたし、瀧たき島しま君くんに、ひどいこと言いっちゃったんだ。

「あ、あの、瀧たき島しま君くん、私わたし……ごめんなさいっ！」

「いいんだよ。こっちこそ、ウワサになってたことに気きづけなくて悪わるかった。僕ぼくのせいで、いやな思おもいをしてたんだろう。申もうし訳わけなかった」

「た、瀧たき島しま君くんは、悪わるくないよ！」

「ウワサに気きづかず放ほう置ちしてしまって、その結けっ果か如月きさらぎさんに不ふ快かいな思おもいをさせてしまったのは、僕ぼくの責せき任にんだ。ウワサのほうはなんとかするから、今いまは沢さわ辺べさんを守まもることに集しゅう中ちゅうしよう」

「夕ゆ実みちゃんを……!?」

　びっくりして、息いきが止とまるようだった。

　どうして瀧たき島しま君くん、夕ゆ実みちゃんが危き険けんだってことを知しってるの？

（もしかして、瀧たき島しま君くんも……？）

　私わたしの頭あたまに思おもい浮うかんだ考かんがえを認みとめるかのように、瀧たき島しま君くんは言いった。

「昨日きのう、見みたんだ。沢さわ辺べさんのサキヨミを」
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　瀧たき島しま君くんが、夕ゆ実みちゃんのサキヨミを……!?

「そっか。瀧たき島しま君くんも見みたんだね！」

「ということは、やっぱり如月きさらぎさんも見みたんだね」

「う、うん。私わたしは、ついさっきだけど……！」

「内ない容ようは？」

「それがね、塩しお野のさんのサキヨミもいっしょに見みたから、ほとんど一いっ瞬しゅんでよくわからなかったんだけど……」

「塩しお野のさん？　ああ、演えん劇げき部ぶの子こか」

「瀧たき島しま君くん、知しってるの？」

「委い員いん会かいで、いろいろと生せい徒との話はなしを耳みみにするんだよ。それで、どういう内ない容ようだったんだ？」

　私わたしは瀧たき島しま君くんに、二人ふたりのサキヨミの内ない容ようを話はなした。

「ヒモ……か」

「よくわからなかったんだ。でも、夕ゆ実みちゃんに何なにか起おこるのは間ま違ちがいないと思おもうの」

「おそらく、僕ぼくが見みたサキヨミと同おなじ場ば面めんだと思おもう。こっちは、ヒモは見みえなかったけど」

「どんな内ない容ようだったの？」

「場ば所しょは、このキャンプ場じょうの遊ゆう歩ほ道どうだと思おもう。木きの根ね元もとに座すわりこんでるんだ。顔かお色いろは真まっ青さおで、苦くるしそうに顔かおをゆがめていた。周まわりにはだれもいない。最さい後ごに沢さわ辺べさん、小ちいさくこう言いったんだ。『神かみ様さまじゃなかった……』って」

「神かみ様さま？」

「僕ぼくも最さい初しょは意い味みがわからなかった。声こえも小ちいさかったから、聞きき間ま違ちがいかもしれないと思おもって、相そう当とう考かんがえたよ。でも、如月きさらぎさんのサキヨミを聞きいてわかった。如月きさらぎさんの見みたヒモは、おそらくヘビだ」

「へっ、ヘビ!?」

「『神かみ様さま』はきっと、レイラ先せん輩ぱいが言いっていた滝たきに棲すむヘビの神かみ様さまのことを言いってたんだ。如月きさらぎさんの見みた、赤あかと黒くろという色いろからすると……これかな」

　言いいながらスマホを操そう作さしていた瀧たき島しま君くんは、その画が面めんを私わたしのほうへ向むけた。

　そこに映うつし出だされていたのは──とぐろをまいた、赤あかと黒くろのまだら模も様ようのヘビ！

「こ、これ！　私わたしが見みたの、たしかにこの色いろだった！」

「これは、ヤマカガシ。毒どくヘビだ。僕ぼくらが見みたサキヨミは、沢さわ辺べさんがヘビにかまれてしまったところだったのかもしれない」

　そんな……！　夕ゆ実みちゃんが、毒どくヘビにかまれる……!?

「その、ヤマカガシって、人ひとをおそうような怖こわいヘビなの？」

「いや、ヘビは普ふ通つう、身みの危き険けんを感かんじないかぎり、むこうから積せっ極きょく的てきに攻こう撃げきをしかけてくるようなことはない。いることに気きづかずに、踏ふんでしまったりしなければね」

「か、かまれたら、どうなるの？　死しんじゃうの？」

「ヤマカガシの毒どくは、マムシより毒どく性せいが高たかいらしい。死し亡ぼうしたケースも……あるみたいだ」

「そっ、そんな……！」

　体からだが、ぶるぶると震ふるえだす。どうしよう。夕ゆ実みちゃんが、死しんじゃうかもしれない……!?

　いつもはクールな表ひょう情じょうをくずさない瀧たき島しま君くんも、顔かおが青あおざめている。

「僕ぼくが昨日きのうサキヨミを見みているということは、確かく実じつに今日きょう現げん実じつになるということだ。一いっ刻こくも早はやく、沢さわ辺べさんを見みつけないと」

　そう、そうだ。まさに今いま、夕ゆ実みちゃんに危き険けんがせまってるんだ……！

　さっきサキヨミを見みた時じ点てんで、すぐに瀧たき島しま君くんに相そう談だんするべきだった。そうしていたら、夕ゆ実みちゃんにヘビのことを警けい告こくできたかもしれないのに。

　私わたしが変へんに「ひとりでやらなきゃ」って気き負おってたせいだ。私わたしのせいで、夕ゆ実みちゃんが危き険けんな目めにあうかもしれないなんて……！

「昨日きのう、雪ゆきうさの『明日あしたの占うらない』で注ちゅう意いしたんだけど……サキヨミの内ない容ようがよくわからなかったから、ふんわりとしか伝つたえられなかったんだ。やはり、沢さわ辺べさんには伝つたわらなかったな」

　あっ……そういえば。

『初はじめての場ば所しょにお出でかけする人ひとは、ひとりで人ひと気けのないところに行いかないように』……雪ゆきうさ、そう言いってたよね。あれ、夕ゆ実みちゃんのことだったんだ！

「沢さわ辺べさんの動うごきにも注ちゅう意いしていたんだけど、自じ由ゆう時じ間かんになったとたんにクラスメイトに呼よばれて、その間あいだに見み失うしなってしまったんだ。遊ゆう歩ほ道どうに向むかう如月きさらぎさんの背せ中なかを見みつけられてよかったよ。勅て使し河原がわら先せん生せいにつかまってただろ？　あれがなければ、後あとを追おえなかった」

　そっか。あのとき勅て使し河原がわら先せん生せいに話はなしかけられてなければ、私わたしは今いま頃ごろ、暗くらい山やまの中なかをひとりさまよっていたかもしれなかったんだ。先せん生せいに、感かん謝しゃしなきゃ。

「夕ゆ実みちゃん、塩しお野のさんたちといっしょにいるの。たぶん、滝たきのほうに行いったんじゃないかな」

「滝たきに？」

「うん。ただの、カンなんだけど」

「いや、それは当あたりかもしれない。『神かみ様さま』って言こと葉ばが出でてくるからには、沢さわ辺べさんの頭あたまにはレイラ先せん輩ぱいの話はなした滝たきの伝でん説せつがあったはずだ。あのサキヨミが滝たきの近ちかくで起おこる可か能のう性せいは、高たかい」

　そこまで言いうと、瀧たき島しま君くんは首くびをかしげた。

「でも、どうして塩しお野のさんたちと？　沢さわ辺べさんとの間あいだに、何なにかあったのか？」

「それが……」

　私わたしは、ここ最さい近きんのできごとを瀧たき島しま君くんに話はなした。

　夕ゆ実みちゃんが、塩しお野のさんたちともめていること。クラスでも、孤こ立りつしてしまっていることを。

「そうか、そんなことが……。塩しお野のさんとの間あいだのトラブルについては、如月きさらぎさんの考かんがえた通とおりだろうね。演えん劇げき部ぶに入はいるという約やく束そくを、沢さわ辺べさんは結けっ果か的てきに破やぶったことになってしまったんだ」

「でも、どうしてだろう。そこが不ふ思し議ぎなの。夕ゆ実みちゃん、小しょう学がく生せいの頃ころから美び術じゅつ部ぶに入はいろうと思おもってたみたいなのに」

「実じつは、ちょっと小こ耳みみにはさんだんだけど……沢さわ辺べさん、どうも小しょう学がっ校こうの頃ころ、その……周まわりに、利り用ようされていたみたいなんだ」

「利り用よう……？　どういうこと？」

「なんでも引ひき受うけてくれるからって、いろいろとめんどうなことを押おしつけられていたらしい。そうじ当とう番ばんとか、委い員いん会かいの仕し事ごととか」

「なっ……何なに、それ……！」

　ぎゅうっと、胸むねがしめつけられるように痛いたんだ。

「ここからは憶おく測そくでしかないけど、沢さわ辺べさん、すごく優やさしい子こだろう。だれも傷きずつけないように、波なみ風かぜを立たてないようにしてる。だからもしかすると、沢さわ辺べさんは塩しお野のさんに気きをつかって、はっきりと誘さそいを断ことわりきれなかったんじゃないか？」

「誘さそいって……塩しお野のさんが、夕ゆ実みちゃんを演えん劇げき部ぶに誘さそったってこと？」

「おそらく美び術じゅつ部ぶに入にゅう部ぶする前まえに、勧かん誘ゆうされていたんだろう。沢さわ辺べさんは、後あとできちんと断ことわるつもりだった。が、塩しお野のさんが先さき走ばしって、先せん輩ぱいに沢さわ辺べさんの入にゅう部ぶを伝つたえてしまった……そんなところじゃないかな」

（そっか……！）

　誤ご解かいだったんだ。夕ゆ実みちゃんと塩しお野のさんは、すれ違ちがってただけなんだ……！

「つまり、今こん回かいのトラブルは、夕ゆ実みちゃんの優やさしさが原げん因いんだった……ってことだね」

「ああ。今いまの憶おく測そくが正ただしければ、そういうことになるだろう」

　……そうだ。夕ゆ実みちゃんは、優やさしい。いつも、そうだった。

　この間あいだの部ぶ活かつのときだって、夕ゆ実みちゃんは、早はやく絵えを描かきたいっていう叶かな井い先せん輩ぱいの気き持もちに気きづいてた。レイラ先せん輩ぱいに目めで合あい図ずを送おくったのは、それをさりげなく伝つたえるためだ。

　でも、その優やさしさが、夕ゆ実みちゃん自じ身しんを傷きずつけていたんだ。

　小しょう学がっ校こう時じ代だいには、その優やさしさを利り用ようされてしまった。「必ひつ要ようとされない」っていう言こと葉ばのウラには、そのときのつらい思おもい出でがあったのかもしれない。

　中ちゅう学がくに入はいっても、優やさしさのせいで誤ご解かいを生うんで、トラブルにまきこまれてしまってる。

　夕ゆ実みちゃんは、何なにも悪わるくないのに。ただ、優やさしいだけなのに。

　こんなの、つらすぎるよ……！

　私わたしは、ぎゅっと唇くちびるをかみしめた。

「さっき話はなしたとき……夕ゆ実みちゃん、こう言いったの。『私わたしはだれからも必ひつ要ようとされない』って」

「……そうか」

　私わたしの言こと葉ばに、瀧たき島しま君くんはつらそうな表ひょう情じょうで目めを伏ふせた。

「そんなこと、ないのに。夕ゆ実みちゃんは、私わたしの一いち番ばんの友とも達だちなのに」

「それを伝つたえるんだ。それはきっと、沢さわ辺べさんが今いま、一いち番ばん望のぞんでいる言こと葉ばだ」

「伝つたえたよ、大だい事じな友とも達だちだって。でも……だめなの」

「どうして？」

「それが……夕ゆ実みちゃん、『私わたしだったら大だい事じな友とも達だちに隠かくしごとはしない』って言いって……」

「隠かくしごと？」

　瀧たき島しま君くんが、眉まゆ根ねをよせる。

（……やっぱり、言いわないと……だよね）

　私わたしは、ぐっと拳こぶしをにぎった。

　夕ゆ実みちゃんを、助たすけるためだ。瀧たき島しま君くんに、ぜんぶ話はなそう。

　勝かっ手てにしゃべっちゃいけないと思おもって、さっきは言いわなかったけど……「夕ゆ実みちゃんが瀧たき島しま君くんを好すきかも」ってことも、こうなったら、話はなすしかない。

「実じつは……シュウを助たすけた日ひ、夕ゆ実みちゃんから電でん話わがきて、『隠かくしごとをしてないか』って聞きかれたの。一いっ瞬しゅん、ミミふわのことかと思おもったんだけど、そうじゃなくて。瀧たき島しま君くんと付つき合あってるのかって、聞きかれたの」

「え!?」

　瀧たき島しま君くんがフリーズするのを見みて、私わたしはあわてて続つづけた。

「歩ほ道どう橋きょうにいるところを見みられちゃってたみたいで。すぐに否ひ定ていしたんだよ？　その場ばはそれでおさまったの。でも最さい近きん、夕ゆ実みちゃんとの仲なかがぎくしゃくしだして。その原げん因いんが、私わたしと瀧たき島しま君くんの関かん係けいのせいなのかもしれないって思おもったんだ。もしかしたら夕ゆ実みちゃん、瀧たき島しま君くんのこと……好すきなのかな、って……」

「……ええっ!?」

　だんだんやわらかくなっていくように見みえた瀧たき島しま君くんの表ひょう情じょうが、またしてもパキンと固かたまる。

「だから私わたし、瀧たき島しま君くんと距きょ離りを置おかなきゃって思おもって、それであんなふうに、瀧たき島しま君くんにひどいこと言いっちゃって。本ほん当とうに、ごめんなさい」

「……あ、ああ。なるほど、そうだったのか。それを聞きいて、安あん心しんしたよ」

　フリーズが解とけた瀧たき島しま君くんは、ふわりとほほえんだ。

「けど、沢さわ辺べさんが僕ぼくのことを好すきだっていうのはありえない。沢さわ辺べさんが好すきなのは、僕ぼくじゃなく──……いや、とにかく、事じ情じょうはわかったよ。『隠かくしごと』か。たぶん、それって……」

　そのとき、瀧たき島しま君くんが足あしを止とめた。しっと指ゆびを口くちに当あてて、近ちかくの木こ陰かげに入はいるよう手て招まねきをする。

　その視し線せんの先さきに……夕ゆ実みちゃんが、いた。

　こちらに背せを向むける塩しお野のさんに対たいし、向むかい合あうように立たっている。それを取とり囲かこむ、数すう人にんの女じょ子し。その中なかには、佐さ藤とうさんもいる。

　瀧たき島しま君くんと私わたしは、木こ陰かげで息いきをひそめ、耳みみをそばだてた。
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「──入にゅう部ぶするって、言いったはずだ」

　塩しお野のさんの声こえだった。

「忘わすれたわけじゃ、ないよな。入にゅう学がく式しきのときのこと」

「もちろん、覚おぼえてるよ。入にゅう場じょうする前まえ、ならんでたときのことだよね。後うしろにいた塩しお野のさんが、いっしょに演えん劇げき部ぶに入はいらないかって誘さそってくれて」

　夕ゆ実みちゃんだ。そうか。入にゅう学がく式しきは、出しゅっ席せき番ばん号ごう順じゅんでならんだんだよね。

「そこであなたは、入はいるって答こたえたのよね。アカネからそう聞きいてるわ」

　一いち番ばん右みぎに立たっている子こが言いった。夕ゆ実みちゃんはすぐさま首くびをふる。

「私わたし、そんなつもりなかったの。たしかにあのとき、『考かんがえておくね』とは言いったけど……」

「それは普ふ通つう、『ＯＫ』って意い味みでしょ？　そうよね、アカネ」

　聞きかれて、塩しお野のさんはあわてたようにうなずいた。

「ああ。入にゅう部ぶしてくれるんだと思おもって、あたしは……うれしかった、のに」

　そう言いった塩しお野のさんの声こえは、少すこし弱よわ々よわしく聞きこえた。すると、別べつの子こが夕ゆ実みちゃんにつめよる。

「あなたは、アカネを裏うら切ぎったのよ。あなたのせいでアカネは部ぶ長ちょうにせめられて、つらい思おもいをすることになっちゃったんだから」

「それは本ほん当とうに、ごめんなさい。私わたし、どうしても美び術じゅつ部ぶはやめられないの。でも、私わたしにできることなら、なんだってするから。だから……」

「そんなの、信しんじられないわよね。できることだって、あなたはきっと、やらないでしょ」

「やるよ！」

　夕ゆ実みちゃんのとつぜんの大おお声ごえに、演えん劇げき部ぶの子こたちが動どう揺ようしたように顔かおを見み合あわせる。

「……じゃあ、それ、あなた証しょう明めいできるの？」

「できることなら……絶ぜっ対たいに、やるよ」

「だって。どうする、アカネ？」

　言いわれた塩しお野のさんは、しばらく答こたえなかった。

「──そうだな。じゃあ、たとえば……大だい蛇じゃの滝たきに行いって、写しゃ真しんを撮とってきてって言いったら……どうする？」

（大だい蛇じゃの滝たき……!?）

　言いってから、塩しお野のさんはすぐに夕ゆ実みちゃんから顔かおをそむけた。

　夕ゆ実みちゃんは、ふるふると震ふるえているようだった。大おおきな目めをいっぱいに開ひらき、塩しお野のさんをじっと見みつめている。

　やがてその手てが、ぐっとにぎりこまれた。

「──わかった」

　え、と部ぶ員いんのひとりが声こえをあげた。同どう時じに塩しお野のさんが、ハッと夕ゆ実みちゃんに顔かおを向むける。

　夕ゆ実みちゃんは、口くちの両りょう端はしをムリやり上あげるようにして、ぎこちない笑えみを浮うかべた。

　そのままくるりと背せを向むけ、遊ゆう歩ほ道どうを奥おくへと歩あるいていってしまう。

「……本ほん気きで、滝たきまで行いくつもりかしら。ねえ、アカネ……」

　心しん配ぱいそうな顔かおの佐さ藤とうさんをよそに、塩しお野のさんは夕ゆ実みちゃんの背せ中なかをじっと見みつめていた。

　その手てが、夕ゆ実みちゃんのほうへ伸のばされた。と思おもったら、すぐに引ひっこめられる。

「……どうせ、できないでしょ。行いこ、アカネ」

　ひとりがそう言いうと、全ぜん員いんくるりとふりむいて、こっちに向むかってきた。

　身みを乗のり出だしていた私わたしは、あわてて木きの後うしろに身みを隠かくす。

「ね、ちょっと、どこかに座すわらない？　来くる途と中ちゅうに休きゅう憩けい所じょみたいなとこ、見みえたよね」

「あ、あったね。そこまでもどろっか」

　私わたしたちのすぐ目めの前まえを通とおり過すぎていく、演えん劇げき部ぶの子こたち。

　途と中ちゅう、塩しお野のさんは一いっ瞬しゅん足あしを止とめて後うしろをふりかえった。でも、他ほかの子こたちのほうをちらりと見みて、あきらめたようにそのまま歩あるいていってしまった。

（ど、どうしよう！　このままじゃ、夕ゆ実みちゃん……！）

　思おもわず一歩ぽ、足あしを踏ふみだす。すると、ぐっと後うしろから肩かたをつかまれた。

「僕ぼくは、沢さわ辺べさんを追おう」

　瀧たき島しま君くんは私わたしの肩かたに手てを置おいたまま、夕ゆ実みちゃんから視し線せんをはずさずに言いった。

「時じ間かんがない。如月きさらぎさんは、急いそいでミミふわになるんだ」

「…………えええっ!?」

（み、ミミふわにっ!?）

　な、なんでいきなり、そうなるの──!?
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「キャンプ場じょうのシャワー室しつのトイレに、ミミふわの衣い装しょうを隠かくしてある。それを着きて、ここまで戻もどってくるんだ。ミミふわで『占うらない』をして、沢さわ辺べさんを滝たきに行いかせないようにしよう。彼かの女じょを助たすけるには、それしかない」

　そ、それしかない!?　まさか！

「いや、ちょっと、強ごう引いんすぎない!?　そりゃ、今いま私わたしが出でていったところで、夕ゆ実みちゃんは素す直なおに話はなしを聞きいてくれないかもだけど、だからって、いきなりミミふわって……！」

「沢さわ辺べさんを、助たすけたくないのか」

　抑おさえぎみだけれど、力ちから強づよい声こえだった。

「そんなの……助たすけたいに、決きまってるよ。でも……！」

「じゃあ、ミミふわになるんだ。考かんがえている時じ間かんはない」

「そっ、そんないきなり言いわれても、急きゅうにはできないよ！　心こころの準じゅん備びだってあるし……！」

「大だい丈じょう夫ぶ。僕ぼくを信しんじろ」

　そう言いいながら、瀧たき島しま君くんは両りょう手てを私わたしの肩かたに置おいた。すぐ目めの前まえにある瀧たき島しま君くんの瞳ひとみが、ぎらりと光ひかる。

「思おもい出だせ。ミミふわになって、如月きさらぎさんがどれだけ大おおきなことをしたのか。どれだけの人ひとの気き持もちをつかんだのか。ミミふわには、大おおきな力ちからがある。そしてそれは、如月きさらぎさん自じ身しんの力ちからでもあるんだ」

　私わたしの、力ちから──……。

　本ほん当とうに、そうなのかな。

　でも……他ほかにいい方ほう法ほうが、思おもいつくわけじゃない。

　何なにより、私わたしの中なかの直ちょっ感かんが叫さけんでる。瀧たき島しま君くんを信しんじていれば、きっと大だい丈じょう夫ぶ。ひとりじゃできないことでも、彼かれといっしょなら、私わたしにもできるって。

　ひとつ、大おおきく深しん呼こ吸きゅうをする。それから私わたしは、瀧たき島しま君くんの目めを見みつめて言いった。

「わかった。シャワー室しつのトイレ、だね」

「最さい初しょの分ぶん岐きを右みぎに行いくと近ちかい。塩しお野のさんたちの言いっていた休きゅう憩けい所じょは左ひだり方ほう向こうだから、会あう心しん配ぱいはないだろう。トイレに入はいったら、一いち番ばん手て前まえに用よう具ぐ入いれがある。衣い装しょうは、棚たなの中なかに入いれてきた。白しろい袋ふくろだ。スマホは持もってる？」

「うん。大だい丈じょう夫ぶ」

　ポケットごしに、スマホをさわる。

「着きがえ終おわったら、連れん絡らくしてくれ」

「わかった！」

「それじゃあ、後あとで」

　瀧たき島しま君くんはそう言いうと、夕ゆ実みちゃんの歩あるいていった滝たきのほうへと走はしりだした。

　こうなったら、うだうだと考かんがえているヒマはない。早はやく、ミミふわに変へん身しんしないと！

　あわてて走はしりだした、そのとき。あせりのせいか足あしがもつれて、思おもいっきり転ころんでしまった。

（いたっ……！）

　でも、大だい丈じょう夫ぶ。どこも怪け我がはしていない。

　すぐに立たち上あがって、ひざについた土つちぼこりをはらう。

　ミミふわになるのは、やっぱりまだ怖こわいし、緊きん張ちょうする。けど、夕ゆ実みちゃんを助たすけるためだ。

　夕ゆ実みちゃんは、私わたしをこのまぶしい日ひ々びの中なかに連つれてきてくれた、大だい事じな友とも達だち。

　だから、何なにがあろうと、絶ぜっ対たいに助たすけるんだ。

　夕ゆ実みちゃんの友とも達だちとして、せいいっぱいのことをやらなくちゃ！
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　シャワー室しつのトイレは、平へい日じつの昼ひる間まという時じ間かんのせいか、だれもいなかった。

　ミミふわの衣い装しょうは、瀧たき島しま君くんの言いった通とおりの場ば所しょに置おいてあった。個こ室しつに入はいり、いそいそとジャージをぬぐ。

（この間あいだは気きづかなかったけど……これ、雪ゆきうさの衣い装しょうより、軽かるくて薄うすい感かんじがする）

　瀧たき島しま君くん、持もち運はこびしやすくするために、かさばらない生き地じを選えらんだのかも。

　袋ふくろの中なかには、うさ耳みみカチューシャや羽はねの形かたちの仮か面めん、にんじんポーチだけでなく、きちんとヘアゴムまで用よう意いされていた。

　髪かみをツインテールにして、シュシュをつける。

　これ、「ミミふわ用ように」って、瀧たき島しま君くんからもらったものなんだ。

　実じつはこれも、ずっとポケットに入いれていた。このシュシュも、私わたしにとっては瀧たき島しま君くんの力ちからを感かんじられるお守まもりなんだ。

　瀧たき島しま君くんに連れん絡らくすると、「よし。分ぶん岐きまで来きてくれ」との返へん事じ。分ぶん岐き……このトイレに来くるために、曲まがったところだ。

　両りょう手てにグローブをはめ、にんじんポーチを肩かたにかけて、個こ室しつを出でる。

　ジャージは、ミミふわの衣い装しょうが入はいっていた袋ふくろに入いれて、用よう具ぐ入いれの中なかに隠かくした。

（……おお!?）

　ふりかえると、鏡かがみにファンシーな女おんなの子こが映うつっていて、思おもわずびっくりしてしまう。
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　新あたらしい衣い装しょうに身みをつつんだ、新しん生せいミミふわ。こうやってまじまじと見みるのは、初はじめて。

　これ……私わたし、なんだ。普ふ段だんとはぜんぜん違ちがう、生うまれ変かわった私わたしの姿すがた。

　そんな気き分ぶんになってる場ば合あいじゃないのに、不ふ思し議ぎとワクワクしてきちゃう。

　まるで衣い装しょうといっしょに、中なか身みまで新あたらしくなったような感かんじがする。

　瀧たき島しま君くんも、雪ゆきうさになったときは、こんな気き持もちなのかな。

　なんだか、この姿すがたなら、なんでもできるような気きがしてくるよ！

（……よし！）

　だれにも見みられていないことを確かく認にんしてから、私わたしはトイレを出でた。

　相あい変かわらず、遊ゆう歩ほ道どうには人ひと気けがない。ゆるやかな上のぼりになっている道みちを、ピンクの衣い装しょうをゆらしながら走はしっていく。分ぶん岐きに近ちかづいたところで、瀧たき島しま君くんの黒くろい頭あたまが木きの間あいだに見みえた。

　念ねんのために、とスマホの電でん源げんを落おとす。万まんが一いち、だれかが「如月きさらぎ美み羽う」に連れん絡らくしたとたんに音おとが鳴なったりしたら、正しょう体たいがバレちゃうかもしれないもんね。

「瀧たき島しま君くん」

　小こ声ごえで、木こ陰かげに近ちかづく。見みると、瀧たき島しま君くんはジャージの上うえをぬぎ、黒くろいＴシャツ姿すがたになっている。下したも、ジャージ……かと思おもいきや、迷めい彩さい柄がらのズボン。顔かおには、メガネとマスク。

「そ、そのカッコ、いつの間まに……？」

「メガネとマスクはポケットに入いれてたんだ。上うえはぬいで茂しげみに隠かくして、下したは裏うら返がえしただけ」

　へえ、裏うら返がえし……って、うちの中ちゅう学がくのジャージ、そんなリバーシブル仕し様ようだったっけ？

　そんなことより、夕ゆ実みちゃんだ。

「どうしてここに？　滝たきに行いったんじゃなかったの？」

「それが沢さわ辺べさん、滝たきには行いかずに、途と中ちゅうで引ひき返かえしてきたんだ」

「え、どうして!?」

「わからない。このまま戻もどってくれればいいんだけど、迷まよってるのか、さっきからあそこで行いったり来きたりしてるんだ」

　瀧たき島しま君くんの指ゆびさすほうを見みると、十メートルほど先さきの遊ゆう歩ほ道どうに、夕ゆ実みちゃんの姿すがたがあった。

　困こまったように顔かおをしかめてうつむき、歩あるいては止とまり、ふりかえってまた歩あるいては止とまり……をくりかえしている。

（そっか、やっぱり……。夕ゆ実みちゃん、マジメだもんね）

「立たち入いり禁きん止しの場ば所しょに入はいらなきゃいけないから、迷まよってるんじゃないかな」

「なるほど、そうか。さすが如月きさらぎさん、沢さわ辺べさんのこと、よく理り解かいしてるんだな」

　瀧たき島しま君くんはそう言いうと、ふっと笑わらった。

「ちょうどいい。迷まよっているのなら、まさにミミふわの出で番ばんだ。滝たきに行いかずに戻もどるよう、沢さわ辺べさんを占うらないで説せっ得とくしてくれ」

「わかった！　ヘビのことを伝つたえて、危き険けんだって言いえばいいんだよね」

「ああ。沢さわ辺べさんなら、きっとすぐに信しんじてくれる」

　そっか。そうだよね。

　この間あいだミミふわをやったときは、シュウたちに占うらないを素す直なおに受うけ入いれてもらえなかった。それで、苦く労ろうすることになったんだ。

　でも、夕ゆ実みちゃんは違ちがう。ミミふわのこと、すごい、あこがれるって言いってくれた。だからきっと、占うらないを信しんじてもらえる。

「よし、生なま配はい信しん、始はじめよう。準じゅん備びはいいか？」

「うん！　大だい丈じょう夫ぶ！」

　いよいよだ、とつばを飲のみ込こむ。そうして瀧たき島しま君くんが私わたしに向むけてスマホをかかげた、そのとき。

「……あっ！　ねえあれ、ミミふわじゃない!?」

　後うしろから聞きこえたその声こえに、ぞわっと鳥とり肌はだが立たった。

　おそるおそるふりかえると、そこにいたのは……塩しお野のさんたちだった。

　きょとんとした顔かおでこっちを見みている塩しお野のさんと佐さ藤とうさんとは対たい照しょう的てきに、他ほかの部ぶ員いんたちはおどろきの声こえをあげながら顔かおを輝かがやかせている。

（み、見みつかっちゃった……！）

「やばーい！　なんでこんなところにいるんですか？　配はい信しんですか？」

「衣い装しょう、前まえと違ちがう！　写しゃ真しん、撮とらせてください！」

　最さい初しょにミミふわだと言いった子こが、さっとスマホを取とり出だす。

「えっと……あ、あの……」

　いきなりのことに、うまく声こえが出でてこない。

　すると瀧たき島しま君くんが、指ゆびで私わたしの腕うでをつついた。そうして今こん度どは、私わたしに向むけたスマホを指ゆびさした。

（……もしかして……配はい信しん、スタートしてるのっ!?）

　私わたしの心こころの声こえに答こたえるように、瀧たき島しま君くんは無む言ごんのままウンウンとうなずいた。それから、びしっと人ひと差さし指ゆびを私わたしに向むける。「行いけ」って言いうように。

「……えっ……ええ～っと……ふわぽよ～！　ミミふわです！　ハイ、今こん回かいも始はじまりました、『ミミふわの突とつ撃げき占うらない修しゅ業ぎょう』！　今こん回かいは、大だい自し然ぜんのキャンプ場じょうからお送おくりします！」

　しゃべりだすと、不ふ思し議ぎとすんなり高たかめの声こえが出でた。

　わあっと演えん劇げき部ぶの子こたちがうれしそうな声こえをもらす。塩しお野のさんと佐さ藤とうさんは顔かおを見み合あわせながらも、興きょう味み深ぶかげにこっちを見みていた。

　ちらりと夕ゆ実みちゃんのほうをふりかえる。夕ゆ実みちゃんは、ミミふわを見みて目めを丸まるくしていた。塩しお野のさんたちには、気きづかれていないみたいだ。

「あの、私わたし、雪ゆきうさとミミふわのファンなんです！　占うらなってもらえますか？」

　ひとりの子こがそう言いって、ずいと前まえに出でてきた。

「えっと、そうですねえ……はい、見みえました！　あなたの運うん勢せいは、絶ぜっ好こう調ちょうです！　何なにか新あたらしいことにチャレンジすると、うまくいきそうですよ！」

　サキヨミが見みえないことに安あん心しんしながら、そう言いってあげる。でもどうしよう、こんなことしてる場ば合あいじゃないんだ。早はやく切きり上あげて、夕ゆ実みちゃんのほうに向むかわないと……！

「すごーい！　ね、アカネも占うらなってもらいなよ」

「いや。あたしは、いい」

「なんで？　ミミふわに会あえるなんて、相そう当とうラッキーだよ？　アカネも、運うんが向むいてきたんだよ」

　すると塩しお野のさんは、はっきりと顔かおをしかめた。

「占うらないなんて、ウソだろ」

「……え？」

　いきなりの言こと葉ばに、私わたしは何なにも言いうことができなかった。

　塩しお野のさんは、とたんに静しずかになった周まわりの子こたちにかまわず、続つづける。

「占うらないなんて、ウソだ。そんなものに心こころをまどわされるなんて、くだらない」

「え……っと、ですね……」

「あたしは、ウソがきらいなんだ。あなたみたいなウソつきも、大だいきらい」

　──ウソつき。

　その言こと葉ばに、ぐさっと胸むねを突つかれたようだった。私わたしはあわてて言こと葉ばをしぼり出だす。

「……う、占うらないは、ウソだと思おもう人ひとにとっては、たしかにウソかもしれません。でも、とらえ方かたによっては、ステキな未み来らいへの道みちしるべになるものなので……」

　予よ想そう外がいのことにとまどったせいか、ミミふわらしくない弱よわ々よわしい声こえが出でた。塩しお野のさんの鋭するどい目めつきに気けおされて、次つぎの言こと葉ばがなかなか出でてこない。

（どうしよう。頭あたまが真まっ白しろだよ……！）

　そのとき。後うしろから、小ちいさな足あし音おとが聞きこえた。

　ふりかえると、そこに立たっていたのは──硬かたい表ひょう情じょうの、夕ゆ実みちゃんだった。

「沢さわ辺べ、さん……」

　佐さ藤とうさんが言いうと、夕ゆ実みちゃんはゆっくりと口くちを開ひらいた。

「あの……ごめんなさい。私わたし、その……やっぱりできないって思おもって、引ひき返かえしてきたの」

「えっ……べつに、そんなの、もう……ねえ、アカネ」

　ひとりの子こが、あいまいな口くちぶりで塩しお野のさんの顔かおをのぞきこむ。

　けれども塩しお野のさんは、部ぶ活かつ仲なか間まの問といかけをよそに、じっと夕ゆ実みちゃんを見みつめていた。

「あ……」

　夕ゆ実みちゃんに向むかって、何なにかを言いいかける塩しお野のさん。でも、言こと葉ばは続つづかない。

　そのとき、佐さ藤とうさんが静しずかに口くちを開ひらいた。

「……アカネ。あなたもしかして、ナナちゃんとのこと、まだ気きにしてるんじゃ……」

　そう言いわれた塩しお野のさんは、キッと佐さ藤とうさんをにらみ返かえす。

「……やめてくれ！」

　ナナちゃん？　ナナちゃんって……何なんのことだろう。

　すると次つぎの瞬しゅん間かん、塩しお野のさんは夕ゆ実みちゃんとは反はん対たい方ほう向こうへと駆かけだした。

「えっ!?　あ、ちょ、ちょっと！」

　あわてて声こえをかけたけれど、塩しお野のさんはふりかえることすらしなかった。

（ど、どうして……!?）
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「アカネ！」

　佐さ藤とうさんの呼よびかけもむなしく、塩しお野のさんの背せ中なかはどんどん遠とおざかっていってしまう。

　そのとき、瀧たき島しま君くんが私わたしの背せ中なかをつついた。そのまま近ちかよってきて、耳みみに口くちをよせる。

「ミミふわの占うらないを再さい開かいするんだ。ひとまず沢さわ辺べさんに、ヘビのことを伝つたえてくれ。その後あとは沢さわ辺べさんをこの子こたちに任まかせて、塩しお野のさんのところに行いこう」

「塩しお野のさんのところに？」

　小こ声ごえで言いうと、瀧たき島しま君くんはうなずいた。

「ミミふわの登とう場じょうによって、塩しお野のさんの運うん命めいが変かわってしまったかもしれない。いいほうに変かわっていてくれればいいけれど、悪わるいほうだったら大たい変へんだ」

　──そうか。夕ゆ実みちゃんだけでなく、塩しお野のさんも……ううん、みんなが危き険けんな目めにあわないようにするのが、サキヨミの力ちからを持もつ私わたしたちの役やく目め。

　まごまごしてる場ば合あいじゃないよね。まずはミミふわとして、やるべきことをやらなくちゃ！

「はいっ、ではでは、このかわいい子こを占うらなっていきたいと思おもいます！」

　とつぜんの元げん気きな声こえに、夕ゆ実みちゃんも佐さ藤とうさんたちも、びくっと顔かおを上あげた。

　私わたしは夕ゆ実みちゃんの正しょう面めんに立たち、その顔かおをじっとのぞきこむ。

「あなたは、とっても優やさしい子こですね。人ひとのことを思おもいやれる、やわらかなオーラが見みえます！」

「えっ……あ、ありがとうございます、ミミふわさん……！」

　言いわれた夕ゆ実みちゃんの表ひょう情じょうが、だんだんとおだやかなものになっていく。

「だけどあなたは、少すこし気きをつかいすぎちゃったり、空くう気きを読よみすぎちゃったりすることがありませんか？　もっと自じ分ぶんの気き持もちを大だい事じにして、言いいたいことはきちんと言いうようにしていくといいと思おもいます！」

　そう言いわれた夕ゆ実みちゃんは、しばらくの間あいだ、ぽかんとしていた。

　やがて、その口くち元もとが、ゆっくりとほころぶ。

「……ほんと、その通とおりですね。ミミふわさん、すごいです」

　夕ゆ実みちゃんの優やさしい声こえで、思おもわず心こころがあたたかくなった。

　でも、ひたってる場ば合あいじゃない。私わたしには、まだ言いわなきゃいけないことがあるんだ。

「──見みえました！　あなたに、とても大おおきな危き険けんがせまっています！」

「えっ？」

　とつぜん目めの前まえにつきつけられた人ひと差さし指ゆびに、夕ゆ実みちゃんは目めをぱちくりさせた。

「ヘビ……そう、ヘビです！　あなたがおそろしい毒どくヘビにかまれてしまうという未み来らいが見みえます！　時じ間かんは今日きょう、場ば所しょは、この遊ゆう歩ほ道どうの……滝たきの近ちかくです！」

「ヘビ……!?」

　演えん劇げき部ぶの子こたちが、ヒッと叫さけび声ごえを上あげる。夕ゆ実みちゃんもおどろいたようで、口くちを半はん開びらきにして小ちいさく震ふるえだした。

「すぐにこの子こたちといっしょに、安あん全ぜんな場ば所しょに移い動どうしてください！」

「ヘビって……やばくない？」

「早はやく、戻もどろう！」

　そう言いってあたふたしながらも、演えん劇げき部ぶの子こたちは夕ゆ実みちゃんを囲かこむようにして移い動どうを始はじめた。

　みんなの後うしろ姿すがたが遊ゆう歩ほ道どうを下くだっていくのを確かく認にんすると、瀧たき島しま君くんが私わたしをふりかえった。

「行いくぞ」

「うん！」

　瀧たき島しま君くんは、もうスマホをおろしている。生なま配はい信しんは、占うらないが終おわったところで終しゅう了りょうさせたんだ。

　急いそがなきゃ。そうして、走はしりだそうとしたとき。

「──待まってください」

　背はい後ごの声こえにふりかえる。佐さ藤とうさんだった。遊ゆう歩ほ道どうの奥おくから、ひとりでこっちに走はしってくる。

「アカネのところに、行いこうとしてるんですよね」

「えっ……ええっと……」

「ナナちゃんのこと、話はなします。だから、あなたの占うらないで、アカネを助たすけてもらえませんか」

（占うらないで、塩しお野のさんを……？）

　ナナちゃんって……さっき、佐さ藤とうさんが言いってた名な前まえ、だよね。

　佐さ藤とうさんは、メガネの奥おくからじっと私わたしを見みつめた。

「あなたの占うらないには、力ちからがある。きっとアカネを助たすけられる。その手て伝つだいを、したいんです」

　思おもいがけない言こと葉ばに、ハッとした。「力ちからがある」……その言こと葉ばが、じんと胸むねに染しみこむようで。

　瀧たき島しま君くんを見みると、即そく座ざにうなずいてくれた。私わたしは佐さ藤とうさんの強つよい視し線せんに応こたえるように、彼かの女じょを見みつめ返かえした。

「わかりました。いっしょに、行いきましょう！」
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　私わたしたち三人にんは、佐さ藤とうさんの推すい理りで、遊ゆう歩ほ道どうの少すこし先さきにある休きゅう憩けい所じょへと向むかっていた。

「ナナちゃんのこと、なんですけど」

　道どう中ちゅう、佐さ藤とうさんは「ナナちゃん」のことを私わたしたちに話はなしてくれた。

　ナナちゃんっていうのは、小しょう学がっ校こう時じ代だいの二人ふたりの友とも達だちの名な前まえ。

　ある日ひ、塩しお野のさんがナナちゃんの家いえに遊あそびに行いったときのこと。塩しお野のさんがナナちゃんの部へ屋やに入はいったら、机つくえの上うえに置おいてあったスノードームが床ゆかに落おちて、割われてしまっていた。

　後あとから入はいってきたナナちゃんは、それを塩しお野のさんがやったと思おもった。塩しお野のさんがどれだけ「自じ分ぶんじゃない」って言いっても、信しんじてもらえなかった。

　ナナちゃんは塩しお野のさんを「ウソつき」だと言いって、それから卒そつ業ぎょうまで、一ひと言ことも話はなすことはなかったんだって。

「気きにしていないそぶりだったから、もうふっきれたと思おもっていたのだけれど……そうではなかったみたいです」

　佐さ藤とうさんは静しずかにそう言いった。

（そっか。塩しお野のさん、それで『ウソ』に敏びん感かんになってたんだ……）

「──どうだ。ミミふわとして、塩しお野のさんに占うらないはできそうか」

　瀧たき島しま君くんが、低ひくい声こえで聞きいてくる。私わたしは大おおきくうなずいた。

「うん。なんだか不ふ思し議ぎなんだけど……私わたし、塩しお野のさんの気き持もちが、わかる気きがするの」

　そう、答こたえたとき。

（──いた！）

　藤ふじの花はなが咲さき誇ほこる、小ちいさな藤ふじ棚だな。その下したに置おかれたベンチに、塩しお野のさんは座すわっていた。

　駆かけよってくる私わたし──ミミふわを見みて、ハッと顔かおをこわばらせる。

「な、何なんだ？」

「配はい信しんは、もう終おわらせました。アカネさん、あなたを占うらなわせてください」

「占うらない？　……言いっただろう。あたしは占うらないなんてウソ、信しんじないんだ。だから早はやく……」

「あなたはかつて、自じ分ぶんのことを信しんじてほしい人ひとに、信しんじてもらえなかったのではないですか？」

「え……」

　塩しお野のさんの表ひょう情じょうが、ぴたりと固かたまった。

　ナナちゃんの話はなしを聞ききながら、私わたしは「もし自じ分ぶんが塩しお野のさんだったら」って考かんがえてた。

　そうすると、塩しお野のさんが今いま何なにを思おもって、何なにを怖こわがっているのかが、なんとなく見みえてきたんだ。

　私わたし──ミミふわは、続つづける。

「あなたは、いまだにそのときの痛いたみをかかえている。あなたが人ひとを信しんじられないのは、その痛いたみが原げん因いんなのかもしれません」

「べつに、信しんじたくないわけじゃない！」

「でもあなたは、沢さわ辺べさんの言こと葉ばを信しんじていないように見みえます」

　それは、ずっと思おもっていたことだった。どんなに夕ゆ実みちゃんが謝あやまっても、塩しお野のさんはまるで聞きく耳みみを持もたないようで。見みていてずっと、胸むねが苦くるしかったんだ。

「あなたが沢さわ辺べさんにしていることは、かつてあなたがされていたことと、同おなじなのではないでしょうか？」

「……ち、違ちがう。あたしは、ただ……このままじゃ、自じ分ぶんがまたウソつきになっちゃうから……どうしても、それだけはイヤだった。だから……」

　やっぱり……そうだったんだ。

　塩しお野のさんは、怖こわかったんだ。演えん劇げき部ぶのみんなから、「ウソつき」って思おもわれてしまうことが。

　夕ゆ実みちゃんを、せめたかったんじゃない。自じ分ぶんが傷きずつくことから、逃にげたかったんだ。

　──私わたしと、いっしょだ。

「……アカネ」

　佐さ藤とうさんだった。心しん配ぱいそうな表ひょう情じょうで、ゆっくりと近ちかづいてくる。

「聞きいて。ナナちゃんは、すごくショックを受うけたの。あのスノードーム、大だい好すきな親しん戚せきのお兄にいさんからもらったもので、宝たから物ものにしてたこと、アカネも知しってるでしょう」

「そんなのわかってる。でも、何なん度ども言いっただろう。あれを割わったのは、あたしじゃない」

「もちろん、私わたしはアカネのこと、信しんじてる。でもナナちゃんは、違ちがったの。きっと、だれかのせいにしないと、冷れい静せいでいられなかったんだと思おもう」

「だからって、あたしをウソつきって言いい続つづけていいのか？　あたしがあの後あと、どれだけ……！」

「私わたし、ナナちゃんに会あったの、この前まえ」

「え……」

　興こう奮ふんのせいか赤あかくなっていた塩しお野のさんの顔かおから、すうっと熱ねつが引ひいていくようだった。

「ナナちゃん、すごく反はん省せいしてた。謝あやまりたいって、言いってたわ」

「そんな、今いまさら……」

「沢さわ辺べさんのこと、ナナちゃんが関かん係けいしてるって、すぐに気きづけばよかった。アカネは自じ分ぶんの言いったことを本ほん当とうにしたかったから、沢さわ辺べさんにどうしても入にゅう部ぶしてほしかったんでしょう。私わたしたちが先さき走ばしって沢さわ辺べさんを問といつめたことで、引ひくに引ひけなくなってしまったのよね。ごめんなさい、アカネ。本ほん当とうに、ごめんなさい」

「すみれ……」

　塩しお野のさんは静しずかにうつむき、しばらく足あし下もとを見み下おろしていた。

　私わたしは彼かの女じょに一歩ぽ近ちかづくと、びしりと人ひと差さし指ゆびをつきつけた。

「見みえました！　アカネさんと沢さわ辺べさんが、二人ふたりで笑わらい合あっている未み来らいが！」

　その言こと葉ばに、塩しお野のさんが力ちからなく首くびをふる。

「そんなの、ウソだ」

「今いまの占うらないをウソにするかどうかは、あなたの気き持もちしだいですよ。未み来らいは、作つくれるんです」
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「未み来らいを……作つくる？」

　そうつぶやきながら、塩しお野のさんはゆっくりと顔かおを上あげた。

「はい。自じ分ぶんが本ほん当とうに望のぞむ未み来らいがどんなものなのか、よく考かんがえてみてください」

「……あたし……」

　塩しお野のさんの唇くちびるが、細こまかく震ふるえた。

「あたし……沢さわ辺べさんに、謝あやまらないと。今いままでのこと、ぜんぶ」

「ええ。私わたしもよ。いっしょに戻もどりましょう、アカネ」

　佐さ藤とうさんが優やさしく声こえをかけると、塩しお野のさんはしっかりとうなずいた。

（よかった……！　これできっと、夕ゆ実みちゃんと塩しお野のさんの問もん題だいは解かい決けつする……！）

　そのとき、ピリピリと電でん子し音おんがひびいた。佐さ藤とうさんがポケットからスマホを取とり出だす。

「……え、沢さわ辺べさんが……!?」

　そう言いって目めを見み開ひらく佐さ藤とうさん。ゾクッと、胸むねが冷ひえる。

「どうしたの、すみれ」

　こわばった表ひょう情じょうで、塩しお野のさんがたずねた。

「沢さわ辺べさんが……いなくなってしまったらしいわ」
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　夕ゆ実みちゃんが、いなくなっちゃった……!?

「そそっ、それっ、どういうことですかっ!?」

　思おもわず佐さ藤とうさんにつめよる。

「みんなで戻もどろうとしていたところ、沢さわ辺べさんが急きゅうに何なにかに気きづいて、拾ひろい上あげたそうです。止とめたけれども聞きかずに、そのまま滝たきのほうに走はしっていってしまった、と」

　さっと、血ちの気けが引ひくようだった。──滝たきのほう？

「どうして……!?　何なにかを拾ひろったって、それはいったい……」

「それが、よく見みえなかったらしく、わからないそうです。みんな、ミミふわさんに、どうしたらいいのか聞ききたいと言いってます。このままでは沢さわ辺べさん、ヘビにかまれてしまうんじゃないかって」

「ヘビ？」

　塩しお野のさんが眉まゆをひそめる。

「それ……どういうことなんだ」

　私わたしは瀧たき島しま君くんと顔かおを見み合あわせた。瀧たき島しま君くんが、マスクの下したから低ひくい声こえを出だす。

「……さっきミミふわが、彼かの女じょが毒どくヘビにかまれるという占うらないをしたんだ」

「毒どく……!?」

　塩しお野のさんは大おおきく目めを見み開ひらいた。その唇くちびるは、わなわなと震ふるえている。

「沢さわ辺べさんは、私わたしたちが助たすけます。あなたたちは、すぐ戻もどってください！」

「あっ、あたしも行いく！」

　塩しお野のさんが、真しん剣けんな表ひょう情じょうで近ちかづいてきた。

「あたしのせいだ。あたしが沢さわ辺べさんをここに連つれてきて、あんなこと言いったから……」

「アカネだけのせいじゃないわ。私わたしたちだって……」

「ううん、違ちがう。ぜんぶ、あたしが悪わるかった。あたし、沢さわ辺べさんを盾たてにすることで、自じ分ぶんを守まもってたんだ。だから、あたしが沢さわ辺べさんを助たすけなきゃ……」

「だめだ」

　瀧たき島しま君くんだった。いつもより低ひくい声こえで、ぴしゃりと言いい放はなつ。

「なっ……ど、どうして!?」

「何なにが起おこるかわからない以い上じょう、まきこむことはできない。沢さわ辺べさんは、僕ぼくたちが必かならず見みつけて連つれ戻もどす。君きみはその帰かえりを待まちながら、彼かの女じょになんて言いうのか、よく考かんがえておくんだ」

　塩しお野のさんは何なにかを言いいかけたけど、やがて口くちを結むすんでうなずいた。「行いきましょう」と肩かたを抱だく佐さ藤とうさんにうながされ、歩あるきはじめる。

「──僕ぼくらも行いくぞ」

　瀧たき島しま君くんが、耳みみ元もとでささやいた。

「うん！　必かならず無ぶ事じに連つれて帰かえるから、みんなで待まっててね！」

　そう言いうと、塩しお野のさんも佐さ藤とうさんも、私わたしを見みつめてうなずいてくれた。
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　瀧たき島しま君くんといっしょに、遊ゆう歩ほ道どうを滝たきのほうへと走はしる。

（夕ゆ実みちゃん、いったい何なにを拾ひろったんだろう……？）

　ぜんぜん、想そう像ぞうがつかない。でも、大おおあわてで走はしっていっちゃうくらいだから、きっと何なにか、よっぽどのものだったんだろう。

「さっき、話はなしが途と中ちゅうだったけど……沢さわ辺べさんが言いった『隠かくしごと』は、ミミふわのことだと考かんがえていいんじゃないかな」

　瀧たき島しま君くんの言こと葉ばに、どきんと心しん臓ぞうがはねる。

「やっ、やっぱり……そう、なのかな……」

「はっきりそうだとは、まだ言いえないけどね。もしそうだった場ば合あい、如月きさらぎさんはどうしたい？」

「どうしたい、って？」

「ミミふわのことは、できれば二人ふたりだけの秘ひ密みつのままにしておきたかった。でも、如月きさらぎさんが沢さわ辺べさんに話はなしたいと言いうのなら、僕ぼくはそれでいいと思おもう」

（えっ……！）

　思おもいがけない言こと葉ばに、私わたしは息いきをのんだ。それでいい、って……瀧たき島しま君くん、本ほん気きなの!?

「で、でも……！　ミミふわのことがバレたら、雪ゆきうさの正しょう体たいだって知しられちゃうかもしれないんだよ!?　瀧たき島しま君くん、絶ぜっ対たいに秘ひ密みつは守まもり通とおさなきゃって言いったよね？　雪ゆきうさを続つづけるためにも、その、瀧たき島しま君くんの、大たい切せつな人ひとのためにも……！」

「そうは言いったけど、如月きさらぎさんにとっても沢さわ辺べさんは『大たい切せつな人ひと』だろう。それに彼かの女じょなら、信しん頼らいできる」

「だけど……！」

　そのとき、瀧たき島しま君くんが足あしをゆるめた。つられて私わたしも立たち止どまる。

　立たち入いり禁きん止しの看かん板ばん。その前まえに立たち、むこう側がわを見みつめる夕ゆ実みちゃん。

「……そっちに行いっちゃダメ！」

　とつぜんの声こえに、夕ゆ実みちゃんがハッとふりかえる。私わたしを見みて、その目めが大おおきく見み開ひらかれた。

「あなたの身みに、危き険けんがせまっているんです。だからお願ねがい。私わたしといっしょに、安あん全ぜんな場ば所しょまで戻もどりましょう！」

　私わたしの言こと葉ばに、夕ゆ実みちゃんはふるふると首くびをふった。

「それは、できません」

「どうして……！」

「やらなきゃいけないことがあるんです」

「自じ分ぶんの身みを危き険けんにさらしてまでやらなきゃいけないことなんて、あるわけ……」

　そこまで言いったとき、夕ゆ実みちゃんは右みぎ手てをこっちに突つき出だした。

　その手てにあるものを見みて、息いきが止とまりそうになる。

（私わたしの、お守まもり──！）

　夕ゆ実みちゃんが持もっていたのは、プラ板ばんと鍵かぎのお守まもりだった。どうして……!?　ジャージのポケットの中なかに入はいっているはずなのに！

「そ、それは……！」

　思おもわず、声こえが上うわずる。すると夕ゆ実みちゃんは静しずかに言いった。

「ミミふわさんがいたところで、拾ひろったんです」

（あっ……もしかして……!?）

　瀧たき島しま君くんと別わかれて、着きがえるためにトイレに走はしっているとき。あのとき転ころんだの、ちょうどあのへんじゃなかったっけ……。

　そうだ。きっと、あのとき落おとしちゃったんだ……！

「これ、私わたしの友とも達だちのものなんです」

「え？」

　友とも達だち、って……それ、だれのこと？

　夕ゆ実みちゃん、それが私わたしのものだって、知しらない……よね？

「さっき、友とも達だちがこれを大だい事じそうに持もってるのを見みたんです」

　さっきって、いつ？

　私わたしがこれを取とり出だしたのは、トイレに行いく夕ゆ実みちゃんを追おいかけて、「大だい事じな友とも達だちに隠かくしごとはしない」って言いわれた、あの後あとのこと。

　まさか夕ゆ実みちゃん、あれを見みていたの……？

「それにこの絵え、ジャスミンの花はなみたいだし」

「ジャスミン？」

「友とも達だちの誕たん生じょう花かなんです。六月がつ八日ようかの」

　どきりとした。六月がつ八日ようか。それはまさしく、私わたしの──如月きさらぎ美み羽うの、誕たん生じょう日びだ。

　それじゃあつまり、夕ゆ実みちゃんの言いってる「友とも達だち」って……私わたしのこと……？

「その友とも達だちが落おとしたんだとしたら、このあたりにいると思おもうんです。道みちに迷まよって迷まい子ごになってるか、この先さきまで行いっちゃったか……それはわからないけど、とにかく連れん絡らくがつかない以い上じょう、絶ぜっ対たいに捜さがして見みつけなきゃいけないんです」

　連れん絡らく、と聞きいて、あっと思おもう。ポーチに入はいってるスマホ、電でん源げん、切きっちゃってるんだった。

「どうして、そこまで……」

「友とも達だちを助たすけるのに、理り由ゆうなんて必ひつ要ようですか」

　友とも達だち、という言こと葉ばが、深ふかく胸むねにひびいた。

（夕ゆ実みちゃん……私わたしのこと、『友とも達だち』って言いってくれるんだ……）

　涙なみだが出でそうになるのを、ぐっとこらえる。

「……その友とも達だちは、無ぶ事じです。だから、私わたしといっしょに──」

「無ぶ事じかどうかは、この目めで見みないかぎり、わかりません」

　夕ゆ実みちゃんの言こと葉ばは、力ちから強づよかった。私わたしの知しっている、ふんわりと優やさしい夕ゆ実みちゃんとはぜんぜん違ちがう、勇いさましい声こえ。

「無ぶ事じだと言いうなら、友とも達だちをここに連つれてきてください。そうでなきゃ、戻もどりません」

（そんな……！）

　目めの前まえが、真まっ暗くらになる。

　ヘビのサキヨミのことがある以い上じょう、夕ゆ実みちゃんからは一いっ時ときも目めを離はなしたくない。

　着きがえるには、またあのトイレまで戻もどらないといけない。そんな時じ間かんはない。

　ということは、残のこされた手しゅ段だんはひとつ。

　私わたしが──ミミふわが、今いまここで仮か面めんを取とって、「私わたしが美み羽うだよ」と言いえば……秘ひ密みつを打うち明あければ、夕ゆ実みちゃんは納なっ得とくしてここを離はなれてくれる。

　でも……でも、そんなこと、とてもできそうにない。

　だって、打うち明あけてしまったら、もう取とり消けせない。やっぱり言いわなければよかったって思おもっても、どうにもならないんだ。

　体からだが、震ふるえる。瀧たき島しま君くんが、一歩ぽ近ちかづいてくるのがわかった。

　メガネのむこうの瞳ひとみが、優やさしく細ほそめられると同どう時じに、瀧たき島しま君くんは小ちいさくうなずいた。

　言こと葉ばはなかったけれど、何なにを言いいたいのかはわかる。

「打うち明あけるかどうか。それを決きめるのは、如月きさらぎさんだ」──きっと瀧たき島しま君くんは、そう言いいたいんだ。

　そのとき、夕ゆ実みちゃんは何なにかを決けつ意いしたようにぎゅっと口くちを結むすんだ。そうしてくるりと背せを向むけると、立たち入いり禁きん止しのロープをまたいだ。

「ダメ！」

　私わたしの声こえにかまわず、夕ゆ実みちゃんは先さきへと進すすみはじめる。あせる心こころよりも先さきに、足あしが動うごいた。

「お願ねがい、やめて」

　夕ゆ実みちゃん、と声こえをかけたいのを必ひっ死しにガマンして、腕うでをつかむ。

　けれども夕ゆ実みちゃんは、キッと鋭するどい目めつきで私わたしを見みた。

「……ミミふわさん、さっき言いいましたよね。自じ分ぶんの気き持もちを大だい事じにして、言いいたいことは言いったほうがいいって。だから、私わたしはその通とおりにします」

「でも、ヘビが……！」

「その占うらないが当あたることになっても、私わたしは……この気き持もちを、友とも達だちを助たすけたいっていう気き持もちを、大だい事じにしたいんです」

　私わたしを見みつめる大おおきな目めが、細こまかく震ふるえていた。こんな表ひょう情じょうをした夕ゆ実みちゃん、初はじめてだ。

「だから、離はなして……！」

　言いいながら夕ゆ実みちゃんは、私わたしの腕うでを大おおきくふりはらった。

　と、その手てにあったお守まもりが大おおきく飛とんだ。弧こを描えがき、数すうメートル先さきの地じ面めんへと落おちる。

　その、すぐ近ちかくに──見み覚おぼえのある赤あかと黒くろの、細ほそ長ながいもの。

（……ヘビだ！）

　ヘビは、つい今いましがた、崖がけ沿ぞいの木きの根ね元もとからはい出でてきたようだった。Ｓの字じになり、ゆっくりとお守まもりのほうへと近ちかづいていく。

「ひっ……！」

　ヘビを見みたとたん、夕ゆ実みちゃんの体からだがびくっと固かたまった。体からだが、小こ刻きざみに震ふるえている。さっき私わたしがした「占うらない」の内ない容ようを、思おもい出だしたのかもしれない。

「危あぶない！　動うごかないで！」

　抱だきつくようにして、夕ゆ実みちゃんをその場ばに引ひき止とめる。

「でっ……でも……！　あれは、私わたしの友とも達だちの、大だい事じな──」

　そこまで言いうと、ガクンと、夕ゆ実みちゃんの体からだが大おおきく下さがった。

　地じ面めんにひざをつく、真まっ青さおな顔かおの夕ゆ実みちゃん。震ふるえる唇くちびるに、うつろな目め。

「だっ、大だい丈じょう夫ぶ……!?」

　声こえをかけながら、ハッとする。

　──私わたしがサキヨミで見みたのは……この場ば面めん？

　夕ゆ実みちゃん、もしかして……ヘビを見みたショックで、力ちからがぬけちゃったの？

「……大だい丈じょう夫ぶ、です」

　夕ゆ実みちゃんは、弱よわ々よわしくそう言いって立たち上あがった。でも、まだ力ちからが入はいらないのか、足あし下もとはフラフラしている。

「大だい丈じょう夫ぶじゃないです！　早はやく戻もどりましょう！」

「……だ、ダメ。あれを、美み羽うちゃんに、返かえさなきゃ……！」

　夕ゆ実みちゃんはそう言いって、くっとヘビのほうへと顔かおを向むけた。

　──やっぱり、もう言いおう。それしかない！

　私わたしの正しょう体たいを言いって、お守まもりよりも夕ゆ実みちゃんのほうが大だい事じだって、伝つたえなきゃ……！

　じじじ……とノイズが走はしったのは、そう決けつ意いした瞬しゅん間かんだった。




　──フラフラと歩あるき出だす夕ゆ実みちゃん。すると、その足あしが崖がけ側がわの路ろ肩かたを踏ふみぬいた。足あし下もとの地じ面めんが、ボロボロとくずれていく。あっと声こえを出だす間まもなく、夕ゆ実みちゃんは崖がけを滑すべり落おち、崖がけ下したの川かわへと落おちてしまう。夕ゆ実みちゃんは手て足あしをバタバタさせるばかりで、どんどん流ながされていく。ついにその顔かおも水すい中ちゅうに沈しずんでしまい……──




「……きゃあああっ!!」

　サキヨミが終おわったと同どう時じに、私わたしは悲ひ鳴めいを上あげた。

　その声こえにハッとした瀧たき島しま君くんが、こっちに駆かけよってきた、次つぎの瞬しゅん間かん。

　今いま見みたばかりのサキヨミが、目めの前まえでくりかえされた。

　ボロボロとくずれる地じ面めん。落おちていく夕ゆ実みちゃん。

　そのひとつひとつが、スローモーションのようにゆっくりと見みえた。あわてて近ちかづこうとするけれど、サキヨミを見みた直ちょく後ごのせいなのか、体からだが思おもうように動うごかない。

　重おもい体からだを必ひっ死しに動うごかし、手てを伸のばす。間まに合あわない。崖がけのむこうに、夕ゆ実みちゃんの姿すがたが消きえていく……！

（だめ、夕ゆ実みちゃんっ……！）

　声こえにならない叫さけびが、ノドの奥おくに焼やきついた。思おもわず目めを閉とじようとした──そのとき。

　──ズサッ！

　何なにかが、地じ面めんに倒たおれたような音おとがした。

　見みると、目めの前まえには、サキヨミで見みたものとは違ちがう光こう景けいが広ひろがっていた。

　くずれた路ろ肩かたのすぐ近ちかくで、崖がけの下したに腕うでを伸のばす、瀧たき島しま君くんの背せ中なか。

（た、瀧たき島しま君くん……!?）

　急いそいで走はしりよって、おそるおそるのぞきこむ。

　すると、瀧たき島しま君くんの手ての先さきに、真まっ青さおな顔かおの夕ゆ実みちゃんがぶら下さがっていた。

　まさか、瀧たき島しま君くん……私わたしの悲ひ鳴めいを聞きいて、とっさに動うごいてくれたの……!?

　瀧たき島しま君くんの細ほそい腕うでには血けっ管かんが浮うき上あがり、ぷるぷると震ふるえている。

「……危あぶないから、近ちかよるな」

　苦くるしそうに言いった声こえは、私わたしに向むけられていた。

「でも、このままじゃ、二人ふたりいっしょに落おちちゃうよ！」

　私わたしは瀧たき島しま君くんのとなりにひざをつき、夕ゆ実みちゃんの腕うでをつかんだ。

「ダメだ、離はなれろ！　ここは、大だい丈じょう夫ぶだから……人ひとを、呼よんできてくれ。もしかしたら、配はい信しんを見みていた人ひとが、近ちかくにいるかもしれない」

　瀧たき島しま君くんは、声こえをしぼり出だすようにして続つづけた。

「それに、君きみにもし万まんが一いちのことがあったら……正しょう体たいがバレる、リスクが……」

「そんなこと、言いってる場ば合あいじゃないでしょ！」

　言いいながら、私わたしは腕うでをつかむ手てにぎゅっと力ちからを入いれた。瀧たき島しま君くんは私わたしを横よこ目めで見みると、あきらめたように小ちいさく首くびをふった。

　だって、もし私わたしが助たすけを呼よびに行いってる間あいだに、二人ふたりとも落おちちゃったら……私わたし、後こう悔かいしてもしきれない。

　正しょう体たいがバレるかもしれないから、何なにもしないなんて……そんなの、絶ぜっ対たいにイヤだ。

　それに、私わたしはミミふわだ。夕ゆ実みちゃんの、あこがれの存そん在ざいなんだ。

　夕ゆ実みちゃんを、助たすける。助たすけて、伝つたえるんだ。

　ミミふわの正しょう体たい。サキヨミのこと。瀧たき島しま君くんとの秘ひ密みつを、ぜんぶ。

　そうして、「夕ゆ実みちゃんは大だい事じな友とも達だち」だって……もっと仲なか良よくしたい、もっとずっといっしょにいたいって、私わたしの心こころの底そこからの本ほん当とうの気き持もちを、ありったけ伝つたえるんだ……！

　──ズルッ……

　つかんでいた夕ゆ実みちゃんの腕うでがすべって、数すうセンチほど下したへと落おちた。私わたしたちを見み上あげる夕ゆ実みちゃんの目めが、恐きょう怖ふで大おおきく見み開ひらかれる。

（だっ、ダメっ……！）

　あわてて、指ゆびの先さきにぎゅっと力ちからを入いれる。けれどもグローブをはめた手ては、汗あせにぬれた夕ゆ実みちゃんの腕うでをしっかりとつかまえておくことができない。ひじのあたりをつかんでいたはずなのに、今いまにぎっているのは、夕ゆ実みちゃんの手て首くびだ。

「ぐっ……」

　となりで、瀧たき島しま君くんが苦くるしそうなうめき声ごえをあげた。

　その瞬しゅん間かん、夕ゆ実みちゃんの表ひょう情じょうが、恐きょう怖ふからあきらめへと変かわったように見みえた。

「ダメっ、あきらめないで……！」
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　そう、叫さけんだとき。

「代かわれ！」

　後うしろから、野の太ぶとい声こえ。同どう時じに伸のばされる、浅あさ黒ぐろくたくましい、太ふとい腕うで。見み慣なれたジャージ。

（勅て使し河原がわら先せん生せい……!?）

「沢さわ辺べ、しっかりしろ！　もう大だい丈じょう夫ぶだぞ！」

　私わたしをはじき飛とばすようにして瀧たき島しま君くんのとなりに入はいり込こんだ先せん生せいは、あっという間まに夕ゆ実みちゃんの体からだを崖がけの上うえまで引ひき上あげた。夕ゆ実みちゃんは両りょう手てを地じ面めんにつき、荒あらい呼こ吸きゅうに肩かたを上じょう下げさせている。

（よかった……！）

　泣なきそうになるのをこらえ、私わたしは夕ゆ実みちゃんの背せ中なかを後うしろからそっとなでた。

　息いきを切きらしながら、瀧たき島しま君くんが先せん生せいを見み上あげる。

「……どうして、ここに……？」

「生なま配はい信しんですよ。沢さわ辺べ……彼かの女じょは、最さい近きん様よう子すがおかしかったんです。注ちゅう意いして見みてたのに、見み失うしなってしまって。そしたらこの生なま配はい信しんに出でてるじゃないですか。たまげましたよ」

「それで、ここまで来きてくれたんですか？」

「沢さわ辺べといっしょにいた生せい徒とたちから事じ情じょうを聞きいて、追おってきたんです。見みに行いこうってさわぐ生せい徒とたちを止とめるの、大たい変へんでしたよ」

　そう、だったんだ……。先せん生せい、夕ゆ実みちゃんのこと、気きにしてくれてたんだ。

　もしかして、さっき私わたしに声こえをかけたのも、夕ゆ実みちゃんのことを捜さがしてたから、なのかな。

　じいんとしていると、先せん生せいと目めが合あった。とたんに先せん生せいは、ぎこちなく視し線せんを泳およがせる。

「とにかく、彼かの女じょを運はこばないと。うちの生せい徒とのこと、守まもってくれてありがとうございました」

　そう言いうと、先せん生せいは私わたしと瀧たき島しま君くんに向むかって深ふか々ぶかと頭あたまを下さげた。そうして夕ゆ実みちゃんを抱だきかかえると、もう一いち度ど頭あたまを下さげてから去さっていった。

「よかった……もう、大だい丈じょう夫ぶかな」

　私わたしの言こと葉ばに、瀧たき島しま君くんはうなずいた。

「ああ。これで、沢さわ辺べさんの運うん命めいは変かえられた。もう、安あん心しんだろう。……あ、そうだ」

　そう言いってふりかえったかと思おもうと、立たち入いり禁きん止しのロープをひらりと飛とび越こえた。

「はい、これ」

　プラ板ばんと鍵かぎのお守まもりを拾ひろって戻もどってくると、私わたしに差さし出だした。

「あっ……ありがとう」

　金きん色いろの鍵かぎを隠かくすように、素す早ばやくにぎる。

　瀧たき島しま君くん……私わたしが鍵かぎを大だい事じに持もち歩あるいてることを知しって、どう思おもっただろう。

　思おもわず、かあっと顔かおが熱あつくなる。

　そのとき、視し界かいの端はしの木きの根ね元もとで、赤あかと黒くろのものが動うごいた気きがした。

　すぐに目めを向むけたけれど、ヘビの姿すがたはもう、どこにもなかった。
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　私わたしと瀧たき島しま君くんは、途と中ちゅうで別わかれて元もとの服ふく装そうへと着きがえた。それぞれ時じ間かん差さで、班はんの場ば所しょへと戻もどる。

　芝しば生ふに落おちるバーベキューハウスの影かげは、さっきよりも長ながくなっていた。

「如月きさらぎさん、どこ行いってたんだ？」

　そう言いって待まちかまえるように私わたしを出で迎むかえたのは、塩しお野のさんだった。

　思おもわず、びくっとする。けど、塩しお野のさんの表ひょう情じょうには、今いままでのような冷つめたさはなかった。

「こっちは、大たい変へんだったんだぞ。沢さわ辺べさんが……」

「そう、夕ゆ実みちゃん！　大だい丈じょう夫ぶなの？　今いま、どこに？」

「なんだ、知しってたのか。貧ひん血けつで倒たおれたらしくて、先せん生せいに連つれてこられたんだ。今いま事じ務む所しょで休きゅう憩けいしてるけど、先せん生せいの話はなしでは、もう心しん配ぱいいらないらしい」

「ほんと？　よかった……！」

　ほっと胸むねをなでおろす。これでもう、夕ゆ実みちゃんは安あん全ぜんだ。

　と、塩しお野のさんの後あとを追おうようにやって来きた佐さ藤とうさんが、静しずかな声こえで言いった。

「如月きさらぎさん。あなた今いままで、どこにいたのかしら」

「えっ？　ええ～っと、それは……」

　……どうしよう。そんなこと聞きかれると思おもわなかったから、何なにも考かんがえてなかったよ。

　口くちごもっていると、塩しお野のさんたちはちらりとクラスメイトたちのいるほうをふりかえった。

「なんか、如月きさらぎさんのことで、みんなが変へんな話はなしをしてるんだよ」

「え？　変へんな話はなし、って……？」

　クラスメイトたちを見みると、私わたしのほうを見みてざわざわと何なにかを話はなしているのがわかった。

「ウソでしょ？」「まさか……」なんて声こえが、小ちいさく聞きこえてくる。

　……ゾクリ。

　なんだろう。なんだか、すごく……すっごく、いやな予よ感かんがする。

　すると、塩しお野のさんたちを押おしのけるように、クラスの男だん子したちが近ちかづいてきた。

「なあ、如月きさらぎさんって、『ミミふわ』なのか？」

（…………ふぁっ…………!?）

　あまりにとつぜんの言こと葉ばに、脳のうがフリーズする。

「えっ…………み、ミミふわ？　って？　な、なに、それ？」

「雪ゆきうさの子こ分ぶん。さっきまで、このキャンプ場じょうで生なま配はい信しんしてたんだよ」

「妹いもうと分ぶん、だろ」

　塩しお野のさんがツッコミを入いれる。けれども男だん子しの勢いきおいは止とまらない。

「如月きさらぎさんがいなくなった時じ間かんと、生なま配はい信しんの時じ間かんが重かさなってるんだ。それに何なにより、その声こえ！」

　ドキッとする。こ、声こえ……？

「そうそう。似にてるんだよ。テンションはぜんぜん違ちがうけど、なんていうか、声こえの種しゅ類るいがさ。如月きさらぎさん、声こえかわいいじゃん？」

　びっくりしすぎたせいか、私わたしは、固かたまったまま何なにも答こたえることができなかった。

　全ぜん身しんに突つき刺ささる、みんなの視し線せん。鼓こ動どうが一いっ気きに速はやまり、冷ひや汗あせがたらりと首くび筋すじを流ながれる。

（ど、どうしよう……！　早はやく、否ひ定ていしなきゃ……！）

　このままじゃ、ミミふわの正しょう体たいは私わたしだって、学がっ校こうじゅうに広ひろまっちゃう……！

「……かわいい？」

　頭あたまの後うしろから聞きこえたその声こえに、おどろいてふりかえる。瀧たき島しま君くんだ。

「かわいいって……如月きさらぎさんの声こえが？」

「あ、ああ」

　瀧たき島しま君くんは、じっとりとした目めで男だん子しを見みすえた。

「そりゃ、かわいいよ。そんなこと、改あらためて言いわれずとも僕ぼくはとっくに知しっていた。でも如月きさらぎさんの声こえのかわいさとミミふわの声こえのかわいさは、全まったく違ちがう。別べつ物ものだ」

　た、瀧たき島しま君くん……？　真しん剣けんな顔かおで、急きゅうに何なに言いい出だすの……!?

「おまえ……Ｂ組ぐみの瀧たき島しまだよな」

　男だん子しがずいと前まえに出でてきた。瀧たき島しま君くんもそれを迎むかえうつように、私わたしの前まえに立たつ。

「おまえも姿すがたが見みえないって、Ｂ組ぐみのやつらがさわいでたぞ。あやしいな、おまえら」

　そうして、瀧たき島しま君くんの後うしろに隠かくれる私わたしをのぞきこむ。

「あやしいも何なにもない。僕ぼくたちは、ずっといっしょにいたんだ。同おなじ美び術じゅつ部ぶ員いんとしてね」

　そう言いうと、瀧たき島しま君くんはスマホを取とり出だし、男だん子しに向むかって突つき出だした。

「これ……なんだ？　ここの、風ふう景けい？」

「風ふう景けい写しゃ真しん。文ぶん化か祭さいで展てん示じする絵えのモチーフを見みつけるために、二人ふたりでよさそうな場ば所しょを探さがして歩あるいてたんだ」

（瀧たき島しま君くん、写しゃ真しんなんていつの間まに……!?　ていうか、相あい変かわらずウソが上じょう手ず……）

　すらすらと出でてくる、瀧たき島しま君くんのウソ。

　私わたしのためを思おもってついてくれているウソだからか、それはどこまでも優やさしくて、心ここ地ちがいい。

「他ほかにもカン違ちがいしている人ひとがいるようだから言いっておくけど、如月きさらぎさんと僕ぼくが二人ふたりで行こう動どうするのは、美び術じゅつ部ぶの活かつ動どうのためだ。それ以い外がいの意い味みは、何なにもない」

　瀧たき島しま君くんは、遠とおくまで聞きこえるような大おおきな声こえで言いった。

　輪わの外そと側がわにいるＢ組ぐみの女じょ子したちのほうから、ざわめきが起おこる。

「でも、如月きさらぎさんがミミふわじゃないって証しょう拠こは、どこにもないだろ？」

　男だん子しが、話わ題だいを元もとへと戻もどした。

「なるほど、証しょう拠こか」

　瀧たき島しま君くんはスマホの画が面めんを自じ分ぶんのほうへと戻もどすと、ささっと親おや指ゆびを動うごかした。

「じゃあ、これは何なんだ？　ついさっき、雪ゆきうさのＳＮＳに投とう稿こうされたものだ」

　そうして目めの前まえに出だされた画が面めんを、男だん子しは食くい入いるように見みつめた。

「……二時じ、三十七分ふん……？」

　そう言いってから自じ分ぶんのスマホを取とり出だし、画が面めんを見みる。時じ間かんを確かく認にんしたようだった。

「三分ぷん前まえだな」

　別べつの男だん子しが言いう。

「だけどそんなのは、投とう稿こうする時じ間かんをあらかじめ予よ約やくしておけば……」

「こんな中ちゅう途と半はん端ぱな時じ間かんに予よ約やく投とう稿こう？　何なんの意い味みがあるんだ、それは」

　瀧たき島しま君くんがまたスマホをこちらに向むけたのを見みて、私わたしは彼かれの背せ中なかごしに画が面めんをのぞきこんだ。

　そこに映うつっていたのは……雪ゆきうさとミミふわが二人ふたりでぴったり肩かたをよせ合あっている写しゃ真しんだった。

（こっ、これっ、瀧たき島しま君くんの家いえで撮とったやつじゃっ……!?）
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　写しゃ真しんといっしょに投とう稿こうされている文ぶん章しょうには、「ミミふわの生なま配はい信しん終おわりに合ごう流りゅう！　これから反はん省せい会かいしま～す！」と書かかれている。

「仮かりに予よ約やく投とう稿こうだったとしても、生なま配はい信しんが終おわる時じ間かんなんて予よ想そうできなかったはずだ。それにそもそも、この如月きさらぎさんが『ふわぽよ』なんて言いうはずない。そんなところ、だれが想そう像ぞうできる？　たとえ世せ界かいの終おわりが来きても、如月きさらぎさんはそんな言こと葉ば、口くちにしないだろう」

　瀧たき島しま君くんの言こと葉ばに、周まわりで見み守まもっているクラスメイトのほうから、「たしかに……」「そうだよね……」「ありえない……」と聞きこえてくる。

「そうだよ、ありえないよ」

　その言こと葉ばに、みんながいっせいにふりむいた。その先さきには、勅て使し河原がわら先せん生せいとともに近ちかづいてくる夕ゆ実みちゃんの姿すがたがあった。

「夕ゆ実みちゃん……！　もう、大だい丈じょう夫ぶなの？」

「うん、おかげさまで」

　夕ゆ実みちゃんは私わたしの前まえで立たち止どまると、にこりと笑わらった。なつかしい、優やさしい笑え顔がお。

「私わたしは、クラスのだれよりも、美み羽うちゃんのことを知しってる。だから、わかる。美み羽うちゃんは、ミミふわさんとは別べつ人じんだよ。ね、瀧たき島しま君くん」

「ああ。沢さわ辺べさんの言いう通とおりだ」

　瀧たき島しま君くんもうなずく。

（夕ゆ実みちゃん……！）

　そのあたたかい言こと葉ばに、涙なみだが出でそうになるのをぐっとこらえる。

「さ、沢さわ辺べさん。あの、あたし……ごめんなさい！」

　塩しお野のさんが、私わたしのとなりに進すすみ出でて頭あたまを下さげた。

「滝たきの写しゃ真しんを撮とってきてって言いったとき、あたし、沢さわ辺べさんが『できない』って言いうと思おもってたんだ。そしたら『やっぱりウソつきなんだ』って言いって、ぜんぶ終おわらせられると思おもってた。沢さわ辺べさんひとりを悪わる者ものにして、そのまま逃にげようとしてたんだ。ほんと、最さい低ていだった」

「アカネといっしょにあなたをせめてしまった私わたしも、同どう罪ざいよ。沢さわ辺べさん、ごめんなさい」

　佐さ藤とうさんも、塩しお野のさんのとなりで頭あたまを下さげる。

　するとその様よう子すを見みていたのか、他ほかの演えん劇げき部ぶの子こたちもやってきて、それにならった。

「ごめんなさい。あたしたち、よく確かく認にんもせずに、一いっ方ぽう的てきにあなたを悪わる者ものにしちゃって……」

「そんな。そもそも、私わたしが『考かんがえておく』なんて言いって、誤ご解かいさせちゃったのがいけないんだよ」

「いや、違ちがう。今こん回かいのことは、あたしが勝かっ手てに思おもいこんだあげく、周まわりもまきこんじゃって、ひっこみがつかなくなったのが原げん因いんだ。それに、あたしのせいで沢さわ辺べさんが危き険けんな目めにあうかもしれなかったんだ。無ぶ事じに帰かえってきてくれてよかったけど、万まんが一いち何なにかあったら、あたしは……」

　塩しお野のさんの声こえが、震ふるえた。

「……沢さわ辺べさん。許ゆるしてもらえるとは、思おもってない。でも、本ほん当とうに心こころから、悪わるかったって思おもってる。ウソつきなんて言いって、つらい思おもいをさせて、本ほん当とうに本ほん当とうに、ごめんなさい！」

　塩しお野のさんの声こえが、周まわりの木き々ぎをゆらすようにひびいた。

　クラスメイトたちは、かたずをのんで夕ゆ実みちゃんたちを見みつめている。

「──塩しお野のさん。もうおたがい、謝あやまるのはやめにしない？」

　その夕ゆ実みちゃんの言こと葉ばに、二人ふたりがおどろいたように顔かおを上あげた。

「それにね、私わたし、塩しお野のさんたちに、改あらためてお願ねがいがあるの」

「お願ねがい……？」

「演えん劇げき部ぶのお手て伝つだい。私わたしで役やくに立たてるかどうかわからないけど、できることならなんでもするから、力ちからにならせてもらえないかな」

　それを聞きいた塩しお野のさんが、目めを丸まるくする。

「だけど……沢さわ辺べさんは、美び術じゅつ部ぶ員いんなんだ。そんなこと、ムリにやってもらうわけには……」

「うちの活かつ動どうは火か・金きんだけ。演えん劇げき部ぶは金きん曜よう以い外がい、毎まい日にちでしょ？　ぜんぜん、ムリじゃないよ。それに、演えん劇げきもおもしろそうだなって思おもってたの」

　夕ゆ実みちゃんはそう言いうと、にこりと笑わらった。

　塩しお野のさんと佐さ藤とうさんが、目めを合あわせる。その顔かおはみるみるうちに喜よろこびに満みちていった。

「うれしいわ。ありがとう、沢さわ辺べさん」

「ていうか、こっちからお願ねがいしなきゃだな。沢さわ辺べさん、助すけっ人とお願ねがいします！」

「うん。せいいっぱい、がんばるね」

　演えん劇げき部ぶの子こたちも、「ありがとう」「よかった」と笑え顔がおになっている。それを見み守まもるクラスメイトたちの間あいだには、あたたかさとともに、どこかほっとした空くう気きが流ながれるのを感かんじた。

　よかった。これできっと、もう大だい丈じょう夫ぶだ。クラスは、元もと通どおり。夕ゆ実みちゃんとの関かん係けいも、すっかり前まえと同おなじに……。

（戻もどった……の、かな……？）

「自じ由ゆう時じ間かん、終おわりだぞー！　各かく自じ準じゅん備びをして、バスの前まえに集しゅう合ごう！」

　勅て使し河原がわら先せん生せいが、パンパンと手てをたたきながら言いう。

「あれ、先せん生せい、ミミふわのサインは？　もらえなかったの？」

　近ちかくにいた男だん子しが、先せん生せいに聞きく。

「うるさい。いいから準じゅん備びしろ」

「先せん生せい、友とも達だちがミミふわファンって言いってたけど、実じつは自じ分ぶんが好すきなんじゃないの？」

「違ちがう、おれはどっちかって言いうと雪ゆきうさ派は……いや、いいからさっさと行いけ！」

　勅て使し河原がわら先せん生せいの声こえに、男だん子したちは蜘蛛くもの子こを散ちらすようにわらわらと駆かけていく。

「美み羽うちゃん。私わたしたちも、行いこっか」

「あ、うん！」

　夕ゆ実みちゃんの笑え顔がおには、一いっ点てんのくもりもなかった。

（でも……）

　このままじゃ、終おわりにはできない。

　私わたしにはまだ、やらなきゃいけないことがあるんだ。

『自じ分ぶんの気き持もちを大だい事じにして、言いいたいことはきちんと言いう』

　ミミふわが──私わたしが、夕ゆ実みちゃんに言いったこと。

　それを私わたし自じ身しんが実じっ践せんできなくて、どうするの？

　リュックを背せ負おう夕ゆ実みちゃんを見みながら、私わたしは拳こぶしをぎゅっとにぎりしめた。
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　バスが学がっ校こうに着つくと、とつぜん勅て使し河原がわら先せん生せいが、何なにも言いわずに外そとに飛とびだしていった。

　Ｂ組ぐみの先せん生せいがあわてて呼よびとめたけれど、なぜかよろめきながら校こう舎しゃに向むかって走はしっていく勅て使し河原がわら先せん生せいは、ふりむきもしなかった。

（先せん生せい、どうしたんだろう……？）

　夕ゆ実みちゃんのこと、お礼れいを言いいたかったのに。もちろん、「ミミふわ」としてじゃなく、「如月きさらぎ美み羽う」として。夕ゆ実みちゃんの……友とも達だちとして。

　その後ご、Ｂ組ぐみの先せん生せいが短みじかい話はなしをして、遠えん足そくは終しゅう了りょうとなった。

　今日きょうは遠えん足そくで帰かえりがおそくなるから、部ぶ活かつには参さん加かしないことになっている。

「じゃあね、美み羽うちゃん。また明日あした」

　夕ゆ実みちゃんは笑え顔がおで私わたしの肩かたをたたくと、校こう門もんに向むかって歩あるき出だした。

「──まっ、待まって！」

　他ほかの生せい徒とたちが校こう門もんに向むかって流ながれていく中なか、夕ゆ実みちゃんの輪わっか三みつ編あみがぴたりと止とまった。そして、ゆっくりとふりかえる。

　そのむこうに傾かたむきはじめている西にし日びのせいで、表ひょう情じょうはよく見みえない。

「夕ゆ実みちゃん。私わたし……夕ゆ実みちゃんに、話はなしたいことがあるの」

　私わたしの言こと葉ばに、夕ゆ実みちゃんの口くちがハッと開ひらかれたのがわかった。

「うん。私わたしも……私わたしも、あるの。美み羽うちゃんに、話はなしたいこと」

　静しずかな声こえの後あとで、夕ゆ実みちゃんは私わたしのほうへ体からだを向むけた。

「より道みち、できる？　美み羽うちゃんの家いえとは反はん対たい方ほう向こうになっちゃうけど……いいところがあるんだ」
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　夕ゆ実みちゃんが案あん内ないしてくれたのは、住じゅう宅たく街がいの中なかにある小ちいさな公こう園えんだった。

　真まん中なかには、大おおきな桜さくらの木き。その周まわりに、ブランコやすべり台だいが置おかれている。

「三さん角かく公こう園えんって呼よばれてるの。形かたちが三さん角かく形けいでしょ」

　夕ゆ実みちゃんは植うえ込こみ沿ぞいのベンチに座すわって、そう言いった。見み回まわしてみると、たしかに公こう園えんを囲かこむフェンスは、三さん角かく形けいを描えがいていた。

「話はなしたいことって、何なに？」

　夕ゆ実みちゃんが、くりっとした丸まるい目めで私わたしを見み上あげた。

「うん……あのね」

　体からだが震ふるえるのを感かんじながら、夕ゆ実みちゃんのとなりに座すわる。

　胸むねの鼓こ動どうが、痛いたいほど速はやまっているのがわかった。口くちの中なかがかわいて、息いきも苦くるしい。決けっ心しんはしたけど、まだ少すこし、不ふ安あんが残のこっているのかもしれない。

　でも、大だい丈じょう夫ぶ。できる。やるって、決きめたんだから。

　私わたしはリュックを開あけ、手てを入いれた。そこから取とり出だしたものを、夕ゆ実みちゃんの前まえにそっと差さし出だす。夕ゆ実みちゃんの目めが、さらに丸まるくなった。

「……美み羽うちゃん。それ、って……」

「夕ゆ実みちゃんなら、わかるよね。これが、何なんなのか」

　それは、羽はねの形かたちをした仮か面めんだった。

　トイレで着きがえるとき、この仮か面めんだけは袋ふくろに戻もどさないで、こっそりジャージの中なかに隠かくしたんだ。

　だから、男だん子しから「ミミふわじゃないか」って言いわれたときは、気きが気きじゃなかった。

　こんなものを持もってることがわかったら、言いいわけできないもんね。

　あそこで、正しょう体たいがバレるわけにはいかなかった。自じ分ぶんから夕ゆ実みちゃんに打うち明あける前まえに、みんなに秘ひ密みつを知しられたくなかったんだ。

「ミミふわの……？」

　夕ゆ実みちゃんが、唇くちびるを震ふるわせた。私わたしはうなずく。

「あのね、夕ゆ実みちゃん……」

　私わたしは、まっすぐ夕ゆ実みちゃんの目めを見みつめた。その目めは、おどろきと、期き待たいと……かすかな恐きょう怖ふで、ゆれ動うごいているように見みえる。

　私わたしの決けつ意いも、同おなじようにゆらぐかと思おもったけれども、そんなことはなかった。私わたしは大おおきく息いきを吸すい、迷まよいのない声こえで言いった。




「──ミミふわの正しょう体たいは、私わたしなの」




　夕ゆ実みちゃんの目めが、大おおきく見み開ひらかれた。表ひょう情じょうは変かわらないまま、その顔かおがほんのりと赤あかくなる。

　夕ゆ実みちゃんはそのままじっと私わたしを見みつめていたけれど、やがて両りょう手てで口くちをおおった。そのまま、顔かおをむこうにそむけてしまう。

（……やっぱり、びっくりした……よね）

　そりゃ、そうだよ。こんな重じゅう大だいな秘ひ密みつを、ずっと隠かくしてるなんて。おどろくどころか、怒おこって当とう然ぜんかもしれない。

　でも、ここでやめたりはしない。私わたしはひとつ大おおきく息いきを吸すってから、話はなしを続つづける。

「私わたしね。未み来らいが見みえるっていう力ちからがあるの」

　それから、順じゅん番ばんに話はなしていく。人ひとの顔かおを見みると、その人ひとにこれから起おこる悪わるいできごとが映えい像ぞうになって見みえること。

　その力ちからのこととか、見みえる映えい像ぞうのことを『サキヨミ』って呼よんでいること。

　瀧たき島しま君くんにも同おなじ力ちからがあって、協きょう力りょくして弟おとうとのシュウを助たすけたこと。そのとき初はじめて、「ミミふわ」になったこと。

　今日きょうも塩しお野のさんや夕ゆ実みちゃんのサキヨミを見みて、瀧たき島しま君くんと二人ふたりで生なま配はい信しんをしたこと。

　夕ゆ実みちゃんは、途と中ちゅうから私わたしに顔かおを向むけて聞きいてくれた。

　その目めが、だんだんとうるみはじめて。話はなし終おえた頃ころには、ひとつぶの涙なみだがこぼれ落おちた。

「……そっか。やっぱり、そうだったんだ」

（えっ……！）

　夕ゆ実みちゃんの言こと葉ばに、息いきが止とまるようだった。

「知しってたの……？」

「ううん、はっきりとそう思おもってたわけじゃないよ。もしかしたら、そうなのかもって。未み来らいが見みえるっていうのは、ちょっとびっくりしたけど」

「信しんじて、くれる？」

「もちろんだよ。美み羽うちゃんが、そんなウソつくわけないし」

　夕ゆ実みちゃんは手てで涙なみだをぬぐい、笑え顔がおでうなずいた。

「公こう園えんで初はじめてミミふわに会あったとき、そのスニーカーに気きづいたんだ」

　夕ゆ実みちゃんは、私わたしの足あしに視し線せんを落おとした。

「それ、スリーズ・ミニョンだよね。限げん定ていもの。昇しょう降こう口ぐちでいつも見みてるから、よく覚おぼえてたんだ。公こう園えんでミミふわと別わかれるときに、気きづいたの。これ、美み羽うちゃんのスニーカーと同おなじだって」

　え、と思おもわず足あし元もとを見みる。サクランボの刺ししゅうの入はいった、くたびれたスニーカー。そっか。ここだけは、「変へん身しん」できてなかったんだ。

「それにね、最さい後ごに握あく手しゅしたでしょ？　あのとき、なんとなく美み羽うちゃんを感かんじたんだ」

　そう言いって、夕ゆ実みちゃんはほほえんだ。

「でもやっぱり、『まさか美み羽うちゃんがミミふわのはずない』って思おもって。電でん話わでたしかめようとしたんだけど、勇ゆう気きがなくて聞きけなかったんだ。ね、美み羽うちゃんがミミふわってことは、撮さつ影えいしてた人ひとって、もしかして瀧たき島しま君くん？」

「実じつは、そうなの。電でん話わで聞きかれたとき、見み間ま違ちがいなんて言いっちゃったけど、夕ゆ実みちゃんが歩ほ道どう橋きょうで見みたの、瀧たき島しま君くんと私わたしだったんだ。ウソついて、ごめんね」

「──つまり、瀧たき島しま君くんが『雪ゆきうさ』だってことだね？」

　夕ゆ実みちゃんがにやりと笑えみを浮うかべる。

　や、やっぱり、そこも気きづかれちゃった。ごめん、瀧たき島しま君くん……！

「えっと、その……夕ゆ実みちゃん、このことは、どうか内ない緒しょに……」

「もちろん！　美み羽うちゃんが勇ゆう気きを出だして話はなしてくれた、国こっ家か機き密みつレベルの重じゅう大だいな秘ひ密みつ！　もらすわけないじゃない。私わたしも、協きょう力りょくするよ。ううん、させて。お願ねがい」

「協きょう力りょく、って……」

「動どう画がを撮とるお手て伝つだいとか、編へん集しゅうとか？　アリバイ作づくりとか、正しょう体たいバレを防ふせいだりとか。全ぜん力りょくでがんばるよ。私わたし、ミミふわのファンだし、……美み羽うちゃんの、友とも達だちだもん」

「夕ゆ実みちゃん……！」

　視し界かいが、水みずに沈しずんだようにゆがんだ。あわてて指ゆびを目めに当あて、涙なみだをふきとる。

「ごめんね。私わたし、美み羽うちゃんと瀧たき島しま君くんを見みてるうちに、なんだかひとりで置おいてかれたような気きになって、勝かっ手てにヒクツになってたんだ。どうせ私わたしなんか、美み羽うちゃんには必ひつ要ようない存そん在ざいなんだって」

「ううん、私わたしのほうこそ、本ほん当とうにごめん。私わたしがすぐに仮か面めんを取とってれば、夕ゆ実みちゃんをあんな危き険けんな目めにあわせずにすんだのに。秘ひ密みつを知しられたら、もう友とも達だちでいられなくなるんじゃないかって、怖こわかったの。夕ゆ実みちゃんのことを信しんじられなかった自じ分ぶんが、なさけないよ」

「私わたしだって、たださびしかっただけなのに、突つき放はなすような態たい度どとっちゃったりしてさ。塩しお野のさんたちとのことも、美み羽うちゃんに話はなしたら迷めい惑わくだろうって思おもいこんじゃって。大だい事じな友とも達だちに隠かくしごとはしないなんて言いっておいて、私わたしがそれをできてなかったんだもん。ほんと、なさけないのは、私わたしのほうだよ」

「おたがいに自じ分ぶんのなさけなさを反はん省せいしてるなんて、やっぱり、私わたしたち、似にたもの同どう士しだね」

　そう言いって、くすくすと笑わらい合あう。

「それにね。夕ゆ実みちゃんは間ま違ちがいなく、私わたしの大だい事じな──『親しん友ゆう』、だよ」

「美み羽うちゃん……！」

　いっそう目めを丸まるくしたかと思おもうと、夕ゆ実みちゃんはがばっと私わたしに抱だきついてきた。

「ありがとう。私わたし……美み羽うちゃんのこと、大だい好すきだよ」

「私わたしも。私わたしも夕ゆ実みちゃんが、大だい好すき」

　体からだを離はなしたあと、夕ゆ実みちゃんはえへへと笑わらって恥はずかしそうに言いった。

「私わたしね、この公こう園えんで親しん友ゆうとおしゃべりすることが、昔むかしからの夢ゆめだったの。小しょう学がっ校こうの頃ころ、私わたし……親しん友ゆうどころか、友とも達だちって呼よべる子こもろくにいなかったんだ」

（あっ……）

　少すこし遠とおくを見みつめる夕ゆ実みちゃんの横よこ顔がおを見みながら、瀧たき島しま君くんの話はなしてくれたことを思おもい出だす。

「ゴミ捨すてとか、お花はなの水みずやりとか。みんなの役やくに立たちさえすれば、必ひつ要ようとされる人にん間げんになれるって思おもってた。だけど、そうじゃなかった。大だい事じなのは、相あい手てのことを心こころから思おもいやる気き持もちなんだってこと、美み羽うちゃんのおかげでわかったよ」

　そうして、輪わっか三みつ編あみの根ね元もとを飾かざるサクランボの髪かみ飾かざりを指ゆびさした。

「実じつは、これもスリーズ・ミニョンなんだ。だからね、初はじめて美み羽うちゃんのスニーカーを見みたとき、ちょっと運うん命めい的てきなものを感かんじたの。単たんなる偶ぐう然ぜんなのかもしれないけど、それを偶ぐう然ぜんと思おもうか運うん命めいと思おもうかって、それぞれの自じ由ゆうじゃない？　私わたしはね、美み羽うちゃんと出で会あえてこうして友とも達だちに……親しん友ゆうになれたこと、運うん命めいだと思おもいたいんだ」

「うん。運うん命めい、だよ」

　どちらからともなく、私わたしたちは手てを取とり合あった。夕ゆ実みちゃんのあたたかくやわらかい手てが、すごく頼たのもしいものに感かんじられる。

「美み羽うちゃん。これからも、ずっと仲なか良よしでいようね」

「うん、もちろん！　よろしくね、夕ゆ実みちゃん」

　おたがいの顔かおを見みつめながら、私わたしたち二人ふたりはにっこりとほほえみ合あった。
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「そうだ、美み羽うちゃん。あのお守まもり、どうなった？　ちゃんと、取とり戻もどせた？」

　ベンチから立たち上あがると、夕ゆ実みちゃんが言いった。

「うん、大だい丈じょう夫ぶだよ。瀧たき島しま君くんが、取とってきてくれて。ほら」

　私わたしはポケットから鍵かぎのついたプラ板ばんを取とり出だし、夕ゆ実みちゃんに見みせた。

「よかったぁ……！　ずっと気きになってたんだ。本ほん当とうに、ごめんね。私わたしのせいでなくしちゃったりしたら、どんなに謝あやまっても謝あやまりきれないよ。それ、大だい事じなものなんだよね」

「うん。小ちいさい頃ころ、友とも達だちがくれたものなの」

「よく見みたら、ジャスミンじゃないみたい。その絵えは、何なんなの？」

「これ、元もと々もとの絵えを半はん分ぶんに切きったものなの。羽はね、だと思おもってたんだけど……」

「ああ、たしかに！　美み羽うちゃんの名な前まえにも、『羽はね』が入はいってるしね。でもこれ、ちょっと根ね元もとのところが丸まるいね。羽はねの付つけ根ねかな……ちょっと貸かしてもらえる？」

　私わたしからお守まもりを受うけ取とった夕ゆ実みちゃんは、近ちかくに落おちていた小こ石いしを拾ひろい上あげた。そのまましゃがみ、地じ面めんの砂すなの上うえに線せんを描かきはじめる。

　どうやらプラ板ばんの絵えを描かき写うつしてるみたい。かと思おもうとプラ板ばんをひっくり返かえして、最さい初しょに描かいた絵えのとなりにそれを写うつしていく。

　できあがった絵えを見みたとき、私わたしは息いきをのんだ。これって──……。

「あ、わかった！　これ、ウサギじゃない？」

　ウサギ。その言こと葉ばを聞きいた瞬しゅん間かん、つきんと頭あたまに痛いたみが走はしった。

　地じ面めんに描かかれている絵えとプラ板ばんの絵えを、改あらためて、じっくりと見みる。

　そうだ。これ……ウサギだ。なんで今いままで、気きづかなかったんだろう。

　でも、どうしてユキちゃんはウサギの絵えを描かいたんだろう？　ウサギ……何なにかウサギに関かん係けいのある思おもい出でとか、あったっけ……。

　考かんがえようとすると、頭あたまの痛いたみが増ます。なんだろう。ウサギの絵え……どこかで、見みた気きがする。

「はい、ありがとう。その鍵かぎも、同おなじ友とも達だちがくれたの？」

　私わたしにお守まもりを差さし出だしながら、夕ゆ実みちゃんが言いう。はっとしてそれを受うけ取とった私わたしは、鍵かぎを隠かくすように指ゆびでおおった。

「ち、違ちがうの。これは、その……なんというか、お守まもりとしてつけてるものであって、べつに深ふかい意い味みは……」

「ふうん……なんかそれ、南なん京きん錠じょうの鍵かぎみたいに見みえるなあ。もしかして、それって……」

　夕ゆ実みちゃんの目めが、意い味みありげに細ほそめられる。

「な、何なに？」

「ううん、なんでもない。じゃ、帰かえろっか！　明日あしたは部ぶ活かつだし、今日きょうのうちに疲つかれを取とっておかないとね」

「夕ゆ実みちゃん、体からだはどう？　大だい丈じょう夫ぶ？」

「うん。最さい近きん、あんまり食たべられてなかったんだよね。でも、もう大だい丈じょう夫ぶ！　たくさん食たべたい気き分ぶんだよ。そういえば今日きょうのお好このみ焼やき、ちょっと焦こげちゃってたけど、なかなかおいしかったよね。もっと食たべたかったなぁ」

「そうだ、夕ゆ実みちゃん、料りょう理り上じょう手ずなんだね！　知しらなかったよ」

「上じょう手ずってほどじゃないけど、家か事じは小ちいさい頃ころからやってきたから。たまに、お菓か子しも作つくるよ」

「ほ、ほんと？　すごい……！　私わたし、カップラーメンくらいしか作つくったことないよ」

「そうなの？　それじゃ今こん度ど、何なにかいっしょに作つくろうよ！　美み羽うちゃんなら、きっとすぐできるようになるよ」

　そう言いって笑わらう夕ゆ実みちゃんの顔かおは、夕ゆう日ひを受うけてきらきらと光ひかって見みえた。
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「そうか。沢さわ辺べさんに、ぜんぶ話はなしたんだね」

「ごめんね。雪ゆきうさのことは、できれば秘ひ密みつのままにしたかったんだけど……」

「ミミふわが如月きさらぎさんだと知しれば、自し然ぜんと雪ゆきうさが僕ぼくだってことにも行いき着つくはずだ。気きにすることないよ」

　電でん話わごしの瀧たき島しま君くんの声こえは、なんだか上じょう機き嫌げん。

　家いえに帰かえった後あと、私わたしは夕ゆ実みちゃんに秘ひ密みつを打うち明あけたことを、瀧たき島しま君くんに伝つたえた。

　メッセージを受うけ取とった瀧たき島しま君くんは、すぐに電でん話わしてきた。雪ゆきうさの秘ひ密みつもバレちゃったことを知しったら、気きにするかな……って思おもったけど、そんなことはなかった。

「今日きょうは、大たい変へんだったね。なんとか切きりぬけられてよかったよ」

「ほんとだね。私わたし、二人ふたり同どう時じにサキヨミを見みたのなんて初はじめてだったから、あせっちゃった」

「昨日きのう、僕ぼくが沢さわ辺べさんのサキヨミを見みたことについて、話はなし合あっておければよかったんだけどね。それで電でん話わで話はなせないかってメッセージを送おくったんだけど、如月きさらぎさんの『変へん身しん』って誤ご字じでなぜかツボってしまって……話はなしができる状じょう態たいじゃなくなったから、断だん念ねんしたんだ」

「……えっ」

　な、なにそれ!?　ツボったって……あんなので!?

　つまり、笑わらいが止とまらなくて話はなせなかったってこと!?

　突つき放はなされたと思おもって、落おち込こんでたのがばかみたいじゃない……！

　ていうか瀧たき島しま君くんが笑わらってる姿すがた、見みてみたかったんですけど！

「ほんと、ごめん。もしかして、僕ぼくが怒おこってるかと思おもった？」

「思おもったよ！　キャンプ場じょうでも、目めが合あったらそらされちゃうし……」

「そらした？　……ああ、あのときか。あれは、ミミふわの衣い装しょうを移い動どうさせに行いったんだよ。ずっとチャンスをうかがってて、今いましかないと思おもって」

　そんな真しん相そうだったの……!?

　思おもわず力ちからがぬける。そっか。瀧たき島しま君くんは、優やさしい。そんなこと、とっくにわかってたはずなのに。

「そういえばあのシュシュ、持もってきてくれてたんだね」

「え？　あ、う、うん！」

　さすが瀧たき島しま君くん、気きづいてたんだ。

「よく似に合あってたよ。あれを持もち歩あるいてたってことは、ミミふわに対たいする覚かく悟ごができたのかな？」

「か、覚かく悟ごって……！」

　たしかに、ミミふわに変へん身しんしたときのワクワク感かんは、まだはっきり覚おぼえてるけど……覚かく悟ごができたかって言いわれると、素す直なおに「うん」とは言いえないかも。

　私わたしがあわあわしているのを感かんじたのか、瀧たき島しま君くんはくすりと笑わらった。

「まあとにかく、無ぶ事じにすんでよかった。勅て使し河原がわら先せん生せいが来きてくれなかったら、危あぶなかったよ」

「そうだね。先せん生せいに、お礼れい言いいたかったな」

「それでさ、ひとつ悪わるいことをしたなと思おもって。昨日きのう、僕ぼくも見みてたんだよ。勅て使し河原がわら先せん生せいの、腹ふく痛つうのサキヨミ」

「え!?」

　ってことは、もしかして……バスから校こう舎しゃに向むかって駆かけてったのって、まさか……！

「昨日きのうも今日きょうも、気き温おんが高たかかったからな。弁べん当とうか飲のみ物ものかわからないけど、何なにか悪わるいものを口くちにしたんだろう。昨日きのう警けい告こくしてれば、避さけられたかもしれないのにな。申もうし訳わけないことをした」

　そうか。私わたしが月げつ曜ように見みたサキヨミが、今日きょうになって現げん実じつになったんだ。

「せっかく助たすけてくれたのに、悪わるいことしちゃったね……」

「次つぎからは、ちゃんと警けい告こくしよう。どうやら彼かれ、雪ゆきうさチャンネルの登とう録ろく者しゃみたいだからね」

「あっ……！」

　そういえば……「友とも達だちがミミふわファン」とか「自じ分ぶんは雪ゆきうさ派は」とか、言いってたかも。

　本ほん物ものがこんな身み近ぢかにいるって知しったら、先せん生せい、どんな顔かおするかな……？

　私わたしたちはその後ごもしばらくおしゃべりをしてから、「おやすみ」を言いって電でん話わを終おえた。
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　次つぎの日ひの朝あさ。

「おはよう、如月きさらぎさん」

　廊ろう下かで声こえをかけてきたのは、塩しお野のさんだった。そのとなりには、うっすらと笑えみを浮うかべる佐さ藤とうさん。真ま顔がおじゃない佐さ藤とうさんの顔かお、初はじめてだ……！

「あ、お、おはよう、塩しお野のさん、佐さ藤とうさん！」

「昨日きのうは、ごめん。お好このみ焼やき、あたしのせいで台だい無なしにしちゃって」

「え？　そ、そんなの、ぜんぜんいいよ！　おいしかったし！」

「帰かえってから調しらべたんだけど、野や菜さいって細こまかく切きりすぎると水みずっぽくなるんだな。それに、焼やく直ちょく前ぜんに生き地じに入いれなきゃいけなかったみたいで……ひとりではりきって失しっ敗ぱいして、ほんとばかみたいだ。恥はずかしいよ」

「アカネも料りょう理りはできるほうだと思おもっていたけど、その上うえがいたとはね。沢さわ辺べさんってすごいわ」

　佐さ藤とうさんがそう言いったとき、教きょう室しつからひょこっと夕ゆ実みちゃんが顔かおを出だした。

「あ、おはよう、美み羽うちゃん！　……に、塩しお野のさんに、佐さ藤とうさん！」

　そのとびきりの笑え顔がおにつられ、私わたしも思おもわず顔かおがほころぶ。

「おはよう、夕ゆ実みちゃん」

「おはよう、沢さわ辺べさん。今日きょうは、美び術じゅつ部ぶあるんだよな。来らい週しゅうから来こられるか？」

「うん、大だい丈じょう夫ぶ！　ちゃんと部ぶ長ちょうにも話はなして、許きょ可かをもらったから」

　塩しお野のさんに向むかって大おおきくうなずく夕ゆ実みちゃん。そうか、レイラ先せん輩ぱいともう話はなしをしたんだね。

「名みょう字じだとなんか他た人にん行ぎょう儀ぎだから、アカネって名な前まえで呼よんでくれよ。あたしも夕ゆ実み、美み羽うって呼よぶから」

「いいわね。私わたしのことも、すみれでいいわ」

　え、名な前まえで……!?

　おどろくと同どう時じに、ワクワクするようなうれしさが胸むねに広ひろがる。

「それ、いいね！　そうしようよ、美み羽うちゃん」

「ええっと、じゃあ……アカネちゃんに、すみれちゃん……？」

「そうそう。おんなじクラスなんだし、仲なか良よくしような、美み羽う、夕ゆ実み」

　そう言いうと、アカネちゃんはニッと笑わらった。
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　放ほう課か後ご。私わたしは夕ゆ実みちゃんと瀧たき島しま君くんといっしょに、美び術じゅつ室しつへ向むかっていた。

「ね、瀧たき島しま君くん。瀧たき島しま君くんは、なんで美び術じゅつ部ぶに入はいったの？」

　階かい段だんを先さきに進すすむ夕ゆ実みちゃんが、瀧たき島しま君くんをふりかえってたずねる。

「単たん純じゅんに、絵えを描かくのが好すきだからだよ。沢さわ辺べさんこそ、どうして美び術じゅつ部ぶに？」

「去きょ年ねんの文ぶん化か祭さいで見みた絵えに、感かん動どうしたから、だよね」

　夕ゆ実みちゃんの代かわりに、私わたしが答こたえる。

「うん、そうだよ。私わたしもあんなふうに、人ひとの心こころをつかむ絵えを描かけるようになりたいって思おもったの。その絵えね、入にゅう学がくしてから知しったんだけど、レイラ先せん輩ぱいが描かいたものだったんだ」

　そう言いうと、夕ゆ実みちゃんは誇ほこらしげに胸むねを張はった。

「今こ年としの文ぶん化か祭さい、レイラ先せん輩ぱいの絵えと私わたしの絵えがいっしょに飾かざられることになるわけでしょ？　そう思おもうと、すっごく気き合あいが入はいるんだ」

「沢さわ辺べさんは、動どう物ぶつの絵えを描かくんだったな」

「うん、そう！　飼かい猫ねこの絵えを描かこうと思おもってるんだ」

「しっかり叶かな井い先せん輩ぱいから教おそわるといいよ。あの人ひとの絵えには、動どう物ぶつに対たいする愛あいがある。隠かくしているようだけど、確かく実じつにモフモフ好ずきだと思おもう」

　も、モフモフ……!?　それって、ふわふわの動どう物ぶつが好すきってこと？　あの叶かな井い先せん輩ぱいが!?

「え、叶かな井い先せん輩ぱいって、そうなの!?　すごい！　かわいい！」

　夕ゆ実みちゃんは両りょう手てをブンブンとふって、きゃあああと大だい興こう奮ふんしている。

　そういえば……結けっ局きょく、夕ゆ実みちゃんって瀧たき島しま君くんのこと、どう思おもってるんだろう。

　こうやって冷れい静せいに観かん察さつしてみれば、夕ゆ実みちゃんは瀧たき島しま君くんのこと、友とも達だちとしてしか見みてないように見みえる。

　そう思おもったとたん、なぜだかほっとした。

　そのうち、夕ゆ実みちゃんに聞きいてみよう。親しん友ゆうになれたんだし、恋こいバナしたって、ぜんぜんおかしくないよね。

「ちなみに、僕ぼくも何なにを描かくか決きめたよ」

　そう言いうと、瀧たき島しま君くんはスマホの画が面めんをこちらに向むけた。そこには、木き々ぎのむこうに流ながれる滝たきの写しゃ真しんが映うつっていた。

「これって、もしかして……大だい蛇じゃの滝たき？」

「そう。昨日きのう、あそこを離はなれる直ちょく前ぜんに、こっそり撮とったんだ。滝たきつぼが撮とれなくて残ざん念ねんだけど、これでも十じゅう分ぶんきれいだし、何なにより思おもい出での風ふう景けいだ」

「思おもい出でかあ、ほんとだね。ああ、美み羽うちゃんのお守まもり、なくさなくってよかった。あ、そうだ！　美み羽うちゃん、プラ板ばんで何なにか作つくってみたら？」

「プラ板ばんで？」

「そう。アクセサリーとかさ。きっと、かわいいのができると思おもうよ。今いまは透とう明めいなのだけじゃなくて、白しろいのもあるし、色いろ鉛えん筆ぴつでも描かけたりするし」

「へえ……！　そんなのが、あるんだね」

　話はなしているうちに、なんだか私わたしでも、ステキなものが作つくれるような気きになってくる。

　これから文ぶん化か祭さいに向むけて、ますます部ぶ活かつが楽たのしくなりそうだよ。

「あ、おーい！　ミウミウにユミりん、タッキー！」

　レイラ先せん輩ぱいだった。美び術じゅつ室しつの扉とびらの前まえで、ぶんぶんとこっちに向むかって手てを振ふっている。

「昨日きのうは、遠えん足そくお疲つかれ様さま！　どうだった？　楽たのしかった？」

「「はい！」」

　夕ゆ実みちゃんと私わたしが同どう時じに答こたえると、瀧たき島しま君くんがふっと笑わらった。

「おかげさまでモチーフも見みつかりましたし、いい思おもい出でになりましたよ」

「へえ、それはよかった！　じゃ、さっそくとりかかる？　新あたらしいカードゲーム持もってきたから、それで遊あそんでからでもいいんだけど」

「それは休きゅう憩けい時じ間かんにでもやりましょうか。まずは美び術じゅつ部ぶとして活かつ動どうしないと……」

　そう言いいながら、瀧たき島しま君くんが扉とびらを開あけた。

　その瞬しゅん間かん。緊きん張ちょうした空くう気きが、刺さすように中なかから流ながれでてきた。

（……なに……？）

　私わたしたちは、戸と口ぐちに立たったまま美び術じゅつ室しつの中なかをのぞいた。

　まず目めに飛とびこんできたのは、叶かな井い先せん輩ぱいだ。これまで見みたことがないようなけわしい表ひょう情じょうで、黒こく板ばんのほうをにらみつけている。

「……もう一いち度ど、言いってみろ」
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　その視し線せんの先さきにいたのは、知しらない男だん子しだった。短みじかい金きん髪ぱつに、だらしなく着きくずした制せい服ふく。

（ふ、不ふ良りょう……っ!?）

　彼かれは、叶かな井い先せん輩ぱいと同おなじ青あおいネクタイをつけていた。二年ねん生せいだ。

「何なん度どでも言いう。オレは、美び術じゅつ部ぶをつぶす」

「──チバっち……!?」

　レイラ先せん輩ぱいが、ぎょっとした様よう子すでつぶやいた。

（チバ……？）

　チバって、たしか……二年ねん生せいの、幽ゆう霊れい部ぶ員いんの人ひとの名な前まえ、だよね。

（この人ひとが、チバ先せん輩ぱい？　でも、美び術じゅつ部ぶをつぶすって、いったいどういうこと……!?）

　不ふ安あんげな顔かおをした夕ゆ実みちゃんと、視し線せんをかわす。

　瀧たき島しま君くんはだまったまま、美び術じゅつ室しつの中なかの光こう景けいを、ただじっと見みつめていた。
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　こんにちは！　七なな海みまちです。

　『サキヨミ！』第だい二巻かんを手てに取とってくれて、どうもありがとう！

　実じつは私わたし、シリーズものを書かくのは初はじめてなんです。だから、一いっ巻かんが出でたときと同おなじくらい、とってもドキドキしています。

　はじめましての方かたも、一いっ巻かんから読よんでくれているみなさんも、どうか楽たのしんでもらえますように……！




　一いっ巻かんが発はつ売ばいされた後あと、うれしい感かん想そうをたくさんいただくことができました。

　つばさ文ぶん庫こ公こう式しきサイトのコメントは、読よむたびにはげまされて、新あたらしいお話はなしを書かく原げん動どう力りょくになっています。本ほん当とうに本ほん当とうに、ありがとうございます。

　お手て紙がみもいただけて、とっても感かん激げきしました。お話はなしの感かん想そうだけでなく、将しょう来らいの夢ゆめを教おしえてくれた読どく者しゃさんもいて、とてもうれしく思おもいました。ぜひぜひみなさん、好すきなことに夢む中ちゅうになって、楽たのしんでいってほしいなと思おもいます。




　さて、一いっ巻かんの危き機きを乗のりこえた美み羽うですが、今こん回かいまたまたピンチにおちいってしまいました。

　このお話はなしを書かきながら感かんじたのが、「伝つたえること」の難むずかしさです。

　何なにかを伝つたえるときには、言こと葉ばを使つかいます。言こと葉ばって便べん利りだけど、同どう時じにちょっと注ちゅう意いが必ひつ要ようなものでもあると思おもうのです。使つかい方かたや選えらび方かたによって、本ほん当とうの気き持もちが伝つたわらなかったり、別べつの意い味みで伝つたわってしまったり。

　私わたしはしゃべるのがヘタなのでよく誤ご解かいされてしまって、そのつもりがないのに人ひとを傷きずつけてしまったり、不ふ快かいな思おもいをさせたりしてしまうことがありました。

　しゃべることは相あい変かわらず苦にが手てなままですが、今いまは「これを言いったら相あい手てはどう思おもうかな？」といったん考かんがえてから口くちに出だすように気きをつけています（それでも失しっ敗ぱいしてしまうこともあるのですが……）。

　しゃべるときと同おなじく、文ぶん章しょうを書かくときも気きをつかっています。『サキヨミ！』本ほん編ぺんもですが、この「あとがき」も、何なん度ども何なん度ども書かき直なおしました。

　言こと葉ばの選えらび方かた、順じゅん番ばん、語ご尾び……ちょっとしたことで、文ぶん章しょうから受うける印いん象しょうはがらりと変かわってしまいます。

　これから先さきも、言こと葉ばと格かく闘とうしつつ、なんとかうまくつきあっていきたいなあ、と改あらためて思おもいました。




　今こん回かいのお話はなしで、美み羽うたちはキャンプ場じょうに行いきましたね。

　実じつは私わたしも、高こう校こうのときの遠えん足そくでキャンプ場じょうに行いったんです。そこで作つくったのがお好このみ焼やきでした。美み羽うたちがお好このみ焼やきを作つくるシーンは、そのときのことを思おもい出だしながら、なつかしい気き持もちで書かくことができました。

　お話はなしにはヤマカガシという毒どくヘビが出でてきましたが、山やまや川かわなど自し然ぜんを楽たのしめる場ば所しょでは、そうした危き険けんな生せい物ぶつと遭そう遇ぐうしてしまう可か能のう性せいもあります。十じゅう分ぶん気きをつけてくださいね。

　当あたり前まえですが、立たち入いり禁きん止しの場ば所しょに入はいろうとするのも危き険けんです。楽たのしい思おもい出でを作つくるためにも、その場ば所しょのルールを守まもって遊あそびましょう！

　みなさんは、美み羽うたちに行いってもらいたい場ば所しょはありますか？

　他ほかにも「こんなイベントのお話はなしが読よみたい！」などあれば、教おしえてもらえるとうれしいです。

　もちろん、その他ほかの感かん想そうやお手て紙がみもお待まちしております！




　駒こま形がた先せん生せい、今こん回かいもすてきなイラストを描かいていただき、ありがとうございました。駒こま形がた先せん生せいによって命いのちを吹ふき込こまれた美み羽うたちを見みるたびに、この上うえない幸しあわせを感かんじています。

　また、いつも的てき確かくなアドバイスをくださる担たん当とう編へん集しゅうＭ様さま、今こん回かいも本ほん当とうにありがとうございました。おかげで、満まん足ぞくのいく形かたちで刊かん行こうすることができました。

　次じ回かいは、美び術じゅつ部ぶに危き機きがおとずれるお話はなしです。学がっ校こうが舞ぶ台たいになるので、今いままでとは違ちがった美み羽うたちが見みられるかもしれません。どうぞお楽たのしみに！

　それでは、また三巻かんでお会あいしましょう！
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